
令和４年度 公益財団法人日本バレーボール協会  

審判規則委員会 指針 

 

令和４年度審判規則委員会は、以下の５項目を指針とし、各事業を推進する。 
 

１ 審判員は、国内競技会及び国際競技会をスムーズに運営するために必要な事前講習
会に参加して審判員としての質の向上を図る。審判員の技術のレベルアップがバレ
ーボールの競技力向上になることを忘れてはならない。 

 
２ 各種別において判定基準の統一を図り、安定した審判技術とメンタル面の強化に努

める。また、試合中の選手やチームスタッフの言動に対しては、バレーボールとし
てのインテグリティーが保てるようにルールを的確に適用し、公平・公正な競技運
営を行う。 

 
３ 選手・指導者を対象に、ルール及び取扱いについての周知・徹底を図り、正しい理

解とルール遵守を醸成する。 

 
４ 各ブロックと連携して、Ａ級審判員資格取得講習会や審判育成事業等を通して、次

世代を担う若手審判員の育成を努める。また、男女共同参画をさらに進めるため、
特に各カテゴリー・各都道府県にも女性審判員の活動の支援を推進する。加えて子
育て世代のレフェリーが活躍できる環境整備を推進する。 

 
５ コロナ禍における感染症対策においては、これまでの状況を踏まえ、今後の感染状

況を見据えながら、審判員の安心・安全を第一に、大会運営ができるように、柔軟
に対応を行う。 

 
 

指導部：１ 審判員の技術の向上を目指し、Ａ級審判員にカテゴリーを設け、映像等も
有効に活用しながら、レベルに応じスキルアップのための技術強化事業を推
進する。 

２ 審判員の責務として、選手・指導者に対しルールはもとより、ルールの
改・修正点や取扱い等を正確に伝達しルールの理解を深め、スムーズな大
会運営だけでなく競技力の向上に資する。 

３ 各ブロックとの連携をしながら、Ａ級審判員だけでなく幅広く公認審判
員、特に若手審判員の育成事業を実施し、裾野の拡大を図る。 

４ 女性審判員については各世代のライフスタイルに合わせ、安心して審判
活動に取り組める環境整備とともに強化事業を推進する。 

 
規則部：見易く正確で分り易いルールブックの作成を目指し、４種別のケースブック

の編集を行う。６人制とビーチバレーボールは FIVB からの最新情報を収集し、
必要に応じて改正・修正を行う。また、９人制についても競技の活性化を図る
ために、親しみやすいバレーボールを目指し、そのルールの研究を進める。 

 
登録部：ＪＶＡメンバー制度（ＭＲＳ）に従って、公認審判員のＭＲＳ登録の増加を目

指す。また、早期登録手続きの完了と公認審判員の現状把握を行うために、各
ブロック・都道府県との連携を図る。                   

以上 



 

各種ルールの改正点・修正点について 

 

２０２２年度の各種ルールブックの編集にあたり、主な改正点・修正点について報告致します。 

 

1. ６人制改正点・修正点 

 本競技規則は，２０２１年２月５日から７日にオンラインで開催された ＦＩＶＢ 総会において  

２０２０東京オリンピック後のルール改正が承認され，２０２１年１０月にＦＩＶＢより「ルールブッ

ク２０２１－２０２４」としてホームページで公表されたものである。 

 それをもとに，２０２２年度版ルールブックの改・修正点を以下のようにまとめた。 

 本年度のルールブックも「英文併記」とし，『ケースブック』についてもケース番号に『ビデオ』と記

載した項目についてはインターネット上にサイトを作成し，ルールブック巻末にそのサイトの URL と 

ＱＲコードを掲載し ＦＩＶＢのＣＡＳＥＢＯＯＫの動画ビデオを見ることができるようにした。 

以下が本年度の主な改・修正点である。 

 

● 改正点 

1. 1.2.2 室内コートでは，コート面は明るい色でなければならない。 

ＦＩＶＢ 世界・公式大会では，ラインは白色でなければならない。コートとフリーゾーン

は白色以外の，それぞれ異なる色で区別する必要がある。コートは，フロントゾーンとバック

ゾーンを区別するために色を変えてもよい。 

2. 1.4.5 ウォームアップエリア 

ＦＩＶＢ 世界・公式大会では，ウォームアップエリアは約 ３ m × ３ m の広さでそれぞ

れのベンチ側フリーゾーンの外側のコーナーに観客の視野を遮らないように設けるか，または

スタンド（観客席）をコート面から ２.５ m 以上の高さにして，チームベンチ後方に設けて

もよい。 

3. 1.4.6  （削除） 

4. 1.6 照明 

 明るさは，３００ ルクス以上が必要である。 

ＦＩＶＢ 世界・公式大会では，照明の明るさは競技エリアの表面から 1 m の高さで測定

し，２０００ ルクス以上が必要である。 

5. 4.1.2 選手の 1 人が，チームキャプテンとなり，記録用紙に明記される。（規則 5.1） 

6. 4.2.3.2 タイムアウト中：自チームのコート後方のフリーゾーン内  

7. 5 チームリーダー 

チームキャプテンと監督の両者は，チームメンバーの行為や規律に対して責任を負う。リベ

ロは，チームキャプテンにもゲームキャプテンにもなることができる。 

8. 5.1.2 試合中，チームキャプテンはコートに入っているときにはゲームキャプテンとなる。チ

ームキャプテンがコート上にいないときは，監督またはチームキャプテンは，ゲームキャプテ



ンの役割を担うコート上の選手を指名しなければならない。 

9. 5.1.2.3 監督が不在で，監督の役割を引き継ぐアシスタントコーチもチームにいない場合は，

タイムアウトと選手交代を要求する。 

10. 7.2.3 公式ウォームアップを両チームが連続して（別々に）行う場合には，最初のサービスを

得たチームから，ネットを使用してウォームアップを始める。 

ＦＩＶＢ 世界・公式大会では，すべての選手はプロトコールならびにウォームアップ中は

試合をするユニフォームを着用しなければならない。 

11. 7.4.3 選手のポジションは，次のとおりコート面に接している両足の位置（最後にコート面に

接触していた部分）により決定され，コントロールされる。 

12. 7.4.3.1 各バックプレーヤーは，対応するフロントプレーヤーと同じ位置にいるか，少なくと

も片方の足の一部が対応するフロントプレーヤーの前の足よりセンターラインから遠い位置

にいなければならない。 

13. 7.4.3.2 ライト（レフト）サイドの各選手は，同じ列の他の選手のライト（レフト）側から遠

くにある足と同じ位置か，少なくとも片方の足の一部がライト（レフト）のサイドラインに近

い位置にいなければならない。 

14. 9 ボールをプレーすること 

各チームは，（規則 10.1.2 を除き）それぞれの競技エリアとフリープレー空間の中でプレ

ーしなければならない。 

 しかし，ボールは，自チーム側のフリーゾーン外とその延長線上にあるスコアラーズテーブ

ル上から取り戻してもよい。 

15. 11.2.2.1 相手コートに侵入している片方の足（両足）の一部がセンターラインに触れている

か，センターライン真上の空間にあれば，この動作が相手チームのプレーを妨害しない限り，

その足（両足）は相手コートに触れてもよい。 

16. 12.5.2 サービスが行われるとき，サービングチームの 1 人または複数の選手が集団で腕を

揺り動かしたり，跳びはねたり，左右に動いたりして，あるいは集団で固まって立ち，サービ

スヒットとボールのコースの両方をボールがネット垂直面に到達するまで隠すことでスクリ

ーンとなる。サービスヒットまたはボールのコースがレシービングチームに見えるのであれば

スクリーンではない。（第 6 図） 

17. 14.6.1 ブロッカーが相手チームのアタックヒット前に相手空間内にあるボールに触れたと

き。（規則 14.3，第 11 図㉑） 

18. 15.2.4 中断の要求を拒否され，ディレイワーニングが適用された場合は，同じ中断中に（す

なわち，次のラリーが完了する前に）正規の中断の要求をすることはできない。 

19. 15.4 タイムアウト（テクニカルタイムアウトの条文削除） 

15.4.1 タイムアウトは，ボールがアウトオブプレーでサービスのホイッスルの前に，該当す

るハンドシグナルを示して要求しなければならない。チームの要求によるすべてのタイムアウ

トは 30 秒間である。（第 11 図④） 

ＦＩＶＢ 世界・公式大会では，主催者の要求に基づいて ＦＩＶＢ が承認する場合には，

タイムアウトの長さを調整することができる。 



ＦＩＶＢ 世界・公式大会では，ブザーを使用し，次にタイムアウトを要求するハンドシグ

ナルを示すことが義務付けられている。 

15.4.2 すべてのタイムアウトの間，プレー中の選手は自チームベンチ近くのフリーゾーンに

出なければならない。 

20. 15.7 例外的な選手交代 

 負傷，病気，退場，または失格でプレーを続行できなくなった（リベロ以外の）選手は，正

規の選手交代をさせる。もしもこれができないときは，チームは規則 15.6 の制限を超え，例

外的な選手交代を行うことができる。 

 例外的な選手交代とは，リベロ，セカンドリベロまたはリベロの入れ替え選手以外で，負傷，

病気，退場，または失格の発生時にコートにいなかった選手が代わりに出場することをいう。

この負傷，病気，または退場で交代した選手は試合に戻ることはできない。 

例外的な選手交代は，いかなる場合でも正規の選手交代の回数には数えないが，記録用紙の

セットや試合の選手交代の合計欄に記録される。 

21. 15.8 退場または失格での選手交代 

退場または失格となった選手には，直ちに正規の選手交代が行われなければならない。もし

もこれができないときは，チームには例外的な選手交代をする権利がある。これもできない場

合は，チームは不完全を宣告される。（規則 6.4.3，7.3.1，15.6，21.3.2，21.3.3） 

22. 15.11.1.3 インプレー中の選手の負傷，病気，退場，または失格の場合を除いて，同じチーム

が同じ中断中（次のラリーが完了する前）に 2 回目の選手交代を要求すること。（規則 15.2.2，

15.2.3） 

23. 19.2 服装 

リベロは，チームの他の選手と，主要な部分の色が異なるユニフォーム（または再指名リベ

ロのためのジャケット，ビブス）を着用しなければならない。ユニフォームの色は，チームの

他の選手とは明らかに対照的でなければならない。2 人のリベロはチームの他の選手と異なる

色で，さらにお互いに異なる色のユニフォームを着用することもできる。 

 リベロのユニフォームには，他の選手同様に番号を付けなければならない。 

ＦＩＶＢ 世界・公式大会では，再指名されたリベロは，可能であれば，元のリベロと同じ

タイプ，同じ色のジャージを着用しなければならない。しかし，番号は自分のものを付ける。 

24. 21.3.2.1 退場を受けたチームメンバーは，コート場にいる場合は，直ちに正規または例外的

な選手交代をして，そのセットの残りに参加することができず，そのセットが終了するまでチ

ーム控室に行かなければならないが，それ以外の処置は受けない。 

退場となった監督は，そのセットでは試合に介入することができず，そのセットが終了する

までチーム控室に行かなければならない。 

25. 21.3.3.1 失格となったチームメンバーは，コート上にいる場合は直ちに正規または例外的な

選手交代をして，試合終了までチーム控室に行かなければならないが，それ以外の処置は受け

ない。 

26. 22.1 構成 

試合のための審判団は，次の役員によって構成される。 



・ファーストレフェリー 

・セカンドレフェリー 

・チャレンジレフェリー 

・リザーブレフェリー 

・スコアラー 

・ 4（2）人のラインジャッジ 

 その配置は，第 10 図に示す。 

ＦＩＶＢ 世界・公式大会では，チャレンジレフェリー（ビデオチャレンジシステム使用時）

とリザーブレフェリー，アシスタントスコアラーを割り当てなければならない。 

27. 24.2.10 ＦＩＶＢ 世界・公式大会では，規則 24.2.5 に記載されている責務はリザーブレフ

ェリーによって行われる。 

28. 25 チャレンジレフェリー 

ＦＩＶＢ 世界・公式大会でビデオチャレンジシステム（VCS）を使用する場合は，チャレン

ジレフェリーを割り当てなければならない。 

25.1 位置 

チャレンジレフェリーは，ＦＩＶＢ テクニカルデリゲートが決定した別の場所にあるチャ

レンジブースで任務を遂行する。 

25.2 責務 

25.2.1 チャレンジレフェリーは，チャレンジプロセスを監視し，有効なチャレンジの規則

に従って行われるようにする。 

25.2.2 チャレンジレフェリーは，その任務を遂行する間は公式レフェリーユニフォームを

着用しなければならない。 

25.2.3 チャレンジレフェリーは，チャレンジプロセスの後に，ファーストレフェリーに反

則の種類を知らせる。 

25.2.4 試合終了後，チャレンジレフェリーは，記録用紙にサインをする。 

29. 26 リザーブレフェリー 

ＦＩＶＢ 世界・公式大会では，リザーブレフェリーを割り当てなければならない。 

26.1 位置 

リザーブレフェリーは，ＦＩＶＢ のコートレイアウトで決められた個別の場所で任務を遂

行する。 

26.2 責務 

 リザーブレフェリーは： 

26.2.1 その任務を遂行する間は公式レフェリーユニフォームを着用しなければならない。 

26.2.2 セカンドレフェリーが不在の場合や，その任務を続行できないとき，またはセカン

ドレフェリーがファーストレフェリーとなった場合は，セカンドレフェリーとして任務を遂

行する。 

26.2.3 試合前やセット間に，（もしも使用している場合は）選手交代用のパドルを管理す

る。 



26.2.4 セット開始前やセット間に，もしも問題があるときはベンチのタブレットの動作を

確認する。 

26.2.5 フリーゾーンを清潔に保つために，セカンドレフェリーを補佐する。 

26.2.6 退場や失格となったチームメンバーがチーム控室に行くように指示をするセカン

ドレフェリーを補佐する。 

26.2.7 ウォームアップエリアやベンチの交代選手をコントロールする。 

26.2.8 スターティングプレーヤーのコート内への呼び込み直後に，セカンドレフェリーに 

４ 個の試合球を渡し，セカンドレフェリーが選手の位置を確認した後に 1 個の試合球を渡

す。 

26.2.9 モッパーの動きに指示をするファーストレフェリーを補佐する。 

30. 第 1 図 競技エリアのウォームアップエリアの変更（Option1，Option2） 

31. 第 4 図 ポジショナルフォルトの判定の図の変更 

32. 第 9 図 罰則段階表 

退場の処置のしかた 

チームメンバーはそのセットが終了までチーム控室に行かなければならない。 

失格の処置のしかた 

チームメンバーは試合終了までチーム控室に行かなければならない。 

33. 用語の定義（DEFINITIONS） 

チームのファーストヒット（FIRST HIT OF THE TEAM） 

プレーの動作でチームのファーストヒットとみなされるケースは 4 つある。 

– サービスのレセプション 

– 相手チームのアタックヒットのレシーブ 

– 自チームがブロックしたボールのレシーブ 

– 相手チームにブロックされたボールのレシーブ 

プロトコール（PROTOCOL） 

試合開始前の一連の手順は，大会のハンドブックに記載されているトス，ウォーミングアッ

プセッション，チームやレフェリーの紹介を含む。 

 

● 修正点 

1. 規則 23 の「主審」を「ファーストレフェリー」に表記を変更し，本文中の主審をファースト

レフェリーに修正した。 

2. 規則 24 の「副審」を「セカンドレフェリー」に表記を変更し，本文中の副審をセカンドレフ

ェリーに修正した。 

3. 本文中の「審判員」を「レフェリー」に修正した。 

4. 本文中の「審判台」を「レフェリースタンド」に修正した。 

5. 公認審判員活動報告書の登録番号をメンバーID に変更した。 

6. ケースブックをより読み易く理解しやすいように表現を一部修正した。 

7. 規則をより読み易くするため，単語訳や表記を見直し，字句を修正した。 



2. ９人制改正点・修正点 

今年度についても，一昨年度までのラリーの継続を踏襲し，プレーをする側も，観る側も理解しやす

いよう競技規則の改正を行うこととした。またその他，日頃から JVA に寄せられた 9 人制競技規則に対

する意見等も参考に，条文の表現を平易にしてより分かりやすい競技規則になるよう心掛けて編集にあ

たった。 

 今年度の 9 人制競技規則の主な改・修正点は以下のとおりである。 

なお，一昨年度からの修正・変更・追加した部分は下線で表記する。 

 

1 ．第 14 条 試合中断の不当な要求と処置 

第 2 項 処 置 

2 不当な要求として拒否された場合でも，そのチームは同じ中断中に異なる種類の中断の要求を

することができる。 

➡試合の遅延と分けて表記した。 

2 ．第 21 条 ボールイン・アウト（第 4 図－1，第 4 図－2） 

2 ボールは，両アンテナ間でネット上方の許容空間を通過させ相手コートへ送らなければならな

い。このボールが次の状態になったときは，ボールアウトとする。 

⑴ ～略～ 

⑵ ～略～ 

⑶ ～略～ 

⑷ ボールの全体またはその一部でも，許容空間外側のネットの垂直面を完全に通過したとき。 

   ただし，次の第 21条 3 に該当する場合は除く。 

〈第 4 図－1 ボールアウト〉 

ネット下方の空間に範囲を示す矢印を追加した。 

3. 第 26 条 試合の遅延 

第 2 項  試合の遅延に対する処置（第 5 表） 

1 競技参加者が試合の遅延をしたときは，そのチームに対し，次のとおり処置し，罰則段階表（第 

5 表）を適用する。 

2 不当な要求により，遅延警告の罰則が適用された場合は、同じ中断中に中断の要求をすること

はできない。 

➡不当な要求によって遅延警告の罰則が適用された場合を追加した。 

4. 第 33 条 公式ハンドシグナル 

〈第 7 図 審判員の公式ハンドシグナル〉 

③ ボールイン 

（第 8 条（1）） 

（第 21 条第 1 項） 

④ ボールアウト 

（第 8 条（10）） 

（第 21 条第 2 項） 



5. 付録（2） 公式記録記入法 

（10）次のようなときは，特記事項欄に，適用した事項／チーム／セット（両チームの得点） 

その内容の順に簡潔に記録する。 

① サービス順の誤りで遡って得点を取り消したとき。（記載例；図－1 の記載内容④参照） 

6. 付録（4） ケースブック 

3 － 6 － 4 ➡ ルールの内容を変更した。 

7. 公認審判員活動報告書 

登録番号をメンバーID に変更した。 

 

 

3. ビーチバレー改正点・修正点 

 本競技規則は，２０２１年２月５日から７日にオンラインで開催された ＦＩＶＢ 総会において  

２０２０東京オリンピック後のルール改正が承認され，２０２１年１０月にＦＩＶＢより「ルールブッ

ク２０２１－２０２４」としてホームページで公表されたものである。 

 それをもとに，２０２２年度版ルールブックの改・修正点を以下のようにまとめた。 

 本年度のルールブックも 6 人制同様「英文併記」とした。 

 以下が本年度の主な改・修正点である。 

 

● 改正点 

1. 規則 3.3 フォアボールシステム 

ＦＩＶＢ世界・公式大会では，１ つの試合に ４ 個のボールを使用する。この場合は，フリー

ゾーンの ４ヵ所のコーナーとファーストレフェリー，セカンドレフェリーの後ろに計 ６ 人

のボールリトリバーが配置につく。（第 7 図） 

2. 規則 14 ブロック 

14.3 相手空間内でのブロック 

ブロックでは，相手のプレーを妨害しない限り，選手はネットを越えて手と腕を伸ばしてもよ

い。しかし，相手チームがアタックヒットを行う前に，ネットを越えてボールに接触すること

は許されない。（規則 13.1.1） 

14.6 ブロックの反則 

14.6.1 ブロッカーが，相手チームのアタックヒットの前に，相手空間内にあるボールに触れ

たとき。（規則 14.3，第 8 図⑳） 

3. 規則 15.2.3 中断の要求を拒否され，遅延行為に対する罰則を適用された場合は，同じ中断中（す

なわち，次のラリーが完了する前）に正規の中断の要求をすることはできない。 

4. 規則 17.1.2 負傷や病気の選手には，最大限 5 分間の回復時間が与えられる。レフェリーは，大

会公認の医療スタッフが選手を診るためにコート内への立ち入りを許可しなければならない。ファ

ーストレフェリーだけが選手がコートを離れることについて罰則を適用することなく許可をする

ことができる。治療が完了するか，治療が必要ない場合はプレーが再開されなければならない。フ

ァーストレフェリーはホイッスルをして，選手に続行を要求する。 



5. 規則 22.2.6 最終的に選手が負傷 / 病気に至るまでの状況に応じて，ファーストレフェリーはメ

ディカルアシスタンスを許可し，回復時間を開始する。（規則 17.1.2） 

6. 規則 23.2.7 セカンドレフェリーは，ファーストレフェリーが選手にメディカルアシスタンスを

許可する場合，回復時間の管理を含むプロセスを補助する。（規則 17.1.2） 

 

● 修正点 

1. 規則 4.5.3 サポーターの色について追加した。 

2. 規則 9 ボールを取り戻すことができる位置を修正した。 

3. 規則 12.5 スクリーンについて追加・修正した。 

4. 規則 22.2.2 ファーストレフェリーの権限について追加した。 

5. 規則 22 「主審」を「ファーストレフェリー」に表記を変更し，本文中の主審をファーストレフェ

リーに修正した。 

6. 規則 23 「副審」を「セカンドレフェリー」に表記を変更し，本文中の副審をセカンドレフェリー

に修正した。 

7. 本文中の「審判員」を「レフェリー」に修正した。 

8. 本文中の「審判台」を「レフェリースタンド」に修正した。 

9. 規則 21，24，25 に「チャレンジレフェリー」と「リザーブレフェリー」を追加した。 

10. 用語の定義に「チームのファーストヒット」「プロトコール」を追加した。 

11. 記録用紙の表題部分を 6 人制・9 人制との統一性を図り，付録（3）公式記録記入法を一部修正し

た。 

12. 記録用紙の「コート交替」を「コートスイッチ」に修正し、付録（3）公式記録記入法を修正した。 

13. 公認審判員活動報告書の登録番号をメンバーID に変更した。 

14. 規則・ケースブックをより読み易く理解しやすいようにするため，単語訳や表記を見直し，字句や

表現を一部修正した。 

 

 

4. ソフトバレー改正点・修正点 

競技規則制定から３５年を迎え，競技規則は，６・９ 人制バレーボールの長所を生かしながらソフト

バレーボールの本質である「いつでも，どこでも，誰でも，いつまでも」に沿い，適合したものとなる

よう心掛け編集にあたり，一部の付則を競技規則に組み入れた。 

 なお，小学生競技規則においては，この競技規則を基本としたうえで，小学生に特化した内容にまと

めた。 

以下が本年度の主な改・修正点である。 

 

● 修正点 

1. これまで付則としていた，審判員の責務および公式ハンドシグナルの内容を，第７章として競技規

則に組み入れた。 

第 7 章 審判員の責務および公式ハンドシグナル 



25 審判団 

  第 ９ 図 審判団の位置 

26 主 審 

26.1 権限  26.2 責務 

27 副 審 

27.1 権限  27.2 責務 

28 記録員 

28.1 試合およびセット開始前 

28.2 試合中 

28.3 試合終了時 

29 線 審 

30 点示員 

31 主審と副審の公式ハンドシグナル（第 10 図） 

31.1 主審と副審のハンドシグナル 

31.2 主審が吹笛した場合のハンドシグナル 

31.3 副審が吹笛した場合のハンドシグナル 

32 線審のフラッグシグナル（第 11 図） 

2. 第 1 章 施設と用具  

1 競技場 

（1）1.1.2 競技場の表面から最低 ７ ｍを，最低限 ７ ｍに修正した。 

（2）第 １ 図に，ショートサービスゾーンの表記とサービスゾーンとショートサービスゾー 

ンの範囲を加え，また，ラインの幅を表記した。 

3. 第 10 図 主審と副審の公式ハンドシグナル 

審判員の責務および公式ハンドシグナルを競技規則に組み入れたことから，適用条項より一般・

小学生同等の字句を削除，条項の一部を修正した。 

4. 第 11 図 線審のフラッグシグナル 

審判員の責務および公式ハンドシグナルを競技規則に組み入れたことから，適用条項より一般・

小学生同等の字句を削除，条項の一部を修正した。 

5. 小学生競技規則は，次の構成とした。 

（1）施設と用具 

（2）チームのラインアップシート 

（3）試合の進行 



２０２２年２月１１日 

『２０２２年度 レフェリーの目標と６人制の重点指導項目』 

ＪＶＡ大会運営事業本部 審判規則委員会 指導部 

１ 目 標 

（１）競技規則の精神を理解し，論理的・実践的な知識を習得する。 

（２）正しい判定をするための眼を養い，そのための基本的な動きや位置取りを研究し，審判技術の向

上に努める。 

（３）多くの経験を通して，強いメンタルと人間性の醸成に努め，よりよいゲームマネージメントに繋

げる。 

２ 重点指導項目 

【ファーストレフェリー】 
（１）最終判定の出し方について 

・自ら判定を行う。ホイッスル後に，副審と必要なラインジャッジを確認し，最終判定を出す。 
・責任を持って説明ができるよう，最終判定を行う。 

（２）ハンドリング基準について 
・基準および判定の仕方についての確認を行い，すべてのレフェリーが統一できるようにする。 

（３）不法な行為について 
・参加競技者の不法な行為に対しては，毅然とした態度で競技規則を適用する。 
・最終判定後，セカンドレフェリーと協働し，コートの状況を確認する。 
・軽度な不法行為を繰り返すことがないために，早い段階でステージ１を与える。 

（４）ポジションの反則について 
・ポジションに関するルール変更を確実に理解し，的確に適用する。 

 

【セカンドレフェリー】 
（１）ポジションの反則について 

・ポジションに関するルール変更を確実に理解し，的確に適用する。 
・ポジションを常に確認することを怠らない。反則があれば，試合の早い段階で反則とする。 

（２）タッチネットについて 
・選手がネット際でボールをプレーする動作中，ボールを追わずにネット際に目を残し判定をする。 

（３）中断の要求およびベンチコントロールついて  
・ワンラリー毎にベンチコントロールを行い，不法な行為や正規の中断の要求の有無を確認し，ス
ムーズなゲーム運営を行う。 

・選手交代の手続きを十分理解し，複数の交代，両チーム同時のケースについてスムーズに行える
ようにする。 

（４）不法な行為について 
・最終判定後，ファーストレフェリーと協働しコートの状況を確認する。特に,ネット際やベンチ
等でファーストレフェリーが気づかない不法な行為があればファーストレフェリーに伝える。 

 

【スコアラー】 
サービス順の確認，得点の確認をしながら，正確に記録をつける。疑わしいときは試合を止め，ア
シスタントスコアラー等に確認をしてミスの無いようにする。 
（ＪＶＩＭＳがある場合は，その情報も参考にする） 

 

【アシスタントスコアラー】 

（１）不法なリベロリプレイスメントがあれば，サービス許可のホイッスルのあと，ただちにブザーを

鳴らす。 

（２）スコアーボードの得点が正しいか確認する。 



  

 

 

２０２２，２，１１ 

 

【１】 競技参加者の行為に関する事項 

20.1 スポーツマンにふさわしい行為 

20.1.1 競技参加者は，公式バレーボール規則に通じていなければならない。また，それを忠実

に守らなければいけない。 

20.2 フェアプレー 

 20.2.1 競技参加者は，レフェリーだけでなく，他の役員，相手チーム，チームメイト，さらに

観衆に対しても，フェアプレーの精神で敬意を示し，礼儀正しく行動しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2】 プレーの動作に関する事項 

２０２２年度 6 人制ルールの取り扱いについて 

（注） 

１ ファーストレフェリーの判定に対するゲームキャプテンの質問は受け入れるが，その内容

がルールの取り扱い等に関する質問ではなく，判定に対する抗議や意見を述べる等の場合

やゲームキャプテン以外の選手が質問に来た場合は，拒否する。 

２ 競技参加者が，規則 20 に反した場合，警告が与えられる。繰り返した場合は，ペナルテ

ィが科せられる。 

３ 競技参加者が，レフェリーに向かって判定に対して執拗に抗議するような態度をとった場

合，警告が与えられる。繰り返した場合は，ペナルティが科せられる。 

【主にステージ 1 に該当するケース】 

①ファーストレフェリーが最終判定を出した後にもレフェリーに不満を示す態度や言葉

を発した場合。 

②ファーストレフェリーがゲームキャプテンの質問に答えた後にも，さらに論争を長引か

せるようにした場合。 

③規則の適用や解釈でない内容の質問が，ゲームキャプテンから繰り返された場合。 

④一度指導されているのに，再びゲームキャプテン以外の選手が判定に対して質問をした

場合。 

⑤ネット越しに相手の選手などに対して，馬鹿にしたり威嚇をしたりする行為があった場

合。 

【主にステージ 2 に該当するケース（直接イエローカードを出すケース）】 

① ファーストレフェリー，セカンドレフェリーやラインジャッジの判定に対して執拗な抗

議や威嚇的な態度を示した場合。 

②ファーストレフェリー，セカンドレフェリーやラインジャッジの判定に対して，ベンチ

スタッフや控えの選手がベンチから飛び出して判定に異議を訴えた場合。 

４ 監督がセカンドレフェリーやスコアラーに話しかけることができるのは，リベロの再指名

の時や得点が正しくない時などの声かけ程度のものであり，説明を求めたり，長く話しか

けるようなことはできない。 

５ 試合終了後，監督・ファーストレフェリー・セカンドレフェリーはフェアプレーの精神で

お互いに「握手」を交わす。 



【２】 プレーの動作に関する事項 

9.2 ヒットの特性 

9.2.1 ボールは，身体のどの部分で触れてもよい。  

9.2.2 ボールをつかむこと，投げることは許されない。ボールはどの方向にはね返ってもよい。  

9.3 ボールをプレーするときの反則 

9.3.1 フォアヒット：チームが返球する前に，ボールを４回ヒットすること。 

（規則 9.1，第 11 条⑲） 

9.3.2 アシステッドヒット：選手が，競技エリア内でボールをヒットするため，チームメイト

または構造物や物体からの助けを得ること。（規則 9.1.3）  

9.3.3 キャッチ：ボールをつかむ，または投げること；この場合は，ボールはヒット後，接触

している所から離れない。（規則 9.2.2，第 11 図⑰）  

9.3.4 ダブルコンタクト：1 人の選手が連続してボールを 2 回ヒットすること，またはボー

ルが 1 人の選手の身体のさまざまな部分に連続して触れること。 

（規則 9.2.3，第 11 図⑱） 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 

１ ボールは、クリアにヒットされなければならない。ボールをヒット後、接触している部分

から離れないと判断された場合はキャッチの反則となる。  

   ・腕が伴うようなプレーは明らかなヒットではない  

２ 指先（the pads of finger and thumb/指及び親指の腹）を用いたティップは許される

が、その際、手を伴ってはいけない。  

３ ボールをつかむ、投げる、ボールの方向を変える、持ち上げる。このようなプレーはキャ

ッチの反則となることがある。ファーストレフェリーは、ボールが接触している状況を的

確に判定する。  

（反則となりうるケースの例）  

①肘をまげてボールに接触し、その肘を完全に伸ばしてプレーした場合は、ボールを運ぶこ

とになるため、キャッチである。  

②肩のラインの後ろでボールに接触しボールを運ぶプレーや、ボールを相手方ブロックに押

しつけ方向を変えて押し出すプレーについては、ボールに手を伴って運ぶ時間が長いため

キャッチの反則となる。  

４ ブロックにおいても、基準は同様である。 



14.3 相手空間内でのブロック 

     ブロックでは，相手チームのプレーを妨害しない限り，選手はネットを越えて手と腕を伸ば

してもよい。しかし，相手チームがアタックヒットを行う前に，ネットを越えてボールに接触

することは許されない。 

14.6 ブロックの反則 

14.6.1 ブロッカーが相手チームのアタックヒット前に相手空間内にあるボールに触れたと 

き。（規則 14.3，第 11 図㉑） 

 

9 ボールをプレーすること 

各チームは，（規則 10.1.2 を除き）それぞれの競技エリアとフリープレー空間の中でプレー

しなければならない。   

しかし，ボールは自チーム側のフリーゾーン外とその延長線上にあるスコアラーズテーブル

上から取り戻してもよい。 

 

 

 

 

 

 

（注） 

１ スコアラーズテーブルの後方は、自コートのフリーゾーン外側と同様に取り戻すことがで

きる。 

２ 相手チームのフリーゾーン外側の垂直面より内側であれば，ボールを取り戻すことができ

る。 

 

 《図解》 

フリーゾーン 

 

チームが取り戻すこと

ができないところ 

 

チームがボールをプレ

ーできるところ 

 

（注） 

１ 相手空間内で、相手のアタックヒット前にブロッカーがボールに触れた場合が反則となる。 

２ アタックヒットと同時にブロックの手がボールに触れても、反則ではない。 

Scorer bench bench 



【３】 プレーの構造に関する事項 

7.４ ポジション 

サーバーによりボールが打たれた瞬間，両チームは（サーバーを除き）それぞれのコート

内で，ローテーション順に位置していなければならない。 

 7.4.3 選手のポジションは，次のとおりコート面に接している両足の位置により決定され，コン

トロールされる。 

 7.4.3.1 各バックプレーヤーは，少なくとも片方の足の一部が対応するフロントプレーヤーの前

の足と同じ位置か，センターラインより離れた位置にいなければならない。 

 7.4.3.2 ライト（レフト）サイドの各選手は，少なくとも片方の足の一部が同じ列の他の選手の

ライト（レフト）側から遠くにある足と同じ位置か，ライト（レフト）のサイドラインに近

い位置にいなければならない。 

 

７.３ スターティングラインアップ 

７.３.４ ラインアップシートがセカンドレフェリーまたはスコアラーにいったん提出されたら、正

規の選手交代をせずに、ラインアップを変更することは認められない。 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 

１ サービスが打たれた瞬間に、コート面に接している足がない場合、最後にコート面に接触

していた部分を基準とする。 

２ バックプレーヤーの両足よりも、対応するフロントプレーヤーの両足が完全に後方に位置

しなければ、反則とはならない。 

３ ライト（レフト）サイドプレーヤーの両足よりも、同じ列のセンタープレーヤーの両足が

完全に右（左）側に位置しなければ、反則とはならない。 

４ したがって、下図①から③はいずれも反則とならない。 

 

（注） 

両チームのラインアップをスコアラーがスコアーシートに記入し終えたら，チームはライン

アップを訂正することはできない。提出した後でそのセットが始まる前に，スターティングラ

インアップの選手が負傷した場合は、監督がファーストレフェリーに申し出て、確認後変更す

ることが可能である。 

 ① ② ③ 



【4】 中断に関する事項 

15.2 正規の試合中断の連続 

15.2.4 中断の要求を拒否され，ディレイワーニングが適用された場合は，同じ中断中に（すな

わち、次のラリーが完了する前に）正規の中断の要求をすることはできない。 

15.11 不当な要求 

15.11.1 以下のような正規の試合中断の要求は，不当な要求である。 

15.11.1.1 ラリー中，またはサービスのホイッスルと同時か，あるいはその後に要求するこ 

      と。（規則 12.3） 

15.11.1.2 要求する権利のないチームメンバーが要求すること。（規則 5.1.2.3，5.2.3.3） 

15.11.1.3 インプレー中の選手の負傷，病気，退場，または失格の場合を除いて，同じチー

ムが同じ中断中（次のラリーが完了する前）に 2 回目の選手交代を要求するこ

と。（規則 15.2.2，15.2.3） 

15.11.1.4 タイムアウトと選手交代の許容回数を超えて要求すること。（規則 15.1） 

15.11.2 試合での１回目の不当な要求は，試合に影響を与えず，試合の遅延にならなければ拒

否される。罰則の適用を受けることはないが，記録用紙には記録される。 

                                    （規則 16.1） 

15.11.3 同じチームが試合中に，さらに不当な要求をした場合は遅延行為とみなされる。 

（規則 16.1.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 

１ 正規の試合中断の要求に関して，チームが不当な要求で拒否された後，その中断中に同じ

チームによる同じ試合中断の要求は認められないが，違う種類の中断の要求は認められ

る。ただし，15.11.1.1 の不当な要求については，サービスの実行が優先され，試合中断

の要求はすべて認められない。 

２ 正規の試合中断の要求に関して，ディレイワーニングが適用された場合，同じチームによ

る試合中断の要求は，次のラリーが完了するまで認められない。（けがや病気による選手

交代を除いて） 

３ ５回の選手交代を終えた後に，２人の交代選手が選手交代ゾーンに入ってきた場合，セカ

ンドレフェリーは，監督に１組の選手交代だけが可能であることを伝え，どちらの選手交

代を行うかを尋ねなければならない。そこに遅延がなければ，他の選手交代は不当な要求

として拒否され，記録用紙に記録される。 

４ ２組の選手交代の要求があり，その中の１組は不法な選手交代であった。セカンドレフェ

リーは１組の選手交代を認め，不法な選手交代は拒否し，チームに遅延の罰則を与える。 

５ サービスのホイッスルと同時か，あるいはその後の中断の要求は拒否され，ラリー終了

後，記録用紙に不当な要求として記載する。もしもセカンドレフェリーがホイッスルした

場合でも，特に試合を遅らせずに再開できる時には遅延とはせずにサービスのホイッスル

を吹き直し，そのラリー終了後に不当な要求の処置を行う。 



15.8 退場または失格での選手交代 

   退場または失格となった選手には，直ちに正規の選手交代が行われなければならない。もし

もこれができないときは，チームには例外的な選手交代をする権利がある。これもできない場

合は，チームは不完全を宣告される。（規則 6.4.3，7.3.1，15.6，21.3.2，21.3.3） 

 

 

【5】 チームリーダーに関する事項  

5.2 監督 

 5.2.1 監督は，試合を通して，コートの外からチームのプレーを指揮する。 

 5.2.3.4 他のチームメンバー同様に，コート上の選手に指示を与えてもよい。監督は，ウォーム

アップエリアが競技コントロールエリア内のコーナーにある場合は，試合を妨げたり，遅

らせたりしなければ，自チームベンチ前のアタックラインの延長線から競技コントロール

エリアのコーナーにあるウォームアップエリアまでのフリーゾーン内で，立ちながらでも

歩きながらでも指示を出すことができる。もしも，ウォームアップエリアがチームベンチ

の後方にある場合は，監督は，自チームのコートのアタックラインの延長線からエンドラ

インまで移動してもよいが、ラインジャッジの視界を遮ってはいけない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 

監督が，試合中，自チームベンチ前のフリーゾーン内で，立ちながら歩きながら指示を出し

ている場合，ラインジャッジ（特にＬ２・L3）の判定の妨げにならないようにレフェリーが注

意する。 

ラリー終了後，レフェリーの判定に影響を及ぼす行為に対しては，直ちに罰則を適用する。 

（注） 

１ 退場を受けたチームメンバーは，直ちに正規または例外的な選手交代をして，そのセット

が終了するまで競技場フロア内から出なければならないが、それ以外の処置は受けない。 

退場となった監督は，そのセットでは試合に介入することができず，そのセットが終了す

るまで競技場フロア内から出なければならない。 

２ 失格となったチームメンバーは，コート上にいる場合は直ちに正規または例外的な選手交

代をして，試合終了まで競技場フロア内から出なければならないが、それ以外の処置は受

けない。 
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1
 

【
試
合
前
・
試
合
終
了
後
お
よ
び
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
時
の
レ
フ
ェ
リ
ー
の
役
割
】

 

ス
コ
ア
ラ
ー

 

①
 コ

ー
ト
に
向
か
っ
て
右
側
が
ス
コ
ア
ラ
ー
と
す
る
。

 

②
 試

合
開
始
３
０
分
前
ま
で
に
は
，
記
録
用
紙
に
必
要
事
項
の
記
入
を
済
ま
せ
，
ス
コ
ア
ラ
ー
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
。
登
録
メ
ン
バ
ー
の
記
入
に
つ
い
て
は
，
最
終
承
認
さ
れ
た
『
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
』
か
ら
転
記
す
る
。
 

③
 ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
を
受
け
取
っ
た
後
，
各
セ
ッ
ト
の
開
始
前
に
，
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
が
記
録
用
紙
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
欄
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
記

載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
に
報
告
す
る
）
。

 

④
 サ

ー
ビ
ス
オ
ー
ダ
ー
と
得
点
の
確
認
を
行
う
。
記
録
用
紙
が
唯
一
の
公
式
記
録
で
あ
る
。
疑
義
を
抱
い
た
時
は
，
ゲ
ー
ム
を
止
め
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
を
呼
び
，
可
能
な
限
り
迅
速
に
，
正
確
に
処
置
す
る
。
ロ
ン
グ
サ
ー
バ
ー
が
あ

れ
ば
サ
ー
ビ
ス
が
打
た
れ
た
直
後
，
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
・
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
に
知
ら
せ
る
。
点
示
の
間
違
い
は
，
試
合
を
中
断
せ
ず
に
速
や
か
に
処
置
す
る
。
 

⑤
 ゲ

ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
に
対
し
て
正
式
抗
議
の
申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
，
そ
の
正
式
抗
議
を
試
合
終
了
時
に
公
式
な
抗
議
と
し
て
記
録
用
紙
に
ス
コ
ア
ラ
ー
が
記
入
す
る
か
，
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン

ま
た
は
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
が
記
入
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
。

 

  

ア
シ
ス
タ
ン
ト

 

ス
コ
ア
ラ
ー

 

①
 コ

ー
ト
に
向
か
っ
て
左
側
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
と
す
る
。
ス
コ
ア
ラ
ー
が
任
務
を
続
け
ら
れ
な
い
場
合
，
ス
コ
ア
ラ
ー
を
交
代
す
る
。

 

②
 試

合
開
始
３
０
分
前
ま
で
に
は
，
リ
ベ
ロ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ー
ト
を
準
備
し
，
席
に
着
く
。
ま
た
，
記
録
用
紙
の
予
備
を
準
備
す
る
。
 

③
 ア

シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
は
，
試
合
中
，
 

a
)
 
試
合
中
，
す
べ
て
の
リ
ベ
ロ
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
。

 

も
し
も
，
リ
ベ
ロ
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
に
反
則
が
あ
っ
た
場
合
は
，
そ
の
事
実
も
記
載
し
，
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
後
，
直
ち
に
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
て
レ
フ
ェ
リ
ー
に
知
ら
せ
る
。

 

b
)
 
ス
コ
ア
ラ
ー
テ
ー
ブ
ル
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
使
用
し
て
，
得
点
掲
示
を
行
う
。

 

c
)
 
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
正
し
い
結
果
が
表
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
，
表
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
修
正
す
る
。

 

d
)
 
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
の
間
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
に
リ
ベ
ロ
の
位
置
を
「
イ
ン
」
と
「
ア
ウ
ト
」
の
手
信
号
を
用
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
片
方
の
手
で
知
ら
せ
る
。

 

e
)
 
必
要
に
応
じ
て
，
交
代
の
要
求
を
認
め
知
ら
せ
る
た
め
の
ブ
ザ
ー
を
押
し
て
，
ス
コ
ア
ラ
ー
を
補
佐
す
る
。

 

  ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ

 

①
 試

合
開
始
３
０
分
前
ま
で
に
は
，
ス
コ
ア
ラ
ー
テ
ー
ブ
ル
後
方
に
集
合
す
る
。
両
レ
フ
ェ
リ
ー
紹
介
直
前
に
２
人
ず
つ
，
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
エ
リ
ア
近
く
で
待
機
し
，
そ
の
紹
介
直
後
に
，
そ
れ
ぞ
れ
の
定
位
置
に
つ
い
て
，
選
手

の
紹
介
を
待
つ
。

 

②
 担

当
の
位
置
に
つ
い
た
ら
，
ネ
ッ
ト
及
び
ア
ン
テ
ナ
等
が
正
し
い
位
置
に
取
り
付
け
て
あ
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
特
に
ア
ン
テ
ナ
の
取
り
付
け
位
置
に
つ
い
て
は
ゲ
ー
ム
中
で
も
十
分
注
意
す
る
。

 

③
 ラ

イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
は
，
ボ
ー
ル
リ
ト
リ
バ
ー
や
モ
ッ
パ
ー
が
任
務
を
遂
行
し
て
い
な
い
場
合
に
は
，
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
や
セ
ッ
ト
間
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
る
。

 

④
 試

合
中
の
判
定
等
に
つ
い
て
は
，
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
照
。

 

    

ボ
ー
ル

 

リ
ト
リ
バ
ー

 

①
 試

合
開
始
３
０
分
前
ま
で
に
は
，
競
技
場
に
集
合
し
，
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
チ
ェ
ア
（
背
も
た
れ
な
し
）
，
タ
オ
ル
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
。

 

②
 公

式
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
中
は
，
フ
ェ
ン
ス
外
で
ボ
ー
ル
拾
い
を
手
伝
う
。

 

③
 積

極
的
に
ボ
ー
ル
を
回
収
し
，
サ
ー
バ
ー
に
ス
ム
ー
ズ
に
配
球
で
き
る
状
況
を
つ
く
る
。
そ
の
た
め
に
，
観
客
席
に
ボ
ー
ル
が
入
っ
た
ら
近
く
の
リ
ト
リ
バ
ー
は
近
づ
い
て
手
を
挙
げ
，
観
客
が
ど
こ
へ
ボ
ー
ル
を
返
し
た
ら
よ
い
か
は
っ
き

り
示
す
。

 

④
 ボ

ー
ル
の
受
け
渡
し
は
，
２
・
３
歩
動
い
て
行
う
。
サ
ー
バ
ー
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
，
よ
く
状
況
を
み
て
，
フ
ェ
ン
ス
の
す
ぐ
近
く
を
転
が
す
。

 

⑤
 コ

ー
ト
内
の
ボ
ー
ル
は
，
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
ま
で
行
き
，
選
手
に
渡
し
て
も
ら
う
。
コ
ー
ト
内
に
は
入
ら
な
い
。

 

⑥
 ボ

ー
ル
を
サ
ー
バ
ー
に
渡
す
リ
ト
リ
バ
ー
は
，
ボ
ー
ル
の
回
収
よ
り
も
，
サ
ー
バ
ー
へ
の
ボ
ー
ル
渡
し
を
優
先
さ
せ
る
。
サ
ー
バ
ー
へ
は
，
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
ボ
ー
ル
を
送
る
。

 

⑦
 （

１
～
４
セ
ッ
ト
の
セ
ッ
ト
間
）
３
ボ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
で
は
，
サ
ー
バ
ー
に
ボ
ー
ル
を
渡
す
「
Ｎ
Ｏ
２
・
５
」
が
ボ
ー
ル
を
管
理
し
，
次
の
セ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
権
の
あ
る
チ
ー
ム
の
Ｎ
Ｏ
２
も
し
く
は
Ｎ
Ｏ
５
が
２
個
の
ボ
ー
ル
を
保
持
す

る
。
５
ボ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
で
は
，
サ
ー
バ
ー
に
ボ
ー
ル
を
渡
す
「
Ｎ
Ｏ
１
・
２
・
４
・
５
」
が
ボ
ー
ル
を
管
理
し
，
次
の
セ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
権
の
あ
る
チ
ー
ム
の
Ｎ
Ｏ
２
も
し
く
は
Ｎ
Ｏ
５
が
２
個
の
ボ
ー
ル
を
保
持
す
る
。
５
セ
ッ
ト
目

は
，
ボ
ー
ル
を
１
個
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
に
渡
す
。
（
１
セ
ッ
ト
目
と
５
セ
ッ
ト
目
の
最
初
の
サ
ー
バ
ー
へ
の
ボ
ー
ル
は
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
か
ら
出
さ
れ
る
。
）

 

⑧
 タ

イ
ム
ア
ウ
ト
中
お
よ
び
セ
ッ
ト
間
に
は
，
ボ
ー
ル
管
理
を
行
い
，
選
手
に
渡
さ
な
い
。

 

⑨
 試

合
終
了
時
に
は
，
３
つ
も
し
く
は
５
つ
の
試
合
球
を
ス
コ
ア
ラ
ー
テ
ー
ブ
ル
に
持
っ
て
行
き
，
ボ
ー
ル
ホ
ル
ダ
ー
に
返
す
。

 

       

モ
ッ
パ
ー

 

①
 フ

ロ
ア
モ
ッ
ピ
ン
グ
は
，
選
手
の
安
全
と
ス
ム
ー
ズ
な
ゲ
ー
ム
の
進
行
を
確
保
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

 

②
 試

合
開
始
３
０
分
前
に
は
，
競
技
場
に
集
合
し
，
高
さ
３
０

c
m
以
下
の
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
チ
ェ
ア
（
背
も
た
れ
な
し
）
，
タ
オ
ル
，
モ
ッ
プ
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
。

 

③
 モ

ッ
パ
ー
用
の
タ
オ
ル
は
，
最
小
４
０

c
m
×
４
０

c
m
，
最
大
４
０
c
m
×
８
０

c
m
と
す
る
。
タ
オ
ル
を
置
く
と
き
は
，
観
客
か
ら
見
え
に
く
い
場
所
に
置
く
。

 

④
 そ

れ
ぞ
れ
の
モ
ッ
パ
ー
は
，
手
に
１
枚
ず
つ
の
タ
オ
ル
（
計
２
枚
）
を
持
っ
て
，
役
割
を
果
た
す
。
フ
ロ
ン
ト
ゾ
ー
ン
は
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
外
側
ま
で
，
バ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
は
コ
ー
ト
内
を
中
心
に
拭
く
。

 

⑤
 公

式
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
中
は
，
フ
ェ
ン
ス
の
外
で
ボ
ー
ル
拾
い
を
手
伝
う
。

 

⑥
 タ

イ
ム
ア
ウ
ト
時
，
セ
ッ
ト
間
に
，
チ
ー
ム
が
ベ
ン
チ
付
近
で
フ
ロ
ア
を
濡
ら
し
た
場
合
は
チ
ー
ム
に
拭
か
せ
る
。
こ
ぼ
し
た
チ
ー
ム
が
チ
ェ
ン
ジ
コ
ー
ト
し
た
場
合
は
，
必
要
が
あ
れ
ば
使
っ
て
い
な
い
タ
オ
ル
で
競
技
役
員
が

拭
く
。

 

⑦
 モ

ッ
パ
ー
は
，
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
自
分
の
眼
で
確
認
し
た
ら
，
直
ち
に
片
方
の
手
を
挙
げ
（
手
を
挙
げ
な
が
ら
コ
ー
ト
に
入
ら
な
い
）
，
ラ
リ
ー
終
了
後
，
素
早
く
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
行
き
，
拭
き
残
し
の
な
い
よ
う
し

っ
か
り
と
拭
く
。
拭
く
時
間
は
３
秒
程
度
で
あ
る
。
（
前
の
ラ
リ
ー
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
か
ら
，
次
の
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
ま
で
８
秒
間
を
守
る
た
め
）
そ
の
際
，
選
手
と
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

 

⑧
 フ

ロ
ン
ト
ゾ
ー
ン
担
当
の
モ
ッ
パ
ー
の
定
位
置
は
，
ス
コ
ア
ラ
ー
テ
ー
ブ
ル
横
で
あ
り
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
側
か
ら
コ
ー
ト
の
３
分
の
２
の
区
域
を
拭
い
た
時
は
定
位
置
に
戻
る
。
他
は
，
広
告
パ
ネ
ル
を
隠
さ
な
い
よ
う
に

ボ
ー
ル
リ
ト
リ
バ
ー
と
同
じ
位
置
ま
で
行
き
，
次
の
ラ
リ
ー
で
定
位
置
に
戻
る
。
バ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
担
当
の
モ
ッ
パ
ー
は
拭
き
終
え
た
ら
，
必
ず
最
短
距
離
で
選
手
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
を
し
，
直
線
的
に
定
位
置
に
戻

る
。

 

⑨
 選

手
か
ら
の
要
求
が
あ
っ
て
も
，
要
求
に
応
じ
な
い
。
要
求
さ
れ
な
い
よ
う
に
任
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
も
し
も
，
モ
ッ
パ
ー
が
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
行
か
な
い
場
合
は
，
レ
フ
ェ
リ
ー
が
注
意
を
す
る
。

 

⑩
 選

手
と
監
督
に
は
，
モ
ッ
パ
ー
に
指
示
・
要
求
す
る
権
利
は
な
い
の
で
，
モ
ッ
パ
ー
は
８
秒
以
内
を
目
標
に
，
自
身
の
判
断
で
責
任
を
果
た
す
。
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 【

試
合
の
運
営
】

 

 
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー

 
ス
コ
ア
ラ
ー
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

試 合 前 

レ
フ
ェ
リ
ー
 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
 

①
原
則
と
し
て
試
合
開
始
６
０
分
前
に
レ
フ
ェ
リ
ー
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
。
（
大
会
毎
に
確
認
す
る
）

 

②
今
ま
で
に
経
験
し
た
試
合
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
説
明
，

反
省
や
伝
達
事
項
は
必
ず
レ
フ
ェ
リ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
話

を
す
る
。

 

（
例
）

LJ
と
の
打
ち
合
わ
せ
 

・
ラ
イ
ン
判
定

 

・
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト

 

・
ア
ン
テ
ナ
付
近
の
判
定

 

・
パ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
具
体
的
に
確
認
す
る

 

①
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
位
置
か
ら
選
手
の
陰
に
な
っ
て

見
え
な
い
プ
レ
ー
，
床
に
落
ち
た
か
ど
う
か
，
セ
カ
ン
ド
レ

フ
ェ
リ
ー
側
の
ア
ン
テ
ナ
外
通
過
と
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
な

ど
に
つ
い
て
の
判
定
方
法
や
合
図
の
仕
方
，
そ
の
他
フ
ァ
ー

ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
に
対
す
る
補
佐
の
仕
方
に
つ
い
て
打
ち
合

わ
せ
を
す
る
。
 

②
ス
コ
ア
ラ
ー
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
う
。
 

①
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
・
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
と
は
，

選
手
交
代
，
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
，
誤
っ
た
サ
ー
バ
ー
の
発
見
時

の
合
図
の
仕
方
と
処
理
の
方
法
に
つ
い
て
念
入
り
に
打
ち
合

わ
せ
て
お
く
。
 

  
②
（
具
体
例
）
誤
っ
た
サ
ー
バ
ー
を
発
見
し
た
時
は
，
セ
カ
ン

ド
レ
フ
ェ
リ
ー
に
対
し
て
正
し
い
サ
ー
バ
ー
を
伝
え
る
。
そ

し
て
，
両
チ
ー
ム
の
次
の
サ
ー
バ
ー
を
伝
え
，
そ
れ
に
基
づ

い
て
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
，
ス
コ
ア
ラ
ー
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
確
認
す
る
。
 

コ
ー
ト
，
備
品
，
 

用
具
の
点
検
 

①
コ
ー
ト
，
ベ
ン
チ
，
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
エ
リ
ア
，
ネ
ッ
ト
，

ボ
ー
ル
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
。

 

②
ネ
ッ
ト
の
高
さ
，
張
り
具
合
，
ア
ン
テ
ナ
の
位
置
お
よ
び
サ

イ
ド
バ
ン
ド
の
位
置
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

 

③
必
要
な
用
具
の
点
検
を
す
る
。
 

①
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
と
共
に
，
用
具
類
に
つ
い
て
確
認

を
す
る
。
 

 ②
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
と
共
に
，
ネ
ッ
ト
の
高
さ
，
張
り

具
合
，
ア
ン
テ
ナ
の
位
置
お
よ
び
サ
イ
ド
バ
ン
ド
の
位
置
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
 

③
必
要
な
用
具
の
点
検
を
す
る
。

 

①
記
録
用
紙
に
大
会
名
，
試
合
番
号
，
チ
ー
ム
名
，
場
所
，
エ

ン
ト
リ
ー
等
必
要
な
事
項
を
青
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
(消

せ
な
い
ボ

ー
ル
ペ
ン
)で

記
入
す
る
。
 

②
代
表
者
会
議
で
変
更
，
訂
正
さ
れ
た
最
終
エ
ン
ト
リ
ー
を
記

録
用
紙
右
下
部
の
チ
ー
ム
欄
に
記
入
す
る
。
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー

 
ス
コ
ア
ラ
ー
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

プ ロ ト コ ー ル 

 
①
ス
コ
ア
ラ
ー
テ
ー
ブ
ル
の
前
で
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
の

立
ち
会
い
の
下
，
両
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
ト
ス
を
行
う

（
コ
イ
ン
を
使
用
）
。
ま
た
そ
の
際
に
，
公
式
ウ
ォ
ー
ム
ア

ッ
プ
を
合
同
で
行
う
か
，
個
別
で
行
う
か
を
確
認
す
る
。

 

②
公
式
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
開
始
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
・
計
時
を
行

う
。

 

③
試
合
球
，
公
式
記
録
用
紙
，
ブ
ザ
ー
，
ナ
ン
バ
ー
パ
ド
ル
，

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
，
ゲ
ー
ム
に
必
要
な
用
具
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。

 

④
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
を
確
認
し
，
セ
ッ
タ
ー
の
位
置
を
中

心
に
，
両
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
。

 

         

⑤
公
式
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
行
う
。
 

①
ス
コ
ア
ラ
ー
テ
ー
ブ
ル
の
前
で
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー

と
両
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
の
ト
ス
に
立
ち
会
う
。

 

  

②
公
式
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
計
時
を
行
う
。

 

 

③
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
中
に
選
手
の
ナ
ン
バ
ー
を
構
成
メ
ン

バ
ー
表
で
確
認
す
る
。
 

 

④
両
チ
ー
ム
か
ら
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
を
受
け
取
り
，
セ
ッ

ト
，
番
号
，
サ
イ
ン
等
を
確
認
し
，
登
録
メ
ン
バ
ー
と
照
合
後
ス

コ
ア
ラ
ー
に
渡
す
。
数
字
が
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
な
い
，
同
じ

番
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
，
監
督
に
確
認
す
る
。
 

（
再
提
出
の
場
合
も
あ
る
）

 

ス
コ
ア
ラ
ー
が
記
入
後
は
，
机
に
置
か
ず
必
ず
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

れ
て
保
持
す
る
。
両
チ
ー
ム
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
ス
コ
ア
ラ
ー

が
記
録
用
紙
に
記
入
し
終
え
た
ら
，
そ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
訂

正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

⑤
各
チ
ー
ム
が
個
別
に
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
，
交
代
を
ホ
イ
ッ
ス
ル
で
合
図
す
る
。

 

 ⑥
ボ
ー
ル
の
配
球
 

ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
（
リ
ベ
ロ
を
含
む
）
の
紹
介

後
 

・
３
ボ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
＝
ボ
ー
ル
リ
ト
リ
バ
ー

No
２
，
５
へ
 

・
５
ボ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
＝
No
１
，
２
，
４
，
５
へ
 

⑦
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
に
従
っ
て
，
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
レ

ー
ヤ
ー
を
確
認
す
る
。
も
し
，
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
に
記
入

さ
れ
て
い
な
い
番
号
の
選
手
が
コ
ー
ト
上
に
い
た
時
は
，
監
督
に

確
認
し
正
し
い
処
置
を
行
う
。
ま
た
，
コ
ー
ト
上
の
選
手
が
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
の
番
号
と
異
な
る
位
置
に
い
た
ら
，
ラ
イ

ン
ア

ッ
プ

シ
ー

ト
を

ゲ
ー

ム
キ

ャ
プ

テ
ン

に
示

し
処

置
を

す
る
。

（
各
セ
ッ
ト
開
始
時
も
同
様
に
扱
う
）

 

⑧
最
初
の
サ
ー
バ
ー
に
ボ
ー
ル
を
送
る
。

 

①
監
督
，
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
は
サ
イ
ン
す
る
。
こ
れ
は
正
式

 

な
選
手
名
と
ナ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
サ
イ
ン
後
に
そ
の
チ
ー
ム
の
構
成
を
修
正
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
 

  

②
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
中
に
選
手
の
ナ
ン
バ
ー
と
記
録
用
紙

に
記
載
さ
れ
た
構
成
メ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
。
 

 

③
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
を
受
け
取
っ
た
時
に
は
，
セ
ッ
ト
，

番
号
，
サ
イ
ン
等
を
確
認
し
，
登
録
メ
ン
バ
ー
と
照
合
し
た
後
，
記

録
用
紙
に
記
入
す
る
。
数
字
が
は
っ
き
り
確
認
で
き
な
い
場
合
や
登

録
さ
れ
て
い
な
い
番
号
，
あ
る
い
は
リ
ベ
ロ
の
番
号
が
記
載
さ
れ
て

い
た
場
合
は
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
を
通
し
て
，
監
督
に
確
認
す

る
。
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
は
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
・
セ
カ

ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）
以
外
に
は
見
せ
て
は
な
ら

な
い
。
 

④
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
は
，
エ
ン
ト
リ
ー
に
記
載
さ
れ

た
リ
ベ
ロ
が
コ
ー
ト
上
に
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー

 
ス
コ
ア
ラ
ー
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

試 合 中  

遅
延
の
制
裁
 

①
選
手
交
代
が
遅
れ
た
と
き
と
は
，
交
代
選
手
が
入
る
準
備
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
り
，
ナ
ン
バ
ー
パ
ド
ル
を
使
用
す
る
際

に
，
ナ
ン
バ
ー
パ
ド
ル
の
番
号
を
間
違
え
た

り
し
た
と
き
，

ま
た
は
，
ナ
ン
バ
ー
パ
ド
ル
を
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
と
き

な
ど
が
あ
る
。

 

②
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
の
終
了
や
セ
ッ
ト
開
始
の
合
図
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
試
合
を
再
開
し
な
い
こ
と
が
続
く
と
き
は
，

遅
延
の
罰
則
と
す
る
。

 

③
コ
ー
ト
の
表
面
を
汗
な
ど
で
濡
ら
し
た
時
に
，
そ
れ
を
拭
く

た
め
の
中
断
の
要
求
や
，
シ
ュ
ー
ズ
の
紐
を
締
め
直
す
た
め
の

中
断
を
要
求
し
た
と
き
は
遅
延
の
罰
則
と
す
る
。
 

④
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
の
間
に
，
選
手
が
遅
延
を
さ
せ
る
よ
う
に
床

を
拭
い
て
い
た
り
靴
紐
を
締
め
直
し
た
り
す
る
こ
と
は
気
に

す
る

こ
と

な
く
，
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
す
る
。
選

手
が
靴
紐
を
結
ん
で
い
る
所
は
見
な
い
。
見
て
い
る
と
待
っ
て
い

る
感
じ
を
与
え
る
の
で
サ
ー
バ
ー
の
方
を
見
る
。
 

⑤
ラ

リ
ー

終
了

後
直

ち
に

次
の

サ
ー

バ
ー

は
サ

ー
ビ

ス
ゾ

ー

ン
に
移
動
し
て
，
ボ
ー
ル
を
受
け
取
る
。
（
サ
ー
ビ
ス
の
準
備

を
す
る
）
遅
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
遅
延
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ

る
の
で
，
ホ
イ
ッ
ス
ル
し
て
移
動
を
促
す
。

 

①
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
や
セ
ッ
ト
開
始
の
合
図
が
あ
っ
た
に
も
か
か

 

わ
ら
ず
試
合
を
再
開
し
な
い
と
き
は
，
直
ち
に
コ
ー
ト
に
戻
る

よ
う
に
促
す
。
 

①
す
べ
て
の
デ
ィ
レ
イ
ワ
ー
ニ
ン
グ
・
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
，
記
録

用
紙
の
罰
則
の
欄
に
「
Ｄ
」
で
記
載
す
る
。
 

軽
度
の
不
法
な
 

行
為
 

  

※
規
則
２
１
．
１
 

①
<
ス
テ
ー
ジ
１
>
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
，
軽
度
の
不
法
な

行
為
に
対
し
て
は
，
早
い
段
階
で
，
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
を
呼

び
，
口
頭
で
警
告
を
す
る
。（

例
：
「
チ
ー
ム
に
警
告
を
与
え
ま

す
。
」
） 

＜
ス

テ
ー

ジ
２

＞
チ

ー
ム

の
２

度
目

の
軽

度
の

不
法

な
行

為

は
，
当
該
選
手
に
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
警
告
を
行

う
。

 

軽
度
の
不
法
な
行
為
の
場
合
で
も
，
ス
テ
ー
ジ
２
か
ら
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

②
ラ
リ
ー
中
「
ワ
ン
タ
ッ
チ
」
と
か
「
ド
リ
ブ
ル
」
と
か
，
自

然
に
声
が
出
る
よ
う
な
も
の
は
気
に
し
な
く
て
よ
い
。
 

③
ラ
リ
ー
終
了
後
，
役
員
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
行
為
は
警

告
の
対
象
と
す
る
。
ま
た
，
相
手
チ
ー
ム
の
選
手
を
牽
制
し
た

り
，
馬
鹿
に
す
る
よ
う
な
態
度
を
し
た
り
，
相
手
に
向
か
っ
て

の
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
等
は
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
の
で
，
早
め
に

警
告
を
出
し
た
方
が
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き
る
。
 

④
軽
度
の
不
法
な
行
為
は
，
罰
則
の
対
象
で
は
な
い
。
義
務
と

し
て
チ
ー
ム
が
反
則
な
ど
に
該
当
す
る
不
法
な
行
為
に
進
展

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
罰
則
の
適

用
を

回
避

す
る

た
め

に
は

，
レ

フ
ェ

リ
ー

が
毅

然
と

し
て

「
軽
度
の
不
法
な
行
為
」
を
抑
制
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
。

 

①
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
，
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
・
当
該

選
手
を
呼
ん
だ
際
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
元
に
行
き
，

内
容
を
確
認
す
る
。
 

①
軽
度
の
不
法
な
行
為
に
対
す
る
口
頭
で
の
警
告
は
，
罰
則
で

は
な
い
の
で
，
記
録
用
紙
に
記
録
さ
れ
な
い
。
 

      

②
軽
度
の
不
法
な
行
為
は
，
２
段
階
で
処
置
さ
れ
る
の
で
，
規

則
２
１
．
１
を
理
解
す
る
。
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー

 
ス
コ
ア
ラ
ー
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

試 合 中
 

不
法
な
行
為
・
反
 

則
 

 規
則
２
１
．
４
．
１

規
則
２
１
．
４
．
２
 

規
則
２
１
．
５
 

①
《
警
告
や
罰
則
の
処
置
の
方
法
》
 

a)
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
し
（
通
常
は
ボ
ー
ル
が
ア
ウ
ト
オ
ブ
プ
レ

ー
に
な
っ
た
と
き
，
た
だ
し
不
法
な
行
為
が
重
大
な
場
合
は

で
き
る
だ
け
早
く
）
，
警
告
や
罰
則
を
受
け
る
選
手
に
レ
フ

ェ
リ
ー
ス
タ
ン
ド
に
近
づ
く
よ
う
に
指
示
す
る
。

 

b)
選
手
が
レ
フ
ェ
リ
ー
ス
タ
ン
ド
に
近
づ
く
と
，
該
当
す
る

カ
ー

ド
を

示
し

，
適

用
す

る
罰

則
の

種
類

と
事

由
を

伝
え

る
。

 

コ
ー
ト
上
に
い
な
い
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
場
合
は
，
ゲ
ー
ム

キ
ャ
プ
テ
ン
を
呼
び
，
警
告
や
罰
則
を
受
け
る
選
手
の
番
号

（
ま
た
は
監
督
な
ど
）
を
伝
え
る
。
 

ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
は
関
係
す
る
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
そ
の

旨
を
伝
え
，
メ
ン
バ
ー
は
起
立
し
て
手
を
挙
げ
て
罰
則
を
受

け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

c)
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
手
を
挙
げ
て
い
る
間
に
，
フ
ァ
ー
ス

ト
レ
フ
ェ
リ
ー
は
，
チ
ー
ム
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
，
ス

コ
ア
ラ
ー
，
観
客
な
ど
に
罰
則
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
，
カ

ー
ド
を
明
確
に
示
す
。

 

②
試
合
中
，
レ
フ
ェ
リ
ー
は
選
手
や
他
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

の
言
動
に
注
意
を
払
い
，

不
法
な
行
為
に
は
毅
然
と
し
た
態

度
で
罰
則
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

③
不
法
な
行
為
に
対
す
る
罰
則
を
適
用
で
き
る
の
は
フ
ァ
ー
ス

ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
み
で
あ
り
，
す
べ
て
の
不
法
な
行
為
に
対
す

る
罰
則
は
個
人
へ
の
罰
則
で
あ
る
。
 

④
同
じ

試
合
で
同

じ
チ

ー
ム
メ
ン

バ
ー

が
不
法
な

行
為

を
繰

り
返
し
た
場
合
は
，
規
則
２
１
．
４
．
２
に
伴
い
，
累
進
的
な

罰
則
と
な
る
。
（
第
９
図
，
規
則
２
１
．
３
）
 

⑤
セ
ッ
ト
開
始
前
お
よ
び
セ
ッ
ト
間
に
生
じ
た
い
か
な
る
不
法

な
行
為
も
規
則
２
１
．
３
に
よ
り
，
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
。

そ
の
罰
則
は
次
の
セ
ッ
ト
に
適
用
さ
れ
る
。

 

     ①
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
は
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
警
告

や
罰
則
の
適
用
を
す
る
の
を
確
認
し
，
直
ち
に
ス
コ
ア
ラ
ー
に

該
当
の
罰
則
を
記
録
用
紙
に
記
録
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

 

          ②
試
合
中
，
レ
フ
ェ
リ
ー
は
選
手
や
他
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の

言
動
に
注
意
を
払
い
，
不
法
な
行
為
に
気
づ
い
た
時
，
フ
ァ
ー

ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
に
報
告
す
る
。

 

  

     ①
警
告
・
ペ
ナ
ル
テ
ィ
・
退
場
・
失
格
は
記
録
用
紙
の
罰
則
の

欄
に
記
入
す
る
。
 

                ②
記
録
用
紙
の
情
報
に
基
づ
き
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の

判
定
が
ル
ー
ル
で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
，
例
え
ば
，
罰
則
の
段

階
に
反
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
，
直
ち
に
そ
の
旨
を

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

不
当
な
要
求
 

①
レ
フ
ェ
リ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
に
，
確
認
を
必
ず
行
う
。
 

①
不
当
な
要
求
が
あ
っ
た
場
合
は
拒
否
を
し
て
，
そ
の
ラ
リ
ー

 

の
終
了
後
に
ス
コ
ア
ラ
ー
に
不
当
な
要
求
が
あ
っ
た
こ
と
を

告
げ
，
記
録
用
紙
に
記
載
さ
せ
る
。
ま
た
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ

ェ
リ
ー
に
も
合
図
を
送
る
。
 

 

＊
不
当
な
要
求
を
拒
否
し
た
場
合

 

異
な
る
種
類
の
中
断
の
要
求
は
認
め
ら
れ
る
。

 

①
不
当
な
要
求
（
拒
否
）
は
，
罰
則
の
欄
の
上
の
当
該
チ
ー
ム

に
×
印
を
入
れ
る
。
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
 

セ ッ ト 間
  

①
両
チ
ー
ム
の
状
況
を
確
認
す
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
，
セ
カ
ン

ド
レ
フ
ェ
リ
ー
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。
 

（
最
終
セ
ッ
ト
の
場
合
）

 

リ
ー
ド
す
る
チ
ー
ム
が
８
点
に
達
し
た
時
，
コ
ー
ト
上
の
選
手

を
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
に
整
列
さ
せ
，
ホ
イ
ッ
ス
ル
で
コ
ー
ト
チ
ェ

ン
ジ
の
シ
グ
ナ
ル
を
示
す
。
 

①
セ
ッ
ト
間
の
計
時
を
行
い
，
両
チ
ー
ム
の
状
況
を
確
認
す
る
。
 

前
の
セ
ッ
ト
が
終
了
後
，
積
極
的
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
を
 

取
り
に
行
く
。
 

ス
コ
ア
ラ
ー
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ

 

を
行
う
。
 

（
最
終
セ
ッ
ト
の
場
合
）
 

コ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
確
認
す
る
。

 

コ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
後
，
コ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
前
と
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ

 

ン
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
後
，
ス
コ
ア
ラ
ー
を
確
認
 

し
，
リ
ベ
ロ
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
や
中
断
の
要
求
を
認
め
る
。

 

①
セ
ッ
ト
間
の
計
時
を
行
う
。
結
果
の
集
計
・
記
入
を
セ
ッ
ト

 

ご
と
に
行
い
，
次
の
セ
ッ
ト
の
必
要
事
項
を
記
入
す
る
。

 

   (最
終
セ
ッ
ト
の
場
合
) 

コ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
後
，
中
断
の
要
求
が
あ
っ
て
も
，
ま
ず
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
確
認
を
優
先
し
，
そ
の
後
両
手
を
あ
げ
て
か
ら
，
中

断
の
要
求
の
手
続
き
に
入
っ
て
い
く
。
 

試 合 終 了 後 

 
①
監
督
お
よ
び
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
と
握
手
を
す
る
。
 

      ②
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
確
認
を
し
た
記
録
用
紙
を
，
再
度

確
認
し
て
サ
イ
ン
を
す
る
。

 

 

③
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
，
ス
コ
ア
ラ
ー
，
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス

コ
ア
ラ
ー
，
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
と
と
も
に
，
試
合
後
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
，
試
合
に
つ
い
て
の
反
省
を
行
う
。

 

①
監
督
お
よ
び
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
と
握
手
を
す
る
。

 

      ②
試
合
球
を
確
認
す
る
。
試
合
で
使
用
し
た
す
べ
て
の
ボ
ー
ル

を
，
ス
コ
ア
ラ
ー
テ
ー
ブ
ル
ま
で
戻
す
。

 

 ③
記
録
用
紙
が
完
成
し
た
ら
，
記
載
さ
れ
た
内
容
に
間
違
い
が

な
い
か
を
確
認
し
て
サ
イ
ン
を
す
る
。

 

  

④
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
，
ス
コ
ア
ラ
ー
，
ア
シ
ス
タ
ン
ト

ス
コ
ア
ラ
ー
，
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
と
と
も
に
，
試
合
後
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
，
試
合
に
つ
い
て
の
反
省
を
行
う
。

 

①
試
合
結
果
を
最
終
結
果
欄
に
記
入
す
る
。
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ

 

ン
は
競
技
中
に
生
じ
た
抗
議
の
内
容
を
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ

ー
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
限
り
，
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
記
載
内
容
は
，
ル
ー
ル
の
適
用
・
解
釈
に
関
す
る
こ
と
に
限

る
）
ジ
ャ
ッ
ジ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
適
用
さ
れ
る
大
会
で
は
，

正
式
抗
議
を
申
し
出
る
権
利
は
な
い
。
 

 

②
両
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
の
サ
イ
ン
を
採
る
。
た
だ
し
，
サ

イ
ン
未
記
入
で
も
試
合
は
成
立
す
る
。
 

 

③
記
録
用
紙
を
完
成
さ
せ
た
後
に
，
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ

ー
が
サ
イ
ン
し
た
後
，
自
分
で
サ
イ
ン
を
し
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ

ェ
リ
ー
，
最
後
に
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
サ
イ
ン
を
採

る
。
 

 

④
記
録
用
紙
は
，
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
主
催
者
が
保
管
す
る
。
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 【

試
合
中
の
判
定
方
法
】

 

 
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
 

①
公
式
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
を
使
用
し
，
明
瞭
に
間
を
あ
け
て
説
得
力
の
あ
る
ハ
ン

ド
シ
グ
ナ
ル
を
示
す
。
選
手
，
役
員
，
観
衆
，
Ｔ
Ｖ
視
聴
者
に
も
そ
の
反
則
が

何
で
あ
る
か
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

②
反
則
の
種
類
は
，
観
衆
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
１
つ
１
つ
区
切
っ
て
行
う
。

ホ
イ
ッ
ス
ル
と
同
時
に
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
を
示
す
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

③
ダ
ブ
ル
フ
ォ
ル
ト
の
場
合
は
，
ダ
ブ
ル
フ
ォ
ル
ト
を
示
し
，
次
の
サ
ー
ビ
ス

チ
ー
ム
を
示
す
。

 

④
ゲ
ー
ム
中
は
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
は
共
に
目

を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
 

⑤
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
ホ
イ
ッ
ス
ル
し
た
場
合
，
反
則
を
し
た
選
手
が
明

ら
か
で
あ
れ
ば
，
選
手
を
示
す
必
要
は
な
い
。
 

⑥
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
ホ
イ
ッ
ス
ル
し
判
定
し
た
ケ
ー
ス
は
，
サ
ー
ビ
ン
グ

チ
ー
ム
の
み
示
す
。
 

①
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
に
は
，
追
従
し
な
い
。
ラ
リ
ー

終
了
後
は
，
ラ
リ
ー
に
負
け
た
側
に
移
動
す
る
。
（
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
と

目
を
合
わ
せ
る
）
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
サ
イ
ド
の
シ
グ
ナ
ル
を
確
認
後
ベ

ン
チ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。

 

②
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
ホ
イ
ッ
ス
ル
し
て
判
定
し
た
ケ
ー
ス
は
，
ホ
イ
ッ

ス
ル
し
，
ラ
リ
ー
に
負
け
た
チ
ー
ム
側
に
移
動
し
て
，
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
（
反
則

の
種
類
・
反
則
し
た
選
手
）
を
示
す
。
サ
イ
ド
は
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
に
追

従
す
る
。
 

＜
判
定
以
外
で
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
す
る
ケ
ー
ス
＞

 

・
選
手
交
代
の
ブ
ザ
ー
が
な
い
。
ブ
ザ
ー
が
鳴
ら
な
い
（
シ
グ
ナ
ル
を
示
す
）。

 

・
リ
ベ
ロ
の
再
指
名
（
シ
グ
ナ
ル
は
し
な
い
）。

 

・
セ
ッ
ト
開
始
前
，
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
に
記
入
さ
れ
て
い
な
い
選
手
の
交

代
要
求
時
。

 

・
他
コ
ー
ト
か
ら
の
ボ
ー
ル
の
侵
入
。

 

・
ロ
ン
グ
サ
ー
バ
ー
。

 

・
コ
ー
ト
上
で
の
重
大
な
事
故
，
け
が
等
。

 

③
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
を
補
佐
し
て
合
図
を
送
る

ケ
ー
ス
で
は
，
ラ
リ
ー
に
負
け
た
チ
ー
ム
側
に
移
動
し
て
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ

ェ
リ
ー
と
目
が
合
っ
た
時
（
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
求
め
た
時
）
に
，
胸
の

前
で
小
さ
く
合
図
の
み
送
る
。
（
し
か
し
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
そ
の
判

定
を
受
け
入
れ
な
い
時
は
，
主
張
す
べ
き
で
な
い
）

 

④
試
合
中
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
は
共
に
目
を
合
わ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
の
合
図
が
ポ
ー
ル
や
選
手
の
影
に
な

っ
て
見
え
に
く
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
は
フ
ァ
ー
ス
ト

レ
フ
ェ
リ
ー
の
見
え
る
位
置
に
移
動
す
る
。
 

①
セ
ッ
ト
終
了
時
，
最
終

得
点
を
斜
線
で
消
し
，
直

ち
に
セ
ッ
ト
終
了
の
シ
グ

ナ
ル
を
示
す
。
 

基
本
的
な
位
置
の
 

取
り
方
 

①
基
本
的
に
は
，
ボ
ー
ル
に
身
体
を
正
対
さ
せ
て
見
る
。

ボ
ー
ル
の

あ
る

サ
イ

ド
に

ボ
ー

ル
１

個
分

位
身

体
を

移
動

さ
せ

る
が
，
極
端
に
横
へ
移
動
し
な
い
。

ポ
ー
ル
を
中
心
と
し
て
移
動
す
る
。

 

②
肩
の
力
を
抜
い
て
，
プ
レ
ー
の
１
つ
１
つ
を
確
認
す
る
が
，
特
に
ネ
ッ
ト
際
で

は
集
中
し
，
ボ
ー
ル
が
バ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
に
あ
る
時
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
リ
ズ
ム
を

持
つ
。
 

③
目
の
位
置
は
，
両
ア
ン
テ
ナ
の
結
ん
だ
線
上
に
お
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
，
プ

レ
ー
に
応
じ
て
，
上
下
，
左
右
に
移
動
す
る
が
，
極
端
な
移
動
は
す
べ
き
で
な
い
。
 

④
ネ
ッ
ト
か
ら
離
れ
た
ア
タ
ッ
ク
プ
レ
ー
は
，
若
干
ア
タ
ッ
カ
ー

側
に

身
体

を

移
動
し
て
ア
タ
ッ
カ
ー
の
プ
レ
ー
と
ブ
ロ
ッ

カ
ー
の
手
と
ボ
ー
ル
が
視
野
に
入

る
よ
う
に
す
る
。
目
の
位
置
が
低
く
な
る
と
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
や
次
の
プ
レ

ー
を
見
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
。
ア
タ
ッ
カ
ー
か
ら
目
を
離
す
と
キ
ャ
ッ
チ
の

反
則
の
見
逃
し
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。
 

⑤
自
分
の
リ
ズ
ム
を
作
り
，
１
つ
１
つ
の
プ
レ
ー
を
瞬
間
的
に
目
の
動
き
を
止
め

て
ボ
ー
ル
を
注
視
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

 

①
自
然
体
で
，
常
に
次
の
プ
レ
ー
に
対
応
し
て
動
け
る
よ
う
に

す
る
。
プ
レ
ー
の

位
置
に
よ
り
前
後
左
右
に
移
動
し
た
り
，
選
手
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
位
置
に
移
動
し

た
り
し
て
，
反
則
を
見
る
と
き
は
必
ず
静
止
し
て
見
る
。
 

②
プ
レ
ー
に
応
じ
て
ポ
ー
ル
か
ら
０
.５

ｍ
～
１
.５

ｍ
程
度
 

（
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
手
か
ら
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
視
野
に
入
る
）
の
範
囲
で
注
視

す
る
。
 

③
ア
ン
テ
ナ
外
通
過
の
ボ
ー
ル
や
そ
の
可
能
性
が
あ
る
プ
レ
ー
は
ア
ン
テ
ナ
近
く

に
位
置
し
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ス
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
，
プ
レ
ー
の
邪
魔
に
な
り
そ

う
な
場
合
は
，
ポ
ー
ル
の
後
ろ
に
密
着
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
選
手
か
ら
逃
げ
る

た
め
に
大
き
く
横
に
は
移
動
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

 

④
ポ
ー
ル
カ
バ
ー
が
太
く
な
っ
て
い
る
た
め
に
死
角
が
で
き
る
の
で
注
意
す
る
。

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
サ
イ
ド
で
の
攻
撃
は
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
近
く
ま
で
移
動
す

る
。
 

⑤
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
や
サ
ブ
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
要
求
に
注
意
を
払
う
。

 

⑥
ラ
リ
ー
終
了
後
，
負
け
た
チ
ー
ム
側
に
移
動
す
る
。
両
チ
ー
ム
の
選
手
が
ネ
ッ

ト
を
は
さ
ん
で
暴
言
や
威
嚇
行
為
を
し
て
い
な
い
か
監
視
す
る
。
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

最
終
判
定
の
仕
方
 

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
は
，
ラ
リ
ー
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
し
，
自
ら
判
定

を
し
た
後
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
や
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
確
認
し
て
最
終
判
定
を

行
う
。
 

特
に
，
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
の
有
無
，
ラ
イ
ン
判
定
等
に
つ
い
て
フ
ァ
ー
ス
ト

レ
フ
ェ
リ
ー
自
身
が
判
定
に
自
信
が
持
て
な
い
時
に
限
り
，
判
定
を
出
す
前
に
，
セ

カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
・
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
呼
ん
で
確
認
す
る
。
判
定
を
出
し
た
後
，

チ
ー
ム
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
で
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
・
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
呼
び
，
そ

の
結
果
判
定
を
覆
す
こ
と
は
レ
フ
ェ
リ
ー
へ
の
信
頼
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
，
信
念

を
持
ち
毅
然
た
る
態
度
で
判
定
を
行
う
。
 

 
 

サ ー ビ ス 時 の 判 定  

サ
ー
ビ
ス
許
可

の
ホ
イ
ッ
ス
ル
 

①
サ
ー
ビ
ス
の
許
可
条
件
は
，
サ
ー
ビ
ス
ゾ
ー
ン
内
で
サ
ー
バ
ー
が
ボ
ー
ル
を
保

持
し

(
も
し
も
，
サ
ー
バ
ー
が
背
を
向
け
て
い
る
と
き
で
も

)
，
両
チ
ー
ム
の
選
手

が
コ
ー
ト
内
に
い
て
プ
レ
ー
の
準
備
が
で
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

②
サ

ー
ビ

ス
許

可
の

ホ
イ

ッ
ス

ル
ま

で
に

ポ
ジ

シ
ョ

ナ
ル

フ
ォ
ル
ト
，
セ
ッ
タ

ー
の
位
置
，
バ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
の
選
手
の
位
置
等
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。
 

③
両
ベ
ン
チ
を
見
て
，
競
技
中
断
の
要
求
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

④
大
観
衆
の
中
で
は
少
し
長
め
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
す
る
。
 

⑤
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
後
，
８
秒
以
内
に

ボ
ー
ル
を
打
た
な
け
れ
ば
，
８
秒
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
。
 

⑥
ラ
リ
ー
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
か
ら
次
の
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
ノ
ー

マ
ル
タ
イ
ム
は
お
よ
そ
８
秒
と
す
る
。

 

（
ボ
ー
ル
を
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
た
り
，
コ
ー
ト
に
背
を
向
け
て
い
た
り
し
て
も
ホ
イ

ッ
ス
ル
す
る
）
 

⑦
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
後
，
サ
ー
ビ
ス
に
出
た
選
手
が
間
違

い
で
あ
る
こ
と
に
チ
ー
ム
内
で
気
づ
き
，
正
し
い
選
手
に
戻
そ
う
と
す
る
行
為

は
，
反
則
を
科
さ
ず
に
代
わ
る
こ
と
を
認
め
る
。
こ
の
場
合
は
８
秒
以
内
に
サ
ー

ビ
ス
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

⑧
サ
ー
ビ
ス
時
の
反
則
（
８
秒
ル
ー
ル
，
フ
ッ
ト
フ
ォ
ル
ト
等
）
，
サ
ー
ビ
ン
グ

チ
ー
ム
の
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ォ
ル
ト
，
ス
ク
リ
ー
ン
を
確
認
す
る
。

 

①
試
合
中
断
の
要
求
が
な
い
か
を
注
意
し
，
ベ
ン
チ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
。

 

②
レ
シ
ー
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
の
セ
ッ
タ
ー
の
位
置
が
，
フ
ロ
ン
ト
か
バ
ッ
ク
か
，
ま

た
バ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
は
誰
が
打
つ
か
を
確
認
す
る
。
 

③
レ
シ
ー
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
の
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ォ
ル
ト
の
確
認
を
す
る
。
（
必
要

に
応
じ
て
，
保
持
し
て
い
る
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
で
確
認
）
 

④
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
反
則
を
確
認
後
，
打
た
れ
た
サ
ー
ビ
ス
ボ
ー
ル
が
許
容
空
間
内

を
通
る
か
を
確
認
す
る

(
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
側
の
ア
ン
テ
ナ
を
見
る

)
と
同

時
に
，
素
早
く
ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ド
に
移
動
す
る
。
 

①
得
点
を
確
認
す
る
。

 

②
サ
ー
バ
ー
を
確
認
す
る

時
は
，
記
録
用
紙
の
サ

ー
ビ
ス
順
と
サ
ー
バ
ー

に
齟
齬
が
生
じ
て
い
な

い
か
，
最
初
に
記
録
用

紙
で
サ
ー
バ
ー
の
番
号

を
確
認
し
て
，
次
に
実

際
の
コ
ー
ト
上
の
サ
ー

バ
ー
の
番
号
を
確
認
す

る
。
（

大
き
く
指
す
こ

と
は
し
な
い
）
 

ス
ク
リ
ー
ン
の
 

判
定
 

サ
ー
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
の
選
手
は
，
１
人
ま
た
は
集
団
で
ス
ク
リ
ー
ン
を
形
成
し
，

サ
ー
ビ
ス
ヒ
ッ
ト
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ス
が
相
手
チ
ー
ム
に
見
え
な

い
よ
う
に
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
る
と
き
，
サ
ー
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
の
１
人
ま
た
は
複
数
の
選
手

が
集
団
で
腕
を
揺
り
動
か
し
た
り
，
跳
び
は
ね
た
り
，
左
右
に
動
い
た
り
し
て
，

あ
る
い
は
集
団
で
固
ま
っ
て
立
ち
，
ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト
垂
直
面
に
到
達
す
る
ま
で

サ
ー
ビ
ス
ヒ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ス
の
両
方
を
隠
す
こ
と
で
ス
ク
リ
ー
ン
が
形

成
さ
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
ヒ
ッ
ト
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ス
が
レ
シ
ー
ビ

ン
グ
チ
ー
ム
に
見
え
る
の
で
あ
れ
ば
反
則
で
は
な
い
。
 

 
 



9 
 

 
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

サ ー ビ ス 時 の 判 定 

サ
ー
バ
ー
の
誤
り
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
の
シ
グ
ナ
ル
を
確
認
し
た
ら
，
サ
イ
ド
を
示
す
。
必
要
で

あ
れ
ば
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
を
呼
び
確
認
を
行
う
。

 

①
ホ

イ
ッ

ス
ル

を
し

て
ゲ

ー
ム

を
止

め
，

ス
コ

ア
ラ

ー
と

記
録

用
紙

を
見
な
が

ら
，
正
確
な
状
況
を
確
認
す
る
。
（
そ
の
際
，
正
し
い
サ
ー
バ
ー
を
確
認
し
，
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
認
す
る
）
 

②
再
度
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
し
，
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ォ
ル
ト
の
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
を
示

す
。
 

③
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
を
呼
ん
で
，
状
況
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
 

（
誤
っ
た
チ
ー
ム
の
正
し
い
サ
ー
バ
ー
と
次
の
サ
ー
バ
ー
，
相
手
チ
ー
ム
の
次
の

サ
ー
バ
ー
）
 

④
両
チ
ー
ム
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
正
し
く
確
認
す
る
。

 

①
ロ
ン
グ
サ
ー
バ
ー
を
確

認
し
た
ら
，
サ
ー
ビ
ス
を

打
っ
た
瞬
間
に
「
ブ
ザ

ー
」
等
を
使
用
し
て
フ
ァ

ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
・
セ

カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
に
知

ら
せ
る
。
時
期
が
遅
れ
る

と
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
な
る

の
で
十
分
に
注
意
す
る
。

も
し
も
疑
わ
し
い
こ
と
が

あ
れ
ば
，
ゲ
ー
ム
を
止
め

て
確
認
を
す
る
ほ
う
が
良

い
。
（
ブ
ザ
ー
が
な
い
時

は
口
頭
で
セ
カ
ン
ド
レ
フ

ェ
リ
ー
に
知
ら
せ
る
）

 

②
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー

に
状
況
を
説
明
す
る
。

（
誤
っ
た
チ
ー
ム
の
正
し

い
サ
ー
バ
ー
と
次
の
サ
ー

バ
ー
，
相
手
チ
ー
ム
の
次

の
サ
ー
バ
ー
）
 

ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ル
 

フ
ォ
ル
ト
 

①
サ
ー
ビ
ス
時
に
サ
ー
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
の
選
手
が
コ
ー
ト
内
に
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
が
打
た
れ
た
時
に
コ
ー
ト
外
に
出
て
い
る
場
合
，
ホ
イ
ッ

ス
ル
を
し
て
判
定
を
す
る
。

 

②
サ

ー
ビ

ン
グ
チ

ー
ム

の
選

手
の

コ
ー

ト
面

に
接

し
て

い
る

両
足
の
位
置
に
よ

っ
て
判
定
を
す
る
。
た
だ
し
，
コ
ー
ト
上
の
選
手
の
足
が
，
相
手
コ
ー
ト
に
触
れ

て
い
た
時
は
，
ネ
ッ
ト
下
か
ら
の
相
手
コ
ー
ト
及
び
空
間
へ
の
侵
入
し
た
場
合
と

同
様
に
判
定
す
る
。

 

③
サ
ー
バ
ー
だ
け
，
ま
た
反
則
の
起
こ
り
そ
う
な
選
手
だ
け
を
注
視
し
て
し
ま
う

と
，
視
野
が
狭
く
な
り
，
他
の
関
係
の
反
則
が
見
え
な
く
な
る
の
で
，
な
る
べ
く

コ
ー
ト
全
体
を
視
野
に
入
れ
る
｡ 

④
反
則
が
起
き
た
時
は
，
ど
の
選
手
の
関
係
が
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ォ
ル
ト
な
の
か

明
確
に
示
す
。
 

①
サ
ー
ビ
ス
時
に
レ
シ
ー
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
の
選
手
が
コ
ー
ト
内
に
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
が
打
た
れ
た
時
に
コ
ー
ト
外
に
出
て
い
る
場
合
，
ホ
イ

ッ
ス
ル
を
し
て
判
定
を
す
る
。

 

②
レ
シ
ー
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
の
選
手
だ
け
を
注
視
す
る
の
で
は
な
く
，
両
チ
ー
ム
を

視
野
に
入
れ
て
，
コ
ー
ト
面
に
接
し
て
い
る
両
足
の
位
置
に
よ
っ
て
判
定
を
す
る
。

た
だ
し
，
コ
ー
ト
上
の
選
手
の
足
が
，
相
手
コ
ー
ト
に
触
れ
て
い
た
時
は
，
ネ
ッ

ト
下
か

ら
の

相
手

コ
ー

ト
及

び
空

間
へ

の
侵

入
し

た
場

合
と

同
様

に
判
定
す

る
。
 

③
ゲ
ー
ム
中
，
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
前
に
疑
わ
し
い
と
き
は
，
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
を
見
て
，
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ォ
ル
ト
が
あ
る
か
，
な
い
か
を
確

認
を
す
る
。
試
合
中
は
必
ず
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
を
保
持
す
る
。
 

④
反
則
が
起
き
た
時
は
，
ど
の
選
手
の
関
係
が
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ォ
ル
ト
な
の

か
選
手
を
明
確
に
示
す
。

ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
が
よ
り
多
く
の
情
報
を
要
求
し

た
場
合
に
は
，
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
を
取
り
出

し
，
ゲ
ー
ム

キ
ャ
プ
テ
ン
に
反
則
を
犯
し
た
選
手
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

記
録
用
紙
で
，
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
確
認
を
し
て
，
セ
カ

ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
を
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
よ
う
に
心
が

け
る
。
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
 

サ
ー
ブ
レ
シ
ー
ブ
 

①
レ
シ
ー
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
の
セ
ッ
タ
ー
が
フ
ロ
ン
ト
か
バ
ッ
ク
か
を
サ
ー
ビ
ス
許

可
の
前
に
確
認
を
し
て
お
く
。

 

②
サ
ー
ビ
ス
ボ
ー
ル
が
ラ
イ
ン
際
に
落
下
す
る
場
合
は
，
ア
ウ
ト
か
イ
ン
か
を
確

認
し
て
か
ら
，
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
の
判
定
を
確
認
す
る
。

 

③
バ
ッ
ク
セ
ッ
タ
ー
が
ネ
ッ
ト
際
で
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ー
す
る
時
は
ボ
ー
ル
の
高
さ

を
確
認
す
る
。

 

④
バ
ッ
ク
セ
ッ
タ
ー
が
ネ
ッ
ト
際
で
ボ
ー
ル
を
返
球
し
た
り
，
相
手
か
ら
の
ボ
ー

ル
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
た
り
す
る
可
能
性
の
あ
る
場
合
は
，
ボ
ー
ル
の
高
さ
や
位
置

を
確
認
す
る
。

 

⑤
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
サ
ー
ブ
で
ボ
ー
ル
が
レ
シ
ー
バ
ー
に
か
す
か
に
触
れ
て
い
く
ケ

ー
ス
に
注
意
を
す
る
。

 

⑥
サ
ー
ビ
ス
の
レ
シ
ー
ブ
で
は
，
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
の
指
を
使
っ
た
動
作
で
キ
ャ

ッ
チ
を
し
た
場
合
は
反
則
に
な
る
の
で
，
正
確
に
判
定
す
る
。

 

①
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
反
則
を
確
認
後
，
打
た
れ
た
サ
ー
ビ
ス
ボ
ー
ル
が
許
容
空
間
内

を
通
る
か
を
確
認
す
る
（
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
側
の
ア
ン
テ
ナ

を
見

る
）
と

同
時
に
素
早
く
ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ド
に
移
動
す
る
。
 

②
プ
レ
ー
を
読
ん
で
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
す
る
。（

セ
ッ
タ
ー
の
ト
ス
が
Ａ
，
Ｂ
，

Ｃ
，
Ｄ
等
で
上
が
る
か
，
ア
タ
ッ
ク
は
誰
が
打
つ
の
か
，
ブ
ロ
ッ
ク
は
誰
が
す
る

の
か
な
ど
）
 

③
レ
シ
ー
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
の
セ
ッ
タ
ー
が
フ
ロ
ン
ト
か
，
バ
ッ
ク
か
を
確
認
す

る
。
 

 



11
 

 

 
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

ア
タ
ッ
ク
時
の
判
定
 

①
必
ず
静
止
し
て
見
る
こ
と
。
基
本
的
に
は
，
両
ア
ン
テ
ナ
の
延
長
線
上
に
目
線

を
置

き
，

左
右

の
動

き
は

ボ
ー

ル
１

つ
分

ぐ
ら

い
と

し
，

横
に

出
過

ぎ
な

い
。

（
オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
判
定
と
次
の
プ
レ
ー
へ
の
対
応
の
た
め
）

 

②
オ
ー
プ
ン
ア
タ
ッ
ク
は
高
い
位
置
か
ら
広
い
視
野
で
見
る
こ
と
。
ア
タ
ッ
カ
ー
と

ブ
ロ
ッ
カ
ー
と
ボ
ー
ル
を
視
野
に
入
れ
る
。
ア
タ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
，
ブ
ロ
ッ
カ

ー
の
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
や
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
，
ま
た
，
ブ
ロ
ッ
ク
に
跳
ね
返
っ
て
ア

タ
ッ
カ
ー
に
当
た
る
ケ
ー
ス
を
頭
に
入
れ
て
お
く
。

 

③
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
，
Ｄ
ク
イ
ッ
ク
は
，
ト
ス
が
ネ
ッ
ト
際
に
上
が
る
の
で
，
ボ
ー
ル
を
見

な
が
ら
ネ
ッ
ト
上
に
目
線
を
お
き
，
ブ
ロ
ッ
カ
ー
や
セ
ッ
タ
ー
の
オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
や

タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
，
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
を
見
て
，
レ
シ
ー
バ
ー
の
ボ
ー

ル
コ
ン
タ
ク
ト
と
ラ
イ
ン
判
定
を
す
る
。
（
プ
レ
ー
を
先
読
み
す
る
こ
と
）

 

④
特
に
ボ
ー
ル
を
置
く
方
向
を
変
え
る
フ
ェ
イ
ン
ト
攻
撃
（
「
テ
ィ
ッ
プ
」
）
が
使
用

さ
れ
た
場
合
，
ボ
ー
ル
タ
ッ
チ
に
注
意
を
払
う
。
 

ア
タ
ッ
ク
ヒ
ッ
ト
の
際
，
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
投
げ
た
り
し
な
け
れ
ば

，

「
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
」
が
認
め
ら
れ
る
。
「
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
は
，
片
手
や
指
で
静

か
に
ネ
ッ
ト
の
高
さ
よ
り
完
全
に
上
の
ボ
ー
ル
を
ア
タ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
あ
る
。
テ

ィ
ッ
プ
後
の
ボ
ー
ル
が
瞬
時
に
リ
バ
ウ
ン
ド
せ
ず
，
手
が
伴
っ
た
り
，
投
げ
ら
れ
た

り
し
た
場
合
は
反
則
で
あ
る
。
 

⑤
ボ
ー
ル
を
つ
か
む
，
投
げ
る
，
ボ
ー
ル
方
向
を
変
え
る
，
持
ち
上
げ
る
。
こ
の
よ
う

な
プ
レ
ー
は
キ
ャ
ッ
チ
の
反
則
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
は
，

ボ
ー
ル
が
接
触
し
て
い
る
状
況
を
的
確
に
判
定
す
る
。
  

《
反
則
と
な
り
う
る
ケ
ー
ス
の
例
》
  

a)
肘
を
ま
げ
て
ボ
ー
ル
に
接
触
し
，
そ
の
肘
を
完
全
に
伸
ば
し
て
プ
レ
ー
し
た
場
合

は
，
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
こ
と
に
な
る
た
め
，
キ
ャ
ッ
チ
で
あ
る
。
 

b)
肩
の
ラ
イ
ン
の
後
ろ
で
ボ
ー
ル
に
接
触
し
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
選
手
，
ボ
ー
ル
を
相
手

方
ブ
ロ
ッ
ク
に
押
し
つ
け
方
向
を
変
え
て
押
し
出
す
プ
レ
ー
に
つ
い
て
は
，
ボ
ー
ル

に
手
を
伴
っ
て
運
ぶ
時
間
が
長
い
た
め
キ
ャ
ッ
チ
の
反
則
と
な
る
。
 

⑥
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
は
，
プ
レ
ー
の
先
読
み
を
し
て
，
ネ
ッ
ト
上
に
目
線
を
残
す
気
持
ち

を
持
つ
と
正
確
な
判
定
が
で
き
る
。
 

⑦
セ
ッ
タ
ー
と
ブ
ロ
ッ
カ
ー
が
フ
ロ
ン
ト
か
バ
ッ
ク
か
を
確
認
す
る
。
 

①
攻
撃
の
プ
レ
ー
を
読
ん
で
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
し
て
，
必
ず
静
止
し
て
ネ
ッ

ト
際
を
注
視
す
る
。

 

②
ネ
ッ
ト
と
ブ
ロ
ッ
カ
ー
を
視
野
に
入
れ
て
，
特
に
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
，
ペ
ネ

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ル
ト
，
そ
し
て
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
を

見
る
た
め
ネ
ッ
ト
と
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
間
に
視
点
を
置
き
，
ネ
ッ
ト
際
を
集
中
し

て
見
る
。
 

③
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
サ
イ
ド
で
の
ア
タ
ッ
ク
の
時
は
，
ア
ン
テ
ナ
も
視
野

に
入
れ
る
。
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
，
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
だ
け
で
な

く
，
ボ
ー
ル
が
ア
ン
テ
ナ
に
当
た
る
ケ
ー
ス
，
ブ
ロ
ッ
カ
ー
に
よ
る
ア
ン
テ
ナ

へ
の
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
の
反
則
が
起
こ
る
こ
と
も
頭
に
入
れ
て
位
置
取
り
を
す

る
。
 

④
ネ
ッ
ト
際
に
選
手
が
い
な
く
な
っ
た
ら
，
ボ
ー
ル
を
見
て
次
の
プ
レ
ー
に
備

え
る
。

 

⑤
セ
ッ
タ
ー
や
ブ
ロ
ッ
カ
ー
が
フ
ロ
ン
ト
か
バ
ッ
ク
か
を
確
認
す
る
。
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
 

バ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
の
 

判
定
 

①
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
確
認
を
行
う
。
特
に
セ
ッ
タ
ー
と
バ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
を
す
る
選

手
の
位
置
を
確
認
し
て
お
く
。
セ
ッ
タ
ー
が
フ
ロ
ン
ト
の
時
は
バ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク

に
注
意
す
る
。

 

②
ジ
ャ
ン
プ
の
踏
切
位
置
を
監
視
す
る
。
バ
ッ
ク
の
選
手
が
ア
タ
ッ
ク
す
る
時
に
ア

タ
ッ
ク
ラ
イ
ン
に
触
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
。
（
ア
タ
ッ
ク
ラ
イ
ン
延
長
線
上
も
含

ま
れ
て
い
る
の
で
十
分
に
注
意
す
る
）
触
れ
て
い
れ
ば
反
則
で
あ
る
。
 

③
打
点
の
高
さ
を
確
認
す
る
。
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
目
の
位
置
を
ネ
ッ
ト
上

端
ま
で
下
げ
て
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
の
上
端
よ
り
も
完
全
に
高
い
位

置
で
ヒ
ッ
ト
さ
れ
た
な
ら
ば
反
則
の
条
件
と
な
る
。

 

④
ネ
ッ
ト
上
端
よ
り
高
い
ボ
ー
ル
を
バ
ッ
ク
の
セ
ッ
タ
ー
が
ト
ス
し
た
時
に
，
相
手

方
ブ
ロ
ッ
カ
ー
が
オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
し
て
い
な
い
で
そ
の
ボ
ー
ル
に
触
れ
た
場
合

は
，
バ
ッ
ク
の
セ
ッ
タ
ー
の
反
則
で
あ
る
。
 

⑤
反
則
成
立
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
，
そ
の
ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト
の
垂
直
面
を
完
全
に
通
過

す
る
か
，
相
手
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
触
れ
た
時
に
反
則
が
成
立
す
る
の
で
，
そ
の
瞬
間
に

ホ
イ
ッ
ス
ル
を
す
る
。
 

①
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
確
認
を
行
う
。
特
に
セ
ッ
タ
ー
と
バ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
を
す

る
選
手
の
位
置
を
確
認
し
て
お
く
。
セ
ッ
タ
ー
が
フ
ロ
ン
ト
の
時
は
バ
ッ
ク

ア
タ
ッ
ク
に
注
意
す
る
。
 

②
バ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
を
判
定
で
き
る
よ
う
に
ポ
ー
ル
に
近
づ
き
過
ぎ
な

い
よ

う
に
す
る
。
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
側
か
ら
の
ア
タ
ッ
ク
ラ
イ
ン
が
視
野
に
入

る
位
置
取
り
を
す
る
。

 

③
ジ
ャ
ン
プ
の
踏
切
位
置
を
監
視
す
る
。
バ
ッ
ク
の
選
手
が
ア
タ
ッ
ク
す
る

時
に
ア
タ
ッ
ク
ラ
イ
ン
に
触
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
。
（
ア
タ
ッ
ク
ラ
イ
ン

延
長
線
上
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
十
分
に
注
意
す
る
）
触
れ
て
い
れ
ば
反
則

で
あ
る
。

 

④
バ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
の
反
則
を
見
る
こ
と
を
意
識
し
て
，
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

速
い
バ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
が
見
え
る
位
置
に
す
ば
や
く
移
動
す
る
。
ア
タ
ッ
ク

ラ
イ
ン
が
全
て
見
え
る
，
下
が
っ
た
位
置
で
判
定
す
る
。

 

⑤
打
点
の
高
さ
が
は
っ
き
り
し
な
い
時
に
は
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
と

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
，
判
定
を
行
う
の
が
望
ま
し
い
。

 

⑥
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
を
補
佐
し
て
，
タ
イ
ム
リ
ー
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

 

 

バ
ッ
ク
セ
ッ
タ
ー
の
 

ア
タ
ッ
ク
ヒ
ッ
ト
の
反
則
 

①
ネ
ッ
ト
上
端
よ
り
も
完
全
に
高
い
位
置
で
ト
ス
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ボ
ー
ル
が
，
直
接

相
手
コ
ー
ト
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
，
相
手
ブ
ロ
ッ
ク
に
触
れ
た
り
し
た
時
は
，
ア

タ
ッ
ク
の
反
則
と
な
る
。

 

②
味
方
選
手
に
上
げ
た
ト
ス
を
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
場
合
は
，
ブ
ロ
ッ
ク
の
オ
ー
バ
ー

ネ
ッ
ト
の
反
則
と
な
る
。

 

③
ト
ス
を
上
げ
る
前
に
，
ま
た
は

ト
ス
を
同
時
に
ブ
ロ
ッ
ク
し
た
場
合
は
，
ブ
ロ

ッ
ク
の
オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
反
則
で
あ
る
。

 

①
判
定
で
き
る
よ
う
に
，
バ
ッ
ク
セ
ッ
タ
ー
の
確
認
を
行
う
。
特
に
レ
シ
ー

ビ
ン
グ
チ
ー
ム
の
セ
ッ
タ
ー
が
バ
ッ
ク
の
時
は
注
意
す
る
。

 

②
打
点
の
高
さ
が
は
っ
き
り
し
な
い
時
に
は
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
と

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
，
判
定
を
行
う
の
が
望
ま
し
い
。

 

③
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
を
補
佐
し
て
，
タ
イ
ム
リ
ー
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
 

ブ
ロ
ッ
ク
時
の
判
定

 
①
ブ
ロ
ッ
ク
時
の
キ
ャ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
，
明
ら
か
な
も
の
を
判
定
す
る
。
ボ
ー
ル

を
つ
か
ん
で
投
げ
る
よ
う
な
動
作
は
キ
ャ
ッ
チ
の
反
則
で
あ
る
。
相
手
か
ら
来
る

ボ
ー
ル
を
単
に
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
す
る
の
で
は
な
く
，
ボ
ー
ル
を
保
持
す
る

(
ま
た

は
持
ち
上
げ
る
，
押
す
，
運
ぶ
，
投
げ
る
，
手
が
伴
う

)
場
合
に
は
，
選
手
の
ブ
ロ

ッ
ク
行
為
は
「
キ
ャ
ッ
チ
」
の
反
則
で
あ
る
。
 

②
ブ
ロ
ッ

キ
ン

グ
に
似
た

動
作

で
，
味
方

コ
ー

ト
か
ら
相

手
方

へ
返
球

す
る
動
作

は
，
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
で
は
な
い
。（

キ
ャ
ッ
チ
の
反
則
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。
）

 

③
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
キ
ャ
ッ
チ
の
判
定
の
仕
方
は
，
ネ
ッ
ト
上
に
目
線
を
残
す
気
持

ち
で
ボ
ー
ル
を
見
る
と
よ
い
。

 

④
相
手
チ
ー
ム
へ
の
返
球
の
際
，
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ
う
な
動
作
で
行
う
場
合
は
キ
ャ
ッ

チ
の
反
則
が
あ
る
の
で
注
意
を
す
る
。

 

⑤
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
で
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
死
角
と
な
る

コ
ー
ス
は
，
ブ
ロ
ッ
ク
の
間
と
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
サ
イ
ド
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
，
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
と
協
力
す
る
。

 

⑥
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
，
セ
ッ
タ
ー
が
ト
ス
を
上
げ
る
前
，
ま
た
は

同
時
ブ
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
。
ネ
ッ
ト
上
の
同
時
プ
レ
ー
で
ど
ち
ら
か
が
オ
ー
バ

ー
ネ
ッ
ト
し
て
い
る
ケ
ー
ス
。
ネ
ッ
ト
上
に
目
線
を
お
き
ボ
ー
ル
と
手
の
接
点
を

見
る
。（

目
線
を
極
端
に
下
げ
な
い
よ
う
に
す
る
。
）
 

⑦
ボ
ー
ル
は
体
の
ど
の
部
分
に
触
れ
て
も
よ
い
の
で
，
ブ
ロ
ッ
ク
中
に
ボ
ー
ル
が
同

じ
動
作
の
中
で
足
に
触
れ
て
も
，
や
は
り
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。

 

①
ブ
ロ
ッ
カ
ー
に
よ
る
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ

リ
ー
が
確
認
し
に
く
い
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
側
の
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
に

注
意
す
る
。

 

②
ア
ン
テ
ナ
に
ボ
ー
ル
が
当
た
る
ケ
ー
ス
は
，
ア
タ
ッ
ク
ボ
ー
ル
か
，
ブ
ロ

ッ
ク
の
後
の
ボ
ー
ル
か
を
確
認
す
る
。

 

③
ア
ン
テ
ナ
近
く
で
の
プ
レ
ー
の
と
き
は
，
ブ
ロ
ッ
カ
ー
が
ア
ン
テ
ナ
に
触

る
ケ
ー
ス
も
起
こ
る
こ
と
を
意
識
し
て
見
る
。

 

④
ネ
ッ
ト
と
ブ
ロ
ッ
カ
ー
を
視
野
に
入
れ
て
，
特
に
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
，
ペ
ネ

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ル
ト
，
そ
し
て
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト

を
見
る
た
め
，
ネ
ッ
ト
と
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
間
に
視
点
を
置
き
，
ネ
ッ
ト
際

を
集
中
し
て
判
定
す
る
。

 

 

バ
ッ

ク
プ

レ
ー

ヤ
ー

の

ブ
ロ
ッ
ク
の
判
定
 

（
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ

ー
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ

ー
の
責
務
）
 

①
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
ブ
ロ
ッ
ク
の
試
み
を
し
て
も
反
則
で
は
な
い
。
（
リ
ベ
ロ

を
除
く
。
）

 

②
ブ
ロ
ッ
ク
群
で
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
触
れ
な
く
て
も
，
他
の
選
手
に
触
れ
れ
ば

反
則
は
成
立
す
る
。

 

③
バ
ッ
ク
セ
ッ
タ
ー
が
ジ
ャ
ン
プ
し
て
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
し
た
と
き
，
味
方

の
選
手
の
パ
ス
が
伸
び
て
相
手
方
コ
ー
ト
に
返
り
，
相
手
方
選
手
が
打
っ
た
ボ
ー
ル

が
，
バ
ッ
ク
の
セ
ッ
タ
ー
に
当
た
っ
た
。
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
と
き
に
，
身
体
の
一
部

が
ネ
ッ
ト
上
端
よ
り
高
い
位
置
に
あ
れ
ば
，
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
位
置
に
関
係
な
く
，

バ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
の
反
則
が
成
立
す
る
。
 

①
サ
ー
ビ
ス
の
と
き
は
，
レ
シ
ー
ブ
ン
グ
チ
ー
ム
の
バ
ッ
ク
セ
ッ
タ
ー
の
ブ
ロ

ッ
ク
の
判
定
を
す
る
気
持
ち
を
持
つ
。

 

②
ラ
リ
ー
中
も
ネ
ッ
ト
際
で
ト
ス
を
上
げ
る
セ
ッ
タ
ー
が
フ
ロ
ン
ト
か
バ
ッ

ク
か
を
確
認
し
て
お
く
。
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

ボ
ー

ル
コ

ン
タ

ク
ト

の

判
定
 

①
ア
タ
ッ
カ
ー
の
手
（
プ
レ
ー
），

ボ
ー
ル
，
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
手
を
視
野
に
入
れ
て
，

瞬
間
に
目
を
止
め
る
よ
う
に
す
る
と
よ
く
見
え
る
。
ま
た
，
ボ
ー
ル
が
ど
の
方
向
に
飛

ん
で
い
っ
て
も
目
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
，
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
 

②
判
定
の
際
に
は
実
際
に
手
や
指
先
に
触
れ
た
か
否
か
の
事
実
を
し
っ
か
り
と
確
認

す
る
。
判
定
の
際
に
は
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
や
関
係
す
る
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を

確
認
し
，
選
手
が
“
ワ
ン
タ
ッ
チ
”
と
か
“
ノ
ー
，
ノ
ー
”
と
言
う
声
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
最
終
判
定
を
下
す
と
説
得
性
が
あ
る
。

 

③
判
定
（

ハ
ン

ド
シ

グ
ナ

ル
）
を
早
く
出
し
す
ぎ
て
，
後
か
ら
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ

ー
，
ラ
イ
ン

ジ
ャ
ッ
ジ
の

判
定

を
見
て
判

定
を

覆
す
こ
と

は
絶

対
に
避
け

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

④
目
の
位
置
が
低
く
な
り
す
ぎ
る
と
角
度
あ
る
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
が
見
え
に
く
く

な
る
の
で
高
い
位
置
か
ら
見
る
と
良
い
。

 

⑤
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
は
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
ボ
ー
ル

コ
ン
タ
ク
ト
の
責
任
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
に
，
試
合
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

打
ち
合
わ
せ
て
お
く
。
 

⑥
レ
シ
ー
バ
ー
の
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
に
つ
い
て
は
，
選
手
の
陰
に
隠
れ
て
ボ
ー
ル

コ
ン
タ
ク
ト
が
見
え
な
い
ケ
ー
ス
は
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
の
判
定
を
尊
重
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
，
ア
タ
ッ
ク
ボ
ー
ル
が
ブ
ロ
ッ
ク
に
当
た
り
，
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
跳
ね
返

り
，
再
び
ア
タ
ッ
カ
ー
に
当
た
る
時
は
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
，
セ
カ
ン
ド
レ

フ
ェ
リ
ー
サ
イ
ド
共
に
見
に
く
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
サ
イ

ド
は
距
離
が
近
い
う
え
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
の
た
め
に
見
逃
し
や
す
い
こ
と
が
あ
る
の

で
，
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

⑦
ブ
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
狙
う
プ
レ
ー
は
，
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
手
の
サ
イ
ド
を
か
す
か
に

狙
っ
て
打
っ
て
く
る
の
で
広
い
視
野
で
見
る
。
そ
し
て
，
必
ず
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ

ー
，
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
確
認
し
て
か
ら
判
定
を
す
る
。
 

⑧
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
よ
う
な
長
い
髪
に
意
図
せ
ず
ボ
ー
ル
が
触
れ
た
と
し
て
も
ボ
ー

ル
コ
ン
タ
ク
ト
と
は
し
な
い
。

 

①
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
側
の
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
は
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ

ェ
リ
ー
の
死
角
に
な
る
コ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
，
補
助
で
き
る
よ
う

確
認
を
す
る
。

 

②
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
求
め
て
き
た
際
に
は
確
認
で
き
た
ボ
ー
ル
コ

ン
タ
ク
ト
は
，

胸
の
前
で
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
見
た
（
求
め
た
）
タ

イ
ミ
ン
グ
で
シ
グ
ナ
ル
を
送
る
。

 

③
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
は
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
ボ

ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
の
責
任
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
に
，
試
合
前
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
打
ち
合
わ
せ
て
お
く
。
 

④
ボ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
を
見
る
た
め
ネ
ッ
ト
と
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
間
に
視
点
を
置

き
，
ネ
ッ
ト
際
を
集
中
し
て
見
る
。

 

 



15
 

 

 
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

ネ ッ ト 際 の プ レ ー の 判 定 

タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト

 
①
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
の
反
則
 

・
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ー
す
る
動
作
中
の
選
手
に
よ
る
両
ア
ン
テ
ナ
間
の
ネ
ッ
ト
へ
の
接
触
は
反
則
で
あ
る
。

 

ボ
ー
ル
を
プ
レ
ー
す
る
動
作
の
中
に
は
，（

主
に
）
踏
み
切
り
か
ら
ヒ
ッ
ト
（
ま
た
は
プ
レ
ー
の
試
み
），

安
定
し
た
着
地
，
新
た
な
動
作
へ
の
準
備
が
含
ま
れ
る
。

《
１
１
．
３
．
１
》
 

・
相
手
チ
ー
ム
の
プ
レ
ー
を
妨
害
し
な
い
限
り
，
選
手
は
支
柱
，
ロ
ー
プ
，
ま
た
は
ア
ン
テ
ナ
の
外
側
に
あ
る
ネ
ッ
ト
や
他
の
物
体
に
触
れ
て
も
よ
い
。
《
１
１
．
３
．

２
》
 

選
手
が
ネ
ッ
ト
の
外
側
（
ア
ン
テ
ナ
外
側
の
ト
ッ
プ
バ
ン
ド
，
ケ
ー
ブ
ル
，
ポ
ー
ル
な
ど
）

 に
触
れ
て
も
，
ネ
ッ
ト
自
体
の
構
造
的
な
保
全
に
影
響
を
与
え
な
い

限
り
，
反
則
と
は
見
な
さ
な
い
。
 

Ａ
）「

ボ
ー
ル
を
プ
レ
ー
す
る
動
作
中
」
と
は
，
 

ボ
ー
ル
を
プ
レ
ー
し
よ
う
と
す
る
選
手
の
動
作
の
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
一
連
の
動
き
と
考
え
る
。
例
え
ば

 
a>
ア
タ
ッ
ク
や
ブ
ロ
ッ
ク
を
す
る
選
手
の
場
合
 

「
移
動
，
ジ
ャ
ン
プ
の
た
め
の
動
作
の
開
始
か
ら
着
地
の
動
作
の
終
了
」
ま
で
 

b>
ボ
ー
ル
が
近
く
に
あ
る
選
手
や
ボ
ー
ル
に
対
し
て
プ
レ
ー
を
し
よ
う
と
移
動
し
て
い
る
選
手
の
場
合

 

「
移
動
を
含
ん
で
，
プ
レ
ー
の
た
め
の
動
作
の
開
始
か
ら
プ
レ
ー
を
し
た
（
し
よ
う
と
し
た
）
動
作
の
終
了
」
ま
で
。

 

ま
た
，
着
地
後
勢
い
余
っ
て
ネ
ッ
ト
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
，
寄
り
か
か
っ
た
り
す
る
動
作
や
，
相
手
方
コ
ー
ト
に
入
ら
な
い
よ
う
に
ネ
ッ
ト
の
下
を
く
ぐ

り
，
相
手
方
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
に
出
る
と
き
に
，
ネ
ッ
ト
に
触
れ
る
動
作
は
反
則
で
あ
る
。（

両
ア
ン
テ
ナ
間
に
限
る
）
速
攻
や
時
間
差
攻
撃
な
ど
で
，
ど
こ
に
ト

ス
が
上
が
る
か
判
断
で
き
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
起
き
る
ネ
ッ
ト
へ
の
接
触
は
反
則
と
す
る
が
，
明
ら
か
に
離
れ
た
位
置
に
ト
ス
が
上
が
っ
た
場
合
や
動
作
終

了
後
，
ボ
ー
ル
が
近
く
に
な
く
，
振
り
向
い
た
と
き
の
接
触
は
反
則
で
は
な
い
。

 

Ｂ
）「

相
手
チ
ー
ム
の
プ
レ
ー
を
妨
害
す
る
」
と
は
，

 

・
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ー
す
る
動
作
中
に
，
両
ア
ン
テ
ナ
間
の
ネ
ッ
ト
，
ま
た
は
ア
ン
テ
ナ
に
触
れ
る
こ
と
。

 

・
支
持
を
得
た
り
，
身
体
を
安
定
さ
せ
た
り
す
る
た
め
に
両
ア
ン
テ
ナ
間
の
ネ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
。

 

・
ネ
ッ
ト
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
相
手
チ
ー
ム
に
対
し
て
自
チ
ー
ム
が
有
利
な
状
況
を
不
正
に
つ
く
り
出
す
こ
と
。

 

・
相
手
チ
ー
ム
に
よ
る
正
当
な
ボ
ー
ル
へ
の
プ
レ
ー
の
試
み
に
対
し
，
そ
れ
を
妨
害
す
る
動
作
を
す
る
こ
と
。

 

・
ネ
ッ
ト
を
つ
か
ん
だ
り
，
握
っ
た
り
す
る
こ
と
。

 

Ｃ
）「

ネ
ッ
ト
に
触
れ
る
」
と
は
，

 

そ
の
選
手
の
動
き
に
よ
っ
て
起
き
る
接
触
だ
け
を
意
味
し
，
ボ
ー
ル
等
が
当
た
り
，
ネ
ッ
ト
が
動
い
た
た
め
に
起
き
る
接
触
は
，
反
則
に
は
な
ら
な
い
。
特
に
，

ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト
上
部
の
白
帯
に
当
た
っ
た
場
合
，
白
帯
は
数
cm
程
度
動
く
。
そ
の
た
め
に
ブ
ロ
ッ
カ
ー
に
ネ
ッ
ト
が
触
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
を
セ
カ
ン
ド
レ

フ
ェ
リ
ー
が
下
か
ら
み
て
い
る
と
，
選
手
が
ネ
ッ
ト
に
触
っ
た
の
と
見
分
け
が
つ
か
ず
，
反
則
と
し
て
ホ
イ
ッ
ス
ル
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
，
注
意
す
る
。
 

選
手
が
自
分
の
コ
ー
ト
上
で
自
分
の
プ
レ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
と
き
に
，
相
手
側
か
ら
の
ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト
に
当
た
り
，
ネ
ッ
ト
が
選
手
に
触
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
も
，
反
則
で
は
な
い
。
選
手
は
自
分
の
体
を
守
る
動
き
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
，
跳
ね
返
っ
て
き
た
ボ
ー
ル
の
方
向
を
故
意
に
変
え
る
た
め
に
ボ

ー
ル
に
向
か
っ
て
積
極
的
な
行
動
を
す
る
権
利
は
な
い
。
こ
れ
は
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
の
反
則
（
も
し
く
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
）
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 

＊
髪
の
毛
が
ネ
ッ
ト
に
触
れ
た
場
合
 

ボ
ー
ル
を
プ
レ
ー
す
る
相
手
に
影
響
を
与
え
た
り
，
ラ
リ
ー
を
中
断
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
時
の
み
反
則
と
す
る
。
例
え
ば
，
髪
の
毛
が
ネ
ッ
ト

の
網
目
に
か
ら
ま
り
，
プ
レ
ー
が
中
断
す
る
等
 

②
ゲ
ー
ム
中
に
大
き
な
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
の
反
則
の
見
逃
し
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
の
判
定
は
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
・
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ

リ
ー
で
行
う
。
 

③
ア
ン
テ
ナ
付
近
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
，
ブ
ロ
ッ
カ
ー
が
ア
ン
テ
ナ
に
触
れ
た
ケ
ー
ス
を
ア
タ
ッ
ク
ヒ
ッ
ト
の
ボ
ー
ル
が
ア
ン
テ
ナ
に
当
た
っ
た
反
則
と
間
違
え
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

 

④
判
定
の
際
に
は
，
誰
が
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
し
た
の
か
を
明
確
に
す
る
。
（
説
得
性
）
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

ネ ッ ト 際 の プ レ ー の 判 定 

ネ
ッ
ト
上
で
の
 

「
同

時
の

接
触

」

の
判
定
 

①
両
チ
ー
ム
の
選
手
が
ボ
ー
ル
の
押
し
合
い
に
よ
っ
て
，
ネ
ッ
ト
上
で
ボ
ー
ル
が

完
全
に
静
止
し
し
て
も
ラ
リ
ー
は
継
続
さ
れ
る
。

 

②
ネ
ッ
ト
上
で
同
時
の
接
触
後
，
そ
の
ボ
ー
ル
が
ア
ン
テ
ナ
に
当
た
っ
た
時
は
，
ダ

ブ
ル
フ
ォ
ル
ト
と
な
る
。

 

③
ネ
ッ
ト
上
で
同
時
の
接
触
後
，
そ
の
ボ
ー
ル
が
コ
ー
ト
外
に
落
ち
た
場
合
，
ネ
ッ

ト
を
基
準
に
ボ
ー
ル
の
反
対
側
の
選
手
が
最
後
に
触
れ
た
も
の
と
し
，
落
ち
た
反
対

側
の
チ
ー
ム
の
反
則
と
す
る
。
 

④
ネ
ッ
ト
上
端
で
，
両
チ
ー
ム
が
プ
レ
ー
し
よ
う
と
す
る
時
，
キ
ャ
ッ
チ
・
ボ
ー
ル

コ
ン
タ
ク
ト
・
オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
・
プ
レ
ー
後
の
ボ
ー
ル
の
方
向

等
に
気
を
付
け
る
。
 

⑤
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
は
，
瞬
間
的
に
判
定
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
，
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
強
く
，
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
を
少
々
長
め
に
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
，
選
手
，
役
員
，
観
衆
，
Ｔ
Ｖ
視
聴
者
に
対
し
て
説
得
力
が
高
ま
る
。
説
得
力
と
タ
イ

ミ
ン
グ
が
大
切
で
あ
る
。
 

①
両
チ
ー
ム
の
選
手
が
ボ
ー
ル
の
押
し
合
い
に
よ
っ
て
，
ネ
ッ
ト
上
で
ボ
ー

ル
が
完
全
に
静
止
し
し
て
も
ラ
リ
ー
は
継
続
さ
れ
る
。

 

②
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
側
の
プ
レ
ー
に
つ
い
て
は
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ

ー
が
先
に
判
定
を
下
し
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
に
伝
え
る
。
（
ボ
ー
ル

コ
ン
タ
ク
ト
の
場
合
は
胸
の
前
で
小
さ
く
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
を
出
し
，
ア
イ

コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
）

 

 

オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
 

①
オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
反
則
が
あ
っ
た
瞬
間
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
す
る
。
遅
れ
る
と

チ
ー
ム
が
不
信
感
を
持
つ
。

 

②
ブ
ロ
ッ
ク
を
除
き
，
オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
判
定
基
準
は
，
ネ
ッ
ト
の
上
端
か
ら
相

手
コ
ー
ト
上
に
手
を
出
し
て
，
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
位
置
が
ど
こ
で
あ
る
か
が
大
変
重

要
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
上
部
の
白
帯
の
ふ
く
ら
み
を
越
え
て
，
相
手
コ
ー
ト
の
空
間
で

ボ
ー
ル
に
触
れ
る
と
反
則
で
あ
る
。
 

③
オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
反
則
が
起
こ
り
そ
う
な
瞬
間
に
目
の
位
置
を
ネ
ッ
ト
上
に
お

き
，
選
手
の
手
と
ボ
ー
ル
の
接
点
を
し
っ
か
り
と
見
る
。

 

④
セ
ッ
タ
ー
の
ト
ス
ア
ッ
プ
や
ア
タ
ッ
ク
プ
レ
ー
が
十
分
に
可
能
で
あ
る
ボ
ー
ル
に

対
し
て
，
そ
の
前
，
ま
た
は
同
時
に
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
反
則
で
あ
る
。
特
に
セ

ッ
タ
ー
の
ト
ス
ア
ッ
プ
を
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
す
る
オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
見
逃
し
に
注
意

す
る
。
 

⑤
相

手
か

ら
向

か
っ

て
来

る
ボ

ー
ル

を
す

べ
て

ブ
ロ

ッ
ク

す
る

こ
と

は
で

き
る

が
，
平
行
ト
ス
が
相
手
コ
ー
ト
に
向
か
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
，
ア
タ
ッ
ク
ヒ
ッ
ト

の
前
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
し
た
場
合
は
反
則
で
あ
る
。

 

（
但
し
，
３
回
触
れ
た
ボ
ー
ル
は
除
く
）
 

⑥
相
手
か
ら
向
か
っ
て
く
る
ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト
を
越
え
な
い
場
合
は
，
ブ
ロ
ッ
ク
を

す
る
と
反
則
で
あ
る
。（

但
し
，
３
回
触
れ
た
ボ
ー
ル
は
除
く
） 
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

ネ ッ ト 際 の プ レ ー の 判 定 

ネ
ッ

ト
下

か
ら

の

相
手

コ
ー

ト
及

び

空
間
へ
の
侵
入
 

①
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
位
置
か
ら
も
，
ネ
ッ
ト
下
で
の
相
手
コ
ー
ト
，
お
よ

び
空
間
へ
の
侵
入
が
見
え
る
場
合
が
あ
る
。

 

①
片
方
の
足
が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
，
相
手
コ
ー
ト
に
触
れ
て
も
，
そ

の
一
部
が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
に
接
触
し
て
い
る
か
，
そ
の
真
上
に
残
っ
て
お

り
，
相
手
方
の
プ
レ
ー
を
妨
害
し
て
い
な
け
れ
ば
，
反
則
と
は
な
ら
な
い
。

足
と
は
く
る
ぶ
し
の
下
（
く
る
ぶ
し
を
含
ま
な
い
）
ま
で
と
考
え
る
。

(サ
ー

ビ
ス
ヒ
ッ
ト
時
も
同
様

) 

②
両
足
よ
り
上
部
の
身
体
の
い
か
な
る
部
分
が
，
相
手
コ
ー
ト
に
触
れ
て
も

反
則
と
な
ら
な
い
。
ま
た
，
ネ
ッ
ト
付
近
に
お
い
て
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
等
の

プ
レ
ー
で
相
手
コ
ー
ト
に
侵
入
し
た
時
に
，
両
足
が
完
全
に
相
手
コ
ー
ト
上

の
空
間
に
あ
っ
た
と
し
て
も
，
足
が
相
手
コ
ー
ト
に
触
れ
ず
，
相
手
方
の
プ

レ
ー
を
妨
害
し
て
い
な
け
れ
ば
反
則
と
し
な
い
。
 

③
上
記
①
②
と
も
相
手
方
プ
レ
ー
へ
の
妨
害
が
あ
る
と
判
断
し
た
ら
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ア
の
反
則
と
す
る
。
（
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
＝
反
則
が
起
き
た
地
点
を

指
し
，
必
要
で
あ
れ
ば
反
則
を
し
た
選
手
を
手
で
示
す
）

 

④
反
則
の
あ
っ
た
瞬
間
に
，
ホ
イ
ッ
ス
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

 

ア
ン

テ
ナ

外
通

過

の
判
定
 

①
ア
ン
テ
ナ
上
方
を
通
過
す
る
ボ
ー
ル
は
，
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ン
テ
ナ

上
方
を
通
過
し
た
時
点
で
は
判
定
を
し
な
い
。
相
手
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
か
ら
味
方
コ

ー
ト
へ
返
球
す
る
と
き
に
，
許
容
空
間
内
を
ボ
ー
ル
が
通
過
し
た
と
き
に
ホ
イ
ッ

ス
ル
を
す
る
。

 

②
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ス
に
い
る
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
が
判
定
で
き
る
の
で
，
そ
の
コ
ー

ス
の
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
確
認
し
て
判
定
を
す
る
。
試
合
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

確
認
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

③
サ
ー
ビ
ス
ボ
ー
ル
が
ア
ン
テ
ナ
に
触
れ
る
か
ア
ン
テ
ナ
外
側
を
通
過
し
た
場
合
，

も
し
く
は
チ
ー
ム
の
３
回
目
の
打
球
が
ア
ン
テ
ナ
外
側
を
通
過
し
た
場
合
は
，
ホ
イ

ッ
ス
ル
し
て
ボ
ー
ル
ア
ウ
ト
の
シ
グ
ナ
ル
を
示
す
。

 

①
ア
ン
テ
ナ
上
方
を
通
過
す
る
ボ
ー
ル
は
，
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
ア

ン
テ
ナ
上
方
を
通
過
し
た
時
点
で
は
判
定
を
し
な
い
。
相
手
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン

か
ら
味
方
コ
ー
ト
へ
返
球
す
る
と
き
に
，
許
容
空
間
内
を
ボ
ー
ル
が
通
過
し

た
と
き
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
す
る
。
 

②
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
の
位
置
は
選
手
の
プ
レ
ー
を
邪
魔
し
な
い
よ
う
に

プ
レ
ー
を
先
読
み
し
て
位
置
取
り
を
す
る
。
（
基
本
的
に
は
ポ
ー
ル
の
真
後

ろ
に
位
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）

 

③
レ
シ
ー
ブ
さ
れ
た
ボ
ー
ル
が
ア
ン
テ
ナ
外
か
そ
の
上
方
を
通
過
し
た
り
，

取
り
戻
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
で
許
容
空
間
内
に
返
球
さ
れ
た
時
の
位
置
取
り

は
，
基
本
的
に
は
ポ
ー
ル
の
後
か
ス
コ
ア
ラ
ー
テ
ー
ブ
ル
の
前
と
す
る
が
，

選
手
の
邪
魔
に
な
ら
な
け
れ
ば
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ス
に
入
っ
て
判
定
を
す
る
。

ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
と
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
 

④
サ
ー
ビ
ス
ボ
ー
ル
が
ア
ン
テ
ナ
に
触
れ
る
か
ア
ン
テ
ナ
外
側
を
通
過

し
た

場
合
，
も
し
く
は
チ
ー
ム
の
３
回
目
の
打
球
が
ア
ン
テ
ナ
外
側
を
通
過
し
た
場

合
は
，
ホ
イ
ッ
ス
ル
し
て
ボ
ー
ル
ア
ウ
ト
の
シ
グ
ナ
ル
を
示
す
。
 

 

ボ
ー

ル
が

ア
ン

テ

ナ
に

当
た

る
ケ

ー

ス
 

①
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
側
の
ア
ン
テ
ナ
お
よ
び
そ
の
外
側
の
ネ
ッ
ト
，
ロ
ー
プ
，

ワ
イ
ヤ
ー
，
支
柱
等
に
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
場
合
は
，
当
た
っ
た
瞬
間
に
ホ
イ
ッ

ス
ル
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

 

②
ア
ン
テ
ナ
付
近
で
ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト
の
上
端
に
当
た
っ
た
の
か
，
ア
タ
ッ
ク
し

た
ボ
ー
ル
が
ア
ン
テ
ナ
に
当
た
っ
た
の
か
，
ブ
ロ
ッ
ク
し
た
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た

の
か
ど
う
か
の
判
定
が
非
常
に
難
し
く
，
判
定
が
逆
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
の
で
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
，
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
確
認
し
て
正
確
な
判
定

す
る
。

 

③
ブ
ロ
ッ
カ
ー
が
ア
ン
テ
ナ
に
触
れ
る
ケ
ー
ス
は
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
 

④
ボ
ー
ル
に
集
中
し
過
ぎ
て
，
判
定
が
反
対
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
ブ
ロ
ッ
カ

ー
の
手
，
ア
ン
テ
ナ
を
視
野
に
入
れ
て
判
定
を
す
る
。

 

⑤
試

合
前

に
レ

フ
ェ

リ
ー

団
と

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

取
り

扱
い

方
法

を
確

認
す

る
。

 

①
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
側
の
ア
ン
テ
ナ
お
よ
び
そ
の
外
側
の
ネ
ッ
ト
，
ロ

ー
プ
，
ワ
イ
ヤ
ー
，
支
柱
等
に
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
場
合
は
，
当
た
っ
た
瞬

間
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

②
ア
ン
テ
ナ
付
近
で
ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト
の
上
端
に
当
た
っ
た
の
か
，
ア
タ
ッ

ク
し
た
ボ
ー
ル
が
ア
ン
テ
ナ
に
当
た
っ
た
の
か
，
ブ
ロ
ッ
ク
し
た
ボ
ー
ル
が

当
た
っ
た
の
か
ど
う
か
の
判
定
が
非
常
に
難
し
く
，
判
定
が
逆
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が

あ
る
の
で
，
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
確
認
し
て
正
確
な
判
定
す

る
。
 

③
ブ
ロ
ッ
カ
ー
が
ア
ン
テ
ナ
に
触
れ
る
ケ
ー
ス
は
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。

 

④
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
側
で
は
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
は
ポ
ー
ル
か
ら

１
ｍ
～
２
ｍ
離
れ
，
ア
ン
テ
ナ
上
端
か
ら
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
視
界
に
入
る

よ
う
に
す
る
。
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド

 
レ
フ
ェ
リ
ー

 
ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

ボ
ー
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
 

①
す
べ
て
の
プ
レ
ー
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
基
準
は
同
一
で
あ
る
。

 

②
疑
わ
し
き
は
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
し
な
い
。
し
か
し
，
最
近
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
基
準
に
つ
い
て
若
干
の
幅
が
あ
り
過
ぎ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
レ
フ
ェ
リ
ー
ス
タ

ン
ド
か
ら
見
る
の
と
，
ベ
ン
チ
か
ら
見
る
の
と
，
役
員
席
か
ら
見
る
の
と
で
は
，
見
る
位
置
に
よ
っ
て
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
基
準
の
違
い
が
で
る
。
し
た
が
っ
て
，

誰
が
ど
こ
か
ら
見
て
も
反
則
プ
レ
ー
は
確
実
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
で
き
る
よ
う
に
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
基
準
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

③
最
初
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て
か
ら
投
げ
る
と
い
う
２
つ
の
プ
レ
ー
動
作
を
伴
う
プ
レ
ー
は
キ
ャ
ッ
チ
の
反
則
で
あ
る
。
 

④
特
に
ボ
ー
ル
を
置
く
方
向
を
変
え
る
フ
ェ
イ
ン
ト
攻
撃
（
「
テ
ィ
ッ
プ
」
）
が
使
用
さ
れ
た
場
合
，
ボ
ー
ル
タ
ッ
チ
に
注
意
を
払
う
。
 

ア
タ
ッ
ク
ヒ
ッ
ト
の
際
，
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
投
げ
た
り
し
な
け
れ
ば
，
「
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
」
が
認
め
ら
れ
る
。
「
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
は
，
片
手
や

指
で
静
か
に
ネ
ッ
ト
の
高
さ
よ
り
完
全
に
上
の
ボ
ー
ル
を
ア
ッ
タ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
あ
る
。
テ
ィ
ッ
プ
後
の
ボ
ー
ル
が
瞬
時
に
リ
バ
ウ
ン
ド
せ
ず
，
手
が
伴
っ

た
り
，
投
げ
ら
れ
た
り
し
た
場
合
は
反
則
で
あ
る
。
 

 
 

 

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド

パ
ス
 

①
ボ
ー
ル
と
手
が
触
れ
る
瞬
間
だ
け
を
見
て
判
定
を
す
る
こ
と
。
フ
ォ
ー
ム
や
音
に
影
響
さ
れ
て
判
定
を
し
な
い
こ
と
。

 

②
２
段
ト
ス
，
ト
ス
等
の
プ
レ
ー
で
，
左
右
の
手
の
バ
ラ
ツ
キ
，
ま
た
指
先
か
ら
手
の
平
に
当
た
る
ケ
ー
ス
は
，
ダ
ブ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
で
あ
る
。
 

③
左
右
に
動
い
た
り
し
て
の
パ
ス
や
早
い
ボ
ー
ル
を
処
理
す
る
ケ
ー
ス
に
起
こ
り
や
す
い
キ
ャ
ッ
チ
に
注
意
す
る
。
ま
た
，
手
の
ひ
ら
で
“
パ
ン
”
と

当
て
る
こ
と
は
反
則
で
は
な
い
が
，
指
が
引
っ
か
か
る
ケ
ー
ス
は
キ
ャ
ッ
チ
で
判
定
を
す
る
。

 

④
サ
ー
ビ
ス
の
レ
シ
ー
ブ
で
は
，
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
の
指
を
使
っ
た
動
作
で
キ
ャ
ッ
チ
を
し
た
場
合
は
反
則
に
な
る
の
で
，
正
確
に
判
定
す
る
。
 

⑤
相
手
方
コ
ー
ト
に
返
球
す
る
プ
レ
ー
で
の
ダ
ブ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
・
キ
ャ
ッ
チ
の
見
逃
し
に
気
を
付
け
る
。
 

 
 

 

ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
ド
 

パ
ス
 

ボ
ー
ル
が
ブ
ロ
ッ
カ
ー
と
ネ
ッ
ト
の
間
に
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
プ
レ
ー
で
も
，
次
の
カ
バ
ー
プ
レ
ー
が
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
シ
ー
ブ
の
場
合
，
一
連
の
動
作

中
で
あ
れ
ば
，
ダ
ブ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
の
反
則
に
は
し
な
い
。
ボ
ー
ル
が
静
止
し
て
し
ま
う
プ
レ
ー
は
キ
ャ
ッ
チ
の
反
則
と
な
る
。
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
は
明
確
に
静

止
し
た
場
合
の
み
ホ
イ
ッ
ス
ル
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 

 

ト
ス
 

①
キ
ャ
ッ
チ
の
反
則
は
，
手
の
中
に
止
ま
る
か
，
キ
ャ
リ
ー
の
長
い
プ
レ
ー
の
時
に
生
じ
る
。
し
か
し
，
一
連
の
流
れ
の
あ
る
プ
レ
ー
は
反
則
と
す
べ
き
で

は
な
い
。
ボ
ー
ル
を
た
め
る
た
め
に
肘
や
手
首
を
使
っ
て
引
き
込
む
プ
レ
ー
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
，
ど
こ
で
ボ
ー
ル
を
捕
ら
え
，
い
つ
離
し
た

か
を
見
分
け
て
判
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

②
胸
の
前
か
ら
の
バ
ッ
ク
ト
ス
や
頭
上
か
ら
前
へ
流
す
ト
ス
な
ど
で
起
こ
り
や
す
い
キ
ャ
ッ
チ
や
，
潜
り
込
ん
で
ト
ス
を
上
げ
る
ケ
ー
ス
で
の
左
右
の

手
の
バ
ラ
ツ
キ
と
，
ネ
ッ
ト
際
に
走
っ
て
い
っ
て
ト
ス
を
上
げ
る
ケ
ー
ス
で
の
左
右
の
手
の
バ
ラ
ツ
キ
に
よ
る
ダ
ブ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

 

③
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ド
ト
ス
に
対
し
て
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
基
準
は
，
指
と
手
の
平
と
の
間
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
プ
レ
ー
，
手
の
平
で
転
が
る
よ
う
な
プ
レ

ー
な
ど
は
，
手
の
中
で
ボ
ー
ル
が
止
ま
っ
て
い
る
と
判
断
し
，
キ
ャ
ッ
チ
と
す
る
。
ま
た
，
手
の
中
で
止
め
る
プ
レ
ー
，
肘
で
押
し
あ
げ
る
２
段
モ
ー
シ

ョ
ン
の
プ
レ
ー
，
投
げ
る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ー
の
プ
レ
ー
も
す
べ
て
，
キ
ャ
ッ
チ
と
す
る
。
指
先
だ
け
に
ボ
ー
ル
が
当
た
る
プ
レ
ー
は
反
則
で
は
な
い
。

 

④
ネ
ッ
ト
上
段
で
セ
ッ
タ
ー
が
ト
ス
を
す
る
時
（
Ａ
ク
イ
ッ
ク
等
）
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
は
ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ド
か
ら
見
る
と
良
く
見
え
る
場
合
も
あ
る
。
 

           

 

 

テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
 

①
次
の
よ
う
な
プ
レ
ー
が
反
則
と
考
え
ら
れ
る
。
プ
レ
ー
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
，
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
，
自
分
で
も
プ
レ
ー
し

て
判
定
基
準
を
確
立
す
る
。
テ
ィ
ッ
プ
後
の
ボ
ー
ル
が
瞬
時
に
リ
バ
ウ
ン
ド
せ
ず
，
手
が
伴
っ
た
り
，
投
げ
ら
れ
た
り
し
た
場
合
は
反
則
で
あ
る
。
 

a 
ボ
ー
ル
を
長
く
引
っ
張
る
プ
レ
ー
 

b 
ぶ
ら
下
が
り
な
が
ら
引
き
下
ろ
す
プ
レ
ー
 

c 
ネ
ッ
ト
の
低
い
位
置
か
ら
い
っ
た
ん
持
ち
上
げ
て
相
手
コ
ー
ト
に
投
げ
降
ろ
す
プ
レ
ー
 

d 
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ス
や
ス
ピ
ー
ド
を
２
段
動
作
で
変
え
る
プ
レ
ー
 

②
ボ
ー
ル
を
つ
か
む
，
投
げ
る
，
ボ
ー
ル
方
向
を
変
え
る
，
持
ち
上
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ー
は
キ
ャ
ッ
チ
の
反
則
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
フ
ァ
ー
ス
ト
レ

フ
ェ
リ
ー
は
，
ボ
ー
ル
が
接
触
し
て
い
る
状
況
を
的
確
に
判
定
す
る
。
  

《
反
則
と
な
り
う
る
ケ
ー
ス
の
例
》
  

a)
肘
を
ま
げ
て
ボ
ー
ル
に
接
触
し
，
そ
の
肘
を
完
全
に
伸
ば
し
て
プ
レ
ー
し
た
場
合
は
，
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
こ
と
に
な
る
た
め
，
キ
ャ
ッ
チ
で
あ
る
。
 

b)
肩
の
ラ
イ
ン
の
後
ろ
で
ボ
ー
ル
に
接
触
し
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
選
手
，
ボ
ー
ル
を
相
手
方
ブ
ロ
ッ
ク
に
押
し
つ
け
方
向
を
変
え
て
押
し
出
す
プ
レ
ー
に
つ
い
て

は
，
ボ
ー
ル
に
手
を
伴
っ
て
運
ぶ
時
間
が
長
い
た
め
キ
ャ
ッ
チ
の
反
則
と
な
る
。
 

③
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
は
「
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
」
の
判
定
に
関
し
て
は
，
プ
レ
ー
を
先
に
読
ん
で
，
ネ
ッ
ト
上
に
目
を
残
し
て
判
定
を
す
る
。 
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

ボ
ー
ル
イ
ン
，
ア
ウ
ト
 

①
ボ
ー
ル
が
床
に
落
ち
た
瞬
間
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
す
る
。
ま
た
，
ラ
イ
ン
際
の
判
定

に
つ
い
て
は
，
強
く
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
す
る
。

 

②
ラ
イ
ン
判
定
は
，
レ
フ
ェ
リ
ー
ス
タ
ン
ド
か
ら
イ
ン
，
ア
ウ
ト
の
判
定
基
準
を
持

ち
，
最
初
に
自
身
で
判
定
し
，
そ
の
後
に
担
当
の
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
素
早
く
確
認

し
て
，
最
終
判
定
を
す
る
。
 

③
レ
フ
ェ
リ
ー
の
判
定
が
遅
れ
れ
ば
，
ア
ピ
ー
ル
の
原
因
と
な
る
の
で
，
タ
イ
ミ
ン
グ

良
く
判
定
を
す
る
。
 

④
も
し
も
，
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
の
判
定
が
間
違
っ
て
い
れ
ば
，
片
方
の
手
で
軽
く
お
さ

え
る
動
作
を
し
て
か
ら
判
定
を
覆
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
ラ

イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
お
さ
え
て
か
ら
最
終
判
定
を
示
す
。
（
ワ
ン
タ
ッ
チ
の
場
合
も

同
様
）

 

ボ
ー
ル
イ
ン
・
ア
ウ
ト
の
判
定
は
，
基
本
的
に
は
行
わ
な
い
が
，
状
況
に
応

じ
て
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー

を
補
佐
す
る
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
，

ネ

ッ
ト
か
ら
目
線
を
早
く
移
動
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

 

 

パ
ン
ケ
ー
キ
 

①
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
は
目
の
位
置
を
下
げ
て
見
る
。
確
認
で
き
な
い
と
き

に
は
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
，
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
を
確
認
し
て
か
ら
ホ
イ
ッ
ス
ル
す

べ
き
で
あ
る
。
 

②
試
合
前
に
合
図
の
仕
方
に
つ
い
て
，
審
判
団
で
念
入
り
に
打
ち
合
わ
せ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

 

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
，
ボ
ー
ル
が
床
に
落
ち
た
か
ど
う
か
確
認
で
き

な
い

ケ
ー

ス
は

，
確

実
に

床
に

落
ち

て
い

る
場

合
は

ホ
イ

ッ
ス

ル
を

す

る
。
タ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
が
起
こ
り
そ
う
も
な
い
場
合
は
，
ボ
ー
ル
を
見
る
。

 

 

物
体
利
用
の
プ
レ
ー
 

①
競
技
エ
リ
ア
内
で
物
体
（

レ
フ

ェ
リ

ー
ス

タ
ン

ド
や

ポ
ー

ル
等

）
を

利
用

し
た

り
，
味
方
の
選
手
を
利
用
し
て
プ
レ
ー
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
反
則
で
あ
る
。
 

②
競
技
エ
リ
ア
の
外
側
で
は
，
物
体
（
ベ
ン
チ
，
フ
ェ
ン
ス
等
）
や
観
客
席
に
上
が

っ
て
プ
レ
ー
し
て
も
許
さ
れ
る
。（

但
し
，
自
チ
ー
ム
側
の
競
技
エ
リ
ア
外
に
限
る
）
 

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
確
認
で
き
な
い
プ
レ
ー
は
，
ホ
イ
ッ
ス
ル
し
判

定
を
す
る
。
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【
試
合
の
中
断
に
関
す
る
技
術
】

 

 
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
 

ス
コ
ア
ラ
ー

 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
 

正
規
の
試
合
中
断
の
要
求
は
，
ラ
リ
ー
完
了
か
ら
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
次
の
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
ま
で
の
間
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
（
規
則
１
５
）
ノ
ー
カ
ウ
ン
ト
に
な

っ
た
場
合
は
，
全
て
の
中
断
の
要
求
は
認
め
ら
れ
な
い
。

 

不
当
な
要
求
が
適
用
さ
れ
た
場
合
に
は
，
同
じ
チ
ー
ム
に
よ
る
同
じ
種
類
の
中
断
の
要
求
は
認
め
な
い
が
異
な
る
種
類
の
中
断
の
要
求
は
認
め
ら
れ
る
。
（
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
は
認
め
ら
れ
な
い
が
，

選
手
交
代
の
要
求
は
認
め
ら
れ
る
）
た
だ
し
，
不
当
な
要
求
の
う
ち
，
ラ
リ
ー
中
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
と
同
時
か
そ
の
後
の
試
合
中
断
の
要
求
は

，
サ
ー
ビ
ス
の
実
行
が
優
先
さ
れ

る
。
ま
た
，
遅
延
警
告
が
適
用
さ
れ
た
場
合
は
，
同
じ
チ
ー
ム
に
よ
る
中
断
の
要
求
は
次
の
ラ
リ
ー
が
完
了
す
る
ま
で
認
め
ら
れ
な
い
。
（
け
が
や
病
気
に
よ
る
選
手
交
代
を
除
く
）

 

ラ
リ
ー
が
完
了
し
た
場
合
は
，
全
て
の
中
断
の
要
求
が
認
め
ら
れ
る
。

 

①
監
督
が
ブ
ザ
ー

と
ハ

ン
ド

シ
グ

ナ
ル

で
タ

イ
ム

ア
ウ

ト
を

要
求

す
る

。
監
督
が
不
在

の
場

合
は
コ
ー

チ
ま

た
は
ゲ
ー
ム

キ
ャ
プ
テ

ン
が

要
求

す
る

。
フ
ァ
ー
ス
ト

レ
フ

ェ
リ
ー

は
ハ

ン
ド
シ
グ
ナ
ル
（

Tの
字
）
を
示
す
必
要
は
な
い
。

 
②
必
ず
監
督
や
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
(監

督
が
不
在
の
場
合
)が

 

公
式
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
（
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
）
を
示
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
見
て
，
示
し
て
い
る
場
合
の
み
ホ
イ
ッ
ス
ル
し
て
タ

イ
ム
ア
ウ
ト
を
許
可
す
る
。
示
し
て
な
い
時
は
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ

フ
ェ
リ
ー
は
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
し
て
ゲ
ー
ム
を
続

行
す
る
。
 

③
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
と
同
時
か
，
あ
る
い
は
そ
の
後
の

要
求
は
拒
否
さ
れ
る
。
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
は
ホ
イ
ッ
ス
ル

し
な
い
で
拒
否
を
す
る
。
ラ
リ
ー
終
了
後
，
記
録
用
紙
に
不
当

な
要
求
と
し
て
記
載
す
る
。
も
し
も
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が

ホ
イ
ッ
ス
ル
し
た
場
合
，
選
手
が
ベ
ン
チ
に
戻
っ
て
し
ま
う
な

ど
試
合
を
遅
ら
せ
た
と

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー

が
判
断
し

た
時
は
遅
延
と
し
，
特
に
試
合
を
遅
ら
せ
ず
に
再
開
で
き

る

時
に
は
遅
延
と
は
せ
ず
に
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
吹

 

き
直
し
，
そ
の
ラ
リ
ー
の
終
了
後
に
不
当
な
要
求
の
処
置
を
行

う
。
ま
た
，
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
の
許
容
回
数
を
越
え
て
の
要
求
も

同
様
に
扱
う
。
 

④
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
の
時
に
，
ゲ
ー
ム
再
開
の
合
図
が
あ
っ
た
後
 

も
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
を
長
引
か
せ
る
場
合
，
遅
延
警
告
の
対
象
と

な
る
。
セ
ッ
ト
間
も
同
様
で
あ
る
。
 

（
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
再
度
指
導
し
た
に
も
係
ら
ず
，
中

断
を
長
引
か
せ
る
行
為
は
，
遅
延
警
告
と
す
る
）
 

①
公
式
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
を
示
し
な
が
ら
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
し
，
そ
の
後
，
要
求
し
た
チ
ー

ム
の
サ
イ
ド
を
示
す
。
 

②
必

ず
監

督
や

ゲ
ー

ム
キ

ャ
プ

テ
ン

が
公

式
ハ

ン
ド

シ
グ

ナ
ル
（
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
）
を
示
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
見
て
，
示
し

て
い

る
場

合
の

み
ホ

イ
ッ

ス
ル

し
て

タ
イ

ム
ア

ウ
ト

を
許

可
す

る
。
示
し
て
な
い
時
は
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
は
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
し
て
ゲ
ー

ム
を
続
行
す
る
。
 

③
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
と
同
時
か
，
あ
る
い
は
そ
の
後
の
要
求
は
拒
否
さ
れ
る
。
セ
カ
ン
ド
レ

フ
ェ
リ
ー
は
ホ
イ
ッ
ス
ル
し
な
い
で
拒
否
を
す
る
。
ラ
リ
ー
終
了
後
，
記
録
用
紙
に
不
当
な
要
求
と
し

て
記
載
す
る
。
も
し
も
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
ホ
イ
ッ
ス
ル
し
た
場
合
，
選
手
が
ベ
ン
チ
に
戻
っ
て

し
ま
う
な
ど
試
合
を
遅
ら
せ
た
と
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
判
断
し
た
時
は
遅
延
と
し
，
特
に

試
合
を
遅
ら
せ
ず
に
再
開
で
き
る
時
に
は
遅
延
と
は
せ
ず
に
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
吹

き
直

し
，
そ
の
ラ
リ
ー
の
終
了
後
に
不
当
な
要
求
の
処
置
を
行
う
。
ま
た
，
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
の
許
容
回
数
を

越
え
て
の
要
求
も
同
様
に
扱
う
。
 

④
選
手
が
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
の
ベ
ン
チ
近
く
に
戻
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
を
す
る
。
 

⑤
ス
コ
ア
ラ
ー
の
業
務
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
と
リ
ベ
ロ
の
位
置

の
確
認
を
行

う
。
そ
し
て
，

２
回
目
の
タ
イ

ム
ア
ウ
ト
を

フ
ァ

ー
ス
ト
レ
フ

ェ
リ
ー

へ
通
告
す

る
。
 

（
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
に
は
，
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
中
に
通
告
す
る
）
 

⑥
チ
ー
ム
が
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
の
終
了
前
に
コ
ー
ト
に
入
る
こ
と
や
，
リ
ベ
ロ
の
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン

ト
が
正
し
く
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ

 

⑦
３
０
秒
た
っ
た
ら
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
す
る
。
２
回
目

の
タ
イ
ム
ア
ウ
ト

は
，
当
該
チ
ー
ム
の
監
督
に
通
告
す
る
。（

監
督
の
所
ま
で
行
か
な
く
て
も
，
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
使
用
し

て
通
告
す
る
）
 

⑧
ゲ
ー
ム
再
開
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
後
，
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
を
長
引
か
せ
た
場
合
，
再
度
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
し

て
再
開
を
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
が
，
次
は
遅
延
警
告
の
対
象
と
な
り
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
に

伝
え
る
。
 

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
を
記
録
し
，

そ
の
回
数
を
統
御
す
る
。
 

ま
た
，
２
回
目
の
タ
イ
ム

ア
ウ
ト
を
セ
カ
ン
ド
レ
フ

ェ
リ
ー
に
知
ら
せ
る
。
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フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー

 
ス
コ
ア
ラ
ー
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

選
手
交
代
 

(選
手
交
代
の
手
順
参
照
) 

正
規
の
試
合
中
断
の
要
求
は
，
ラ
リ
ー
完
了
か
ら
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
次
の
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
ま
で
の
間
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
規
則
１
５
）
ノ
ー
カ
ウ
ン
ト
に
な
っ
た

場
合
は
，
全
て
の
中
断
の
要
求
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 

不
当
な
要
求
が
適
用
さ
れ
た
場
合
は
，
同
じ
チ
ー
ム
に
よ
る
同
じ
種
類
の
中
断
の
要
求
は
認
め
な
い
が
異
な
る
種
類
の
中
断
の
要
求
は
認
め
ら
れ
る
。（

選
手
交
代
は
認
め
ら
れ
な
い
が
，
タ
イ
ム
ア

ウ
ト
の
要
求
は
認
め
ら
れ
る
。
）
た
だ
し
，
不
当
な
要
求
の
う
ち
，
ラ
リ
ー
中
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
と
同
時
か
そ
の
後
の
試
合
中
断
の
要
求
は
，
サ
ー
ビ
ス
の
実
行
が
優
先
さ
れ
る
。
ま
た
，

遅
延
警
告
が
適
用
さ
れ
た
場
合
は
，
同
じ
チ
ー
ム
に
よ
る
中
断
の
要
求
は
次
の
ラ
リ
ー
が
完
了
す
る
ま
で
認
め
ら
れ
な
い
。
(け

が
や
病
気
に
よ
る
選
手
交
代
を
除
く
) 

ラ
リ
ー
が
完
了
し
た
場
合
は
，
全
て
の
中
断
の
要
求
が
認
め
ら
れ
る
。

 
①
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
は
，
選
手
交
代
の
公
式
ハ
ン
ド
シ

グ
ナ
ル
を
示
す
必
要
は
な
い
。

 
②
選
手
が
選
手
交
代
ゾ
ー
ン
に
入
り
，
ス
コ
ア
ラ
ー
が
ブ
ザ
ー

を
鳴
ら
し
て
も
，
選
手
が
準
備
を
出
来
て
い
な
い
場
合
は
，
拒

否
を
し
て
遅
延
の
罰
則
を
適
用
す
る
。
 

③
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
後
に
選
手
が
選
手
交
代
ゾ
ー

ン
に
入
っ
て
き
た
場
合
は
，
要
求
は
拒
否
す
る
。
そ
の
ラ
リ
ー

終
了
後
不
当
な
要
求
と
し
て
扱
う
。
も
し
も
ス
コ
ア
ラ
ー
が
ブ

ザ
ー
を
鳴
ら
し
た
場
合
，
ま
た
は
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
ホ
イ

ッ
ス
ル
し
た
場
合
，
試
合
を
遅
ら
せ
た
と
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ

ー
が
判
断
し
た
時
は
遅
延
と
し
，
特
に
試
合

を
遅

ら
せ

ず
に

再

開
で

き
る

時
は

ラ
リ

ー
終

了
後

に
不

当
な
要
求
の
罰
則
を
与

え
る
。

 

④
複
数
の
要
求
が
あ
り
，
交
代
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
る
途

中
に
，
そ
の
他
の
要
求
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
も
，
罰
則
を
適
用

し
な
い
。
 

⑤
２
組
の
交
代
の
要
求
が
あ
っ
た
が
，
２
組
目
が
遅
れ
て
き
た

場
合
，
１
組
目
の
交
代
を
認
め
て
２
組
目
は
拒
否
す
る
。
 

①
ブ
ザ
ー
を
確
認
し
た
ら
，
ポ
ー
ル
付
近
で
交
代
す
る
選
手
の

 

方
を
向
き
，
手
で
合
図
を
す
る
こ
と
で
，
交
代
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
。
 

②
選
手
が
選
手
交
代
ゾ
ー
ン
に
入
り
，
ス
コ
ア
ラ
ー
が
ブ
ザ
ー

 

を
鳴
ら
し
て
も
，
選
手
が
準
備
を
出
来
て
い
な
い
場
合
は
，
拒

否
を
し
て
遅
延
の
罰
則
を
適
用
す
る
。
 

③
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
後
に
選
手
が
選
手
交
代
ゾ
ー

ン
に
入
っ
て
き
た
場
合
は
，
要
求
は
拒
否
す
る
。
そ
の
ラ
リ
ー

終
了
後
不
当
な
要
求
と
し
て
扱
う
。
も
し
も
ス
コ
ア
ラ
ー
が
ブ
ザ

ー
を
鳴
ら
し
た
場
合
，
ま
た
は
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
ホ
イ
ッ

ス
ル
し
た
場
合
，
試
合
を
遅
ら
せ
た
と
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー

が
判
断
し
た
時
は
遅
延
と
し
，
特
に
試

合
を

遅
ら

せ
ず

に
再

開
で
き
る

時
は

ラ
リ
ー
終

了
後

に
不

当
な
要
求
の
罰
則
を
与
え

る
。
 

④
２
組
以
上
の
交
代
を
要
求
す
る
場
合
は
，
１
組
目
が
選
手
交

代
ゾ
ー
ン
に
入
っ
て
き
た
と
き
，
２
組
目
の
交
代
選
手
は
，
サ

イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
待
た
せ
て
，
ス
コ
ア
ラ

ー
の
両
手
が
上
が
る
の
を
確
認
し
た
後
，
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
移
動
さ

せ
，
２
組
目
の
交
代
を
行
う
。
ま
た
，
選
手
交
代
の
回
数
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
次
に
当
該
チ
ー
ム
監
督

に
５
回
目
と
６
回
目
の
選
手
交
代
を
通
告
す
る
。
 

⑤
２
組
の
交
代
を
要
求
が
あ
っ
た
が
，
２
組
目
が
遅
れ
て
き
た

場
合
，
１
組
目
の
交
代
を
認
め
て
２
組
目
は
拒
否
す
る
。
 

⑥
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
も
，
ス
コ
ア
ラ
ー
と
の

協
力
が
大
切
で
あ
る
。
 

①
選

手
が

，
選

手
交

代
ゾ

ー
ン

に
入

っ
た

ら
ブ

ザ
ー

を
鳴

ら
し
，
コ
ー
ト
内
の
選
手
と
交
代
選
手
が
正
規
の
交
代
で
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
記
録
用
紙
に
記
入
し
，
完
了
し
た
ら

両
手
を
上
げ
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
に
合
図
を
送
る
。
 

②
選
手
交
代
を
記
録
し
，
そ
の
回
数
を
統
御
す
る
。
５
回
目
，

６
回
目
を
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
に
通
告
す
る
。
 

③
ス
コ
ア
ラ
ー
が
記
録
を
完
了
す
れ
ば
，
両
手
を
上
げ
選
手
交

 

代
が
問
題
な
く
完
了
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
（
複
数
の
場
合

は
１
回
ず
つ
両
手
を
上
げ
，
区
切
っ
て
行
う
）
そ
の
後
，
次
の

サ
ー
バ
ー
を
確
認
す
る
。
 

④
選
手
が
負
傷
で
正
規
の
，
あ
る
い
は
，
例
外
的
な
選
手
交
代

を
し
た
場
合
は
，
そ
の
事
実
と
負
傷
し
た
選
手
の
番
号
，
負
傷

が
発
生
し
た
セ
ッ
ト
，
負
傷
時
の
ス
コ
ア
を
リ
マ
ー
ク
欄
に
記

入
す
る
。
 

⑤
選
手
が
退
場
・
失
格
で
，
例
外
的
な
選
手
交
代
を
し
た
場
合

は
，
そ
の
事
実
を
リ
マ
ー
ク
欄
に
記
入
す
る
。
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【
リ
ベ
ロ
の
交
代
に
関
す
る
技
術
】

 

 
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー

 
ス
コ
ア
ラ
ー
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー

 

リ
ベ
ロ
の
登
録
 

①
構
成
メ
ン
バ
ー
が
１
３
名
以
上
の
場
合
，
２
名
の
リ
ベ
ロ
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

②
１
チ
ー
ム
が
７
人
（
リ
ベ
ロ
が
１
人
）
，
８
人
（
リ
ベ
ロ
２
人
）
の
場
合
，
１
名
の
選
手
が
負
傷
や
病
気
に
よ
り
プ
レ
ー
の
続
行
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
は
，
リ
ベ
ロ
を
加
え
て
６
名
の
選
手
に

し
て
競
技
を
続
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
７
人
（
リ
ベ
ロ
が
１
人
）
の
場
合
は
，
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
リ
ベ
ロ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
ま
ま
で
競
技
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
，
８
人
（
リ
ベ
ロ

が
２
人
）
の
場
合
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
替
え
る
か
，
ビ
ブ
ス
を
つ
け
る
な
ど
で
誰
が
リ
ベ
ロ
と
わ
か
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
，
負
傷
や
病
気
と
な
っ
た
選
手
は
そ
の
試
合
，
コ

ー
ト
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

リ
ベ
ロ
の
動
作
 

①
リ
ベ
ロ
が
，
自
チ
ー
ム
の
フ
ロ
ン
ト
ゾ
ー
ン
内
ま
た
は
そ
の
 

延
長
で
指
を
用
い
た
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
パ
ス
で
あ
げ
た
ボ
ー

ル
を
他
の
選
手
が
，
ネ
ッ
ト
上
端
よ
り
高
い
位
置
で
の
ア
タ
ッ

ク
ヒ
ッ
ト
を
完
了
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

よ
っ
て
リ
ベ
ロ
が
フ
ロ
ン
ト
ゾ
ー
ン
内
で
あ
げ
る
パ
ス
に
つ
い

て
，
十
分
に
確
認
を
す
る
。

 

①
リ
ベ
ロ
が
，
フ
ロ
ン
ト
ゾ
ー
ン
内
ま
た
は
そ
の
延
長
で
指
を

 

用
い
た
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
パ
ス
で
あ
げ
た
こ
と
を
，
フ
ァ
ー
ス

ト
レ

フ
ェ

リ
ー

が
確

認
で
き
て
い
な
い
場
合
，
確
認
で
き
た

ら
，
ア
タ
ッ
ク
ヒ
ッ
ト
の
反
則
で
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
す
る
。
 

 

リ
ベ
ロ
の
 

リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
 

①
リ
ベ
ロ
と
他
の
選
手
と
の
交
代
は
，
正
規
の
選
手
交
代
の
回
 

数
に
は
数
え
な
い
。
そ
の
回
数
は
無
制
限
だ
が
，
他
の
選
手
と

の
交
代
の
間
に
は
，
１
つ
の
ラ
リ
ー
が
終
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
リ
ベ
ロ
が
，
コ
ー
ト
か
ら
出
る
と
き
は
，
入
れ
替
わ
っ

た
選
手
（
ま
た
は
リ
ベ
ロ
が
２
人
い
る
場
合
は
も
う
ひ
と
り
の

リ
ベ
ロ
）
と
の
み
交
代
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

②
１

つ
の

ラ
リ
ー

の
完

了
と

は
，

ど
ち

ら
か

の
チ

ー
ム

が
得

点
を
得
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
ダ
ブ
ル
フ
ォ
ル
ト
（
ノ
ー

カ
ウ
ン
ト
）
は
ラ
リ
ー
の
完
了
で
は
な
い
。
正
規
の
試
合
中

断
や
リ
ベ
ロ
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
は
認
め
ら
れ
な
い
。

 

③
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
後
に
行
わ
れ
る
交
代
は
，
サ

ー
ビ
ス
を
打
つ
前
で
あ
れ
ば
拒
否
さ
れ
な
い
が
，
そ
の
ラ
リ
ー

終
了
後
に
口
頭
で
注
意
さ
れ
る
。
同
一
試
合
中
に
繰
り
返
し
た
場

合
は
，
遅
延
に
対
す
る
罰
則
の
対
象
と
な
り
，
同
一
試
合
中
，
累
進

さ
れ
る
。
例
え
ば
，
遅
延
反
則
の
場
合
，
ラ
リ
ー
を
中
断
し
，
直

ち
に
遅
延
行
為
に
対
す
る
罰
則
を
適
用
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合

（
遅
延
警
告
や
遅
延
反
則
）
の
リ
ベ
ロ
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
は

有
効
と
す
る
。

 

④
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
判
っ
て
い
る
場
合
は
，
サ
ー
ビ

ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
セ
カ
ン
ド
レ
フ

ェ
リ
ー
を
と
お
し
て
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
に
確
認
を
す

る
。

 

⑤
次
の
ラ
リ
ー
の
開
始
前
に
不
法
な
リ
ベ
ロ
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン

ト
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
，
レ
フ
ェ
リ
ー
に
よ
り
正
し
く
直
さ

れ
，
チ
ー
ム
に
は
遅
延
行
為
に
対
す
る
罰
則
を
適
用
す
る
。
 

①
リ
ベ
ロ
お
よ
び
リ
ベ
ロ
と
交
代
す
る
選
手
は
，
チ
ー
ム
の
ベ

 

ン
チ
前
の
ア
タ
ッ
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
の
間
の
サ
イ

ド
ラ
イ
ン
か
ら
コ
ー
ト
に
出
入
り
す
る
こ
と
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
。
 

              ②
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
判
っ
て
い
る
場
合
は
，
フ
ァ
ー

ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
直
後
に

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
ホ
イ
ッ
ス
ル
し
ス
コ
ア
ラ
ー
に
確

認
を
す
る
。
 

③
次
の
ラ
リ
ー
の
開
始
前
に

不
法
な
リ
ベ
ロ
リ
プ
レ
イ
ス
メ

ン
ト
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
，

レ
フ
ェ
リ
ー
に
よ
り
正
し
く

直
さ
れ
，
チ
ー
ム
に
は
遅
延
行
為
に
対
す
る
罰
則
を
適
用
す

る
。
 

                  ※
リ
ベ
ロ
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
の
確
認
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ

ア
ラ
ー
の
責
務
で
あ
る
。
 

  不
法
な
リ
ベ
ロ
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
時
，
ア
シ
ス

タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
は
，
サ
ー
ビ
ス
の
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
後

か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
ヒ
ッ
ト
の
前
に
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
指
摘
し
，

チ
ー
ム
に
は
遅
延
行
為
に
対
す
る
罰
則
を
適
用
す
る
。
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リ
ベ
ロ
の
再
指
名
 

・
チ
ー
ム
に
登
録
さ
れ
て
い
る
リ
ベ
ロ
（
１
人
も
し
く
は
２
人
）
す
べ
て
が
，
負
傷
，
病
気
，
退
場
，
失
格
等
，
あ
る
い
は
い
か
な
る
理
由
で
あ
っ
て
も
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
宣
言

さ
れ
た
時
，
監
督
（
監
督
不
在
の
場
合
は
コ
ー
チ
か
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
）
は
そ
の
時
点
で
コ
ー
ト
上
に
い
な
い
他
の
選
手
（
リ
ベ
ロ
と
入
れ
替
わ
っ
た
選
手
を
除
く
）
を
，
そ
の
試
合
終
了
ま
で

リ
ベ
ロ
と
し
て
再
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

＜
リ
ベ
ロ
再
指
名
の
方
法
＞

 

①
監
督
が
ブ
ザ
ー
を
押
し
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
に
口
頭
で
「
リ
ベ
ロ
の
再
指
名
」
を
要
求
。
（
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
は
示
さ
な
い
）
リ
ベ
ロ
と
再
指
名
さ
れ
る
選
手
は
，
準
備
を
し
て
リ
ベ
ロ

リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
ゾ
ー
ン
に
立
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
ナ
ン
バ
ー
パ
ド
ル
使
用
の
場
合
は
持
っ
て
い
る
こ
と
）（

ビ
ブ
ス
を
着
用
す
る
か
チ
ー
ム
の
他
の
選
手
と
違
う
色
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
着
用
す
る
）
 

②
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
は
ホ
イ
ッ
ス
ル
し
，
ス
コ
ア
ラ
ー
に
再
指
名
で
あ
る
こ
と
を
口
頭
で
伝
え
る
。
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
は
示
さ
な
い
。

 

③
ス
コ
ア
ラ
ー
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
に
再
指
名
で
き
る
か
確
認
し
，
片
方
の
手
を
上
げ
る
。

 

④
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
は
，
リ
ベ
ロ
の
再
指
名
を
許
可
す
る
。
 

⑤
ス
コ
ア
ラ
ー
は
，
記
録
用
紙
の
リ
マ
ー
ク
欄
に
，
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
コ
ア
ラ
ー
は
リ
ベ
ロ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ー
ト
の
コ
ラ
ム
に
そ
れ
ぞ
れ
の
変
更
を
記
載
す
る
。

 

・
セ
ッ
ト
間
に
再
指
名
を
し
た
い
時
は
，
監
督
は
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
に
伝
え
る
。
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
は
，
次
の
セ
ッ
ト
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
確
認
後
，
リ
ベ
ロ
の
再
指
名
の
手

続
き
を
行
う
。

 

・
リ
ベ
ロ
と
し
て
再
指
名
さ
れ
た
選
手
は
，
そ
の
試
合
を
通
じ
て
リ
ベ
ロ
と
し
て
試
合
に
出
場
し
，
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
チ
ー
ム
に
登
録
さ
れ
て
い
た
リ
ベ
ロ
は
，
そ
の
試
合
に
戻
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
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～
選
手
交
代
の
手
順
～

 

１
．
ラ
リ
ー
の
終
了
か
ら
次
の
サ
ー
ビ
ス
許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
ま
で
の
間
に
，
交
代
選
手
が
，
交
代
で
き
る
準
備
を
整
え
て
，
選
手
交
代
ゾ
ー
ン

(以
下
サ
ブ
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
と

い
う
）
に
入
る
こ
と
が
要
求
で
あ
る
。

 

 
ス
コ
ア
ラ
ー
の
手
順
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
の
手
順
 

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
手
順

 

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
ブ
ザ
ー
を
使
用
す
る
場
合
 

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
ブ
ザ
ー
を
使
用
し
な
い
場
合
 

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
ブ
ザ
ー
を
使
用
す
る
場
合
 

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
ブ
ザ
ー
を
使
用
し
な
い
場
合
 

 
交
代
選
手
が
サ
ブ
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ゾ
ー
ン
に
入
っ
た
と
き
，
ブ
ザ
ー
を
押

す
。
 

何
も
し
な
い
。
 

ブ
ザ

ー
を

確
認

し
た

ら
，

ポ
ー

ル
の

そ

ば
で

交
代

す
る

選
手

の
方

を
向

き
，

手

で
合

図
を

す
る

こ
と

で
，

交
代

の
コ

ン

ト
ロ
ー
ル
を
す
る
。
 

交
代

選
手

が
サ

ブ
ス

テ
ィ

チ
ュ

ー
シ

ョ

ン
ゾ

ー
ン

に
入

っ
た

と
き

，
ホ

イ
ッ

ス

ル
を

し
公

式
ハ

ン
ド

シ
グ

ナ
ル

を
示

す
。
 

ポ
ー

ル
の

そ
ば

で
交

代
す

る
選

手
の

方

を
向

き
，

コ
ー

ト
内

の
交

代
す

る
選

手

に
手

を
上

げ
さ

せ
，

サ
イ

ド
ラ

イ
ン

上

に
止
ま
ら
せ
る
。
 

何
も
し
な
い
。
 

ナ
ン
バ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
，
記
録
用

紙
に
記
入
す
る
。
そ
の
際
，
片
手
を
上
げ
た

り
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
と
目
を
合
わ
し

た
り
す
る
必
要
は
な
い
。
 

 不
法
な
交
代
の
場
合
，
ブ
ザ
ー
を
押
す
。
そ

し
て
，
遅
延
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
た
後
，

記
録
用
紙
の
「
罰
則
」
の
該
当
す
る
欄
に

記
録
す
る
。
 

ナ
ン
バ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
，
正
当
な

交
代
で
あ
れ
ば
，
軽
く
片
方
の
手
を
上
げ

る
。
 

 不
法

な
交

代
で

あ
れ

ば
片

方
の

手
を

振

る
。
 

選
手

交
代

の
際

，
ス

コ
ア

ラ
ー

と
目

を

合
わ

す
必

要
は

な
い

。（
も
し
も
，
そ
の

選
手
交
代
に
誤
り
が
あ
れ
ば
，
ス
コ
ア
ラ

ー
が
再
度
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
す
）

 

不
法
な
交
代
で
あ
れ
ば

,
直
ち
に
ス
コ
ア

ラ
ー

テ
ー

ブ
ル

に
行

き
，

記
録

用
紙

の

デ
ー

タ
に

基
づ

い
て

，
不

法
な

交
代

の

要
求

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
，

選
手

交

代
を
拒
否
す
る
。
 

記
録

員
が

「
罰

則
」

欄
に

記
録

す
る

の

を
確
認
す
る
。
 

ス
コ
ア
ラ
ー
が
軽
く
片
手
を
上
げ
る
の
を

確
認
し
，
手
で
合
図
を
し
て
交
代
さ
せ
る
。
 

  不
法
な
交
代
で
あ
れ
ば
,直

ち
に
ス
コ
ア

ラ
ー
テ
ー
ブ
ル
に
行
き
，
記
録
用
紙
の
デ

ー
タ
に
基
づ
い
て
，
不
法
な
交
代
の
要
求

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
選
手
交
代
を
拒

否
す
る
。
 

交
代

す
る

準
備

が
で

き
て

い
な

い
場

合

は
，
遅
延
の
罰
則
を
適
用
す
る
。
 

  不
法

な
交

代
で

あ
れ

ば
，

セ
カ

ン
ド

レ

フ
ェ

リ
ー

に
よ

っ
て

交
代

が
拒

否
さ

れ

た
後

，
ホ

イ
ッ

ス
ル

を
し

て
遅

延
の

罰

則
を
適
用
す
る
。
 

  

 

選
手
交
代
の
記
録
を
完
了
し
た
後
両
手
を

上
げ
る
。
 

選
手
交
代
の
記
録
を
完
了
し
た
ら
両
手
を

上
げ
る
。
 

ス
コ
ア
ラ
ー
が
両
手
を
上
げ
た
の
を
確
認
し
た
後
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
に
向
か

っ
て
両
手
を
上
げ
る
。
 

セ
カ

ン
ド

レ
フ

ェ
リ

ー
が

両
手

を
上

げ

た
の

を
確

認
し

，
サ

ー
ビ

ス
許

可
の

ホ

イ
ッ
ス
ル
を
す
る
。
 

も
し
，
同
じ
中
断
中
に
，
相
手
チ
ー
ム
側

の
選

手
交

代
が

あ
れ

ば
，

再
度

ブ
ザ

ー

を
押
す
。
 

 
 

も
し
，
同
じ
中
断
中
に
，
相
手
チ
ー
ム
側

の
選
手
交
代
が
あ
れ
ば
，
再
度
ホ
イ
ッ
ス

ル
し
な
が
ら
公
式
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
を
示

す
。
 

反
対
側
の
チ
ー
ム
の
選
手
交
代
の
要
求
も

あ
る
の
で
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
の
行
動

を
注
意
し
，
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

 

※
両
チ
ー
ム
が
ほ
ぼ
同
時
に
選
手
交
代
の
要
求
が
あ
っ
た
場
合
，
ス
コ
ア
ラ
ー
が
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
の
要
求
を
受
け
た
の
か
，
連
携
を
取
っ
て
手
続
き
を
す
る
。
そ
の
際
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
の
交
代
を

先
に
行
う
か
を
，
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
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２
．
交
代
選
手
が
，
サ
ー
ビ
ス
ホ
イ
ッ
ス
ル
後
に
サ
ブ
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
に
入
っ
た
場
合
は
，
不
当
な
要
求
と
す
る
。

 

（
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
後
に
選
手
が
，
サ
ブ
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
に
入
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
）

 

 
ス
コ
ア
ラ
ー
の
手
順
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
の
手
順
 

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
手
順

 

ラ
リ
ー
終
了
後
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
と
連
携
し
，
不
当
な
要
求
を
記
録
す
る
。
 

不
当
な
要
求
と
し
て
拒
否
し
，
ラ
リ
ー
終
了
後
処
理
す
る
。

 

誤
っ
て
ス
コ
ア
ラ
ー
が
ブ
ザ
ー
を
押
し
た
り
，
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
ホ
イ
ッ
ス
ル

し
た
り
し
て
し
ま
っ
た
場
合
，
試
合
を
遅
ら
せ
た
と
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
が
判
断

し
た
時
は
遅
延
と
し
，
特
に
試
合
を
遅
ら
せ
ず
に
再
開
で
き
る
時
は
ラ
リ
ー
終
了
後
に

不
当
な
要
求
の
罰
則
を
与
え
る
。

 

拒
否
の
際
，
必
要
に
応
じ
て
セ
カ
ン
ド

レ
フ
ェ
リ
ー
を
補
佐
す
る
。
サ
ー
ビ
ス

許
可
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
行
い
次
の
ラ
リ

ー
を
始
め
る
。
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 ３
．
２
組
以
上
の
選
手
交
代
の
場
合
は
，
複
数
の
交
代
選
手
が
同
時
に
サ
ブ
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
に
出
向
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
ス
コ
ア
ラ
ー
の
行
動
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
の
行
動
 

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
の
行
動

 

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
ブ
ザ
ー
を
使
用
す
る
場
合
 

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
ブ
ザ
ー
を
使
用
し
な
い
場
合
 

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
ブ
ザ
ー
を
使
用
す
る
場
合
 

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
ブ
ザ
ー
を
使
用
し
な
い
場
合
 
 

交
代

選
手

が
サ

ブ
ス

テ
ィ

チ
ュ

ー
シ

ョ

ン
ゾ

ー
ン

に
入

っ
た

と
き

ブ
ザ

ー
を

押

す
。
ナ
ン
バ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
，
記
録

す
る
。
そ
の
際
，
片
手
を
上
げ
た
り
目
を

合
わ
し
た
り
す
る
必
要
は
な
い
。
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を

確
認
し
た
ら
，
ナ
ン
バ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
，
正
当
な
交
代

で
あ

れ
ば

，
軽

く

片
方

の
手

を
上

げ
る
。
不
法
な
交
代
で

あ
れ
ば
片
方
の
手
を
振
る
。
 

ブ
ザ
ー
を
確
認
し
た
ら
，
ポ
ー
ル
の
そ
ば

で
交
代
す
る
選
手
の
方
を
向
き
，
交
代
す

る
選
手
の
う
ち
１
人
を
，
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

か
ら

少
し

離
れ

た
と

こ
ろ

に
待

機
さ

せ

る
。
手
で
合
図
を
し
て
１
組
目
を
交
代
さ

せ
る
。
 

交
代
選
手
が
サ
ブ
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ゾ
ー
ン
に
入
っ
た
と
き
，
ホ
イ
ッ
ス
ル
を

し
公
式
ハ
ン
ド
シ
グ
ナ
ル
を
示
す
。
ポ
ー

ル
の
そ
ば
で
交
代
す
る
選
手
の
方
を
向

き
，
１
組
目
の
交
代
選
手
を
サ
イ
ド
ラ
イ

ン
上
に
止
ま
ら
せ
る
。
コ
ー
ト
内
の
交
代

す
る
選
手
に
手
を
上
げ
さ
せ
る
。
ス
コ
ア

ラ
ー
が
軽
く
片
手
を
上
げ
る
の
を
確
認

し
，
手
で
合
図
を
し
て
，
１
組
目
を
交
代

さ
せ
る
。
 

何
も
し
な
い
。
 

１
組
目
の
選
手
交
代
の
記
録
の
記
入
が

完
了
し
た
後
両
手
を
上
げ
る
。

 

１
組
目
の
選
手
交
代
の
記
録
の
記
入
が

完
了
し
た
後
両
手
を
上
げ
る
。
 

ス
コ

ア
ラ

ー
の

両
手

が
上

が
る

の
を

確

認
し
た
後
，
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
に
移
動
さ

せ
，
２
組
目
を
交
代
さ
せ
る
。（

ミ
ス
や
混

乱
を

防
ぐ

た
め

に
必

ず
ス

コ
ア

ラ
ー

の

シ
グ

ナ
ル

確
認

を
す

る
）
 

ス
コ

ア
ラ

ー
の

両
手

が
上

が
る

の
を

確

認
し
た
後
，
２
組
目
を
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
上

に
止
ま
ら
せ
，
ス
コ
ア
ラ
ー
が
軽
く
手
を

上
げ
る
の
を
確
認
し
，
交
代
さ
せ
る
。（

ミ

ス
や

混
乱

を
防

ぐ
た

め
に

必
ず

ス
コ

ア

ラ
ー
の
シ
グ
ナ
ル
確
認
を
す
る
）

 

 

ス
コ

ア
ラ

ー
は

２
組

目
の

手
続

き
を

行

う
。
２
組
目
の
交
代
の
場
合
，
改
め
て
ブ

ザ
ー
を
押
さ
な
い
。
 

ス
コ
ア
ラ
ー
は
，
記
録
を
完
了
し
た
後
，

両
手
を
上
げ
る
。
 

ス
コ

ア
ラ

ー
は

２
組

目
の

ナ
ン

バ
ー

の

チ
ェ

ッ
ク

を
行

い
，

正
当

な
交

代
で

あ

れ
ば
，
軽
く
片
方
の
手
を
上
げ
る
。
不
法

な
交
代
で
あ
れ
ば
片
方
の
手
を
振
る
。
 

ス
コ
ア
ラ
ー
は
，
記
録
を
完
了
し
た
後
，

両
手
を
上
げ
る
。
 

ス
コ
ア
ラ
ー
が
両
手
を
上
げ
た
の
を
確
認
し
た
後
，
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
に
向
か
っ

て
両
手
を
上
げ
る
。
 

セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
が
両
手
を
上
げ
た

の
を
確
認
し
，
サ
ー

ビ
ス

許
可

の
ホ

イ

ッ
ス

ル
を

す
る

。
 

も
し
，
同
じ
中
断
中
に
，
相
手
チ
ー
ム
側

の
選
手
交
代
が
あ
れ
ば
，
再
度
ブ
ザ
ー
を

押
す
。
 

 
 

も
し
，
同
じ
中
断
中
に
，
相
手
チ
ー
ム
側

の
選
手
交
代
が
あ
れ
ば
，
再
度
ホ
イ
ッ
ス

ル
し

な
が

ら
公

式
ハ

ン
ド

シ
グ

ナ
ル

を

示
す
。
 

反
対

側
の

チ
ー

ム
の

選
手

交
代

の
要

求

も
あ
る
の
で
セ
カ
ン
ド
レ
フ
ェ
リ
ー
の
行

動
を
注
意
し
，
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
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『ラインジャッジの責務』 

 

１．試合前 
 
（１）試合開始１時間３０分前までには，競技場に集合すること。 

 
（２）競技場に集合したら，コート等の設営や試合に必要な用具等のチェックに積

極的に協力すること。 
 
（３）試合６０分前にレフェリーミーティングが行われるので，ファーストレフェ

リー，セカンドレフェリー，スコアラー，アシスタントスコアラー，ボールリ
トリバー，モッパーと綿密に打ち合わせを行うこと。 

 
（４）レフェリーミーティングには，レフェリーウェアで参加すること。胸には自

分の公認された資格のワッペンを付けること。 
 
（５）レフェリーミーティングの前にラインジャッジは，誰がどのラインを担当す

るのか，また試合中のいろいろと起こるケースに対してどのような動き方をし
たらいいのか，どのようにお互いに協力をしていくのかを事前に打ち合わせを
しておくこと。特に，ファーストレフェリーに見えにくい所や，アンテナ外通
過，フライングレシーブで床にボールが落ちたかどうか，ブロッカーやレシー
バーのボールコンタクトがあった際の出し方等をよく打ち合わせておくとよ
い。 

 
（６）フラッグの点検をする。 
 
（７）試合開始３０分前には，スコアラーズテーブル後方に集合すること。 

 
（８）公式ウォームアップ中，担当ラインの延長線上で，目慣らしをするとよい。 
 
（９）公式ウォームアップが終了したら，担当の位置につき，ネットやアンテナが

正しい位置に取りつけているかどうかチェックする。特にアンテナの取り付け
位置については，ゲーム中でも十分注意する。 
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２．試合中 
                     《図１》 
（１）ラインジャッジの位置 
 

① 自分の担当するラインの想像延長線上でコート
の各コーナーから２ｍ離れ，ラインを身体の中
心に置き，視線はライン上に置くようにしてフリ
ーゾーン内に立つ。エンドラインはライトサイド
のコーナーから「Ｌ２」・「Ｌ４」が，サイドライ
ンはレフトサイドのコーナーから「Ｌ１」・「Ｌ
３」が統御する。（図１） 

② レフトサイドからのサービスの時は，サーバー
の妨害にならないように，サイドラインの延長線上，サーバーの後方に移動
し位置する。その際，サーバーのフットフォルトの有無に注意するため，横
には開かない。 

 

（２）ラインジャッジのフラッグシグナル 
 

① 起きた反則を確実に判定し，速やかにフラッグシグナルを示す。ファース
トレフェリーは，そのシグナルを確認して最終判定を示す。 

 
② フラッグのポールに人差し指を添えてポールを握り，ひじが曲がらないよ
うにまっすぐにフラッグを出す。まず構えた姿勢で判定を行い，すばやく姿
勢を正してフラッグシグナルを示す。 

 
  ③ 姿勢については，アウトオブプレー時は自然体でリラックスして立つ。ま

た，サーバーがボールを打ってからは，移動しやすい低い姿勢をとり，目の

位置を下げ，身体（腰）でボールを追う。目の位置が高いとボールを上から
見ることになり，ボールと床の接点が死角となり，ボールがラインにふれて
いるか明瞭に判定できない。低い姿勢が必要なときとそうでないときの区別
をつける。サーバーがサービスゾーン後方から打つ時は，サーバー側のエン
ドライン担当のラインジャッジは，低い姿勢をとる必要はない。 

 
④ フラッグシグナル（ボールイン，ボールアウト，ボールコンタクト，サー
バーのフットフォルト等）のみ使用し，それをしばらくの間続けなければな
らない。 

 
⑤ フラッグシグナルを出す場合（ライン判定をしっかりしてから），身体とフ
ラッグはラインに向け，顔だけをファーストレフェリーの方に向けて目をあ
わせ判定を伝えることが，お互いの信頼関係を保つ上でも非常に大切であ
る。 

 
 
 
 

Ｌ４ 

Ｌ３ 

Ｌ２ 

Ｌ１ 

Ｒ 

２ 

Ｒ 

１ 
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３．試合後 
 
（１）試合が終了したら，スコアラーズテーブルの後方に集合し，ファーストレフ

ェリー，セカンドレフェリー，スコアラー，アシスタントスコアラーと握手を
する。 

 
（２）レフェリールームでファーストレフェリー・セカンドレフェリーからアドバ
イスを受けると良い。 
 
（３）審判委員長より試合全体を通してのラインジャッジの任務についてアドバイ

スを受けること。 
 
（４）最後にお互いにディスカッションをすること。 
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『ラインジャッジの判定の仕方』 

 
 
１． ラインに関する判定（ボールイン，ボールアウト） 
 

（１）ボールがライン付近に落下した場合は，そのラインを担当するラインジャッ
ジだけがシグナルを出す。（１人１線が原則で「ボールイン」はライン２ｍ以
内とする）。各コーナーのコートに落ちた場合は２人のラインジャッジがシグ
ナルを出す。≪下図３参照≫ 

 
（２）ボールがインか，アウトかボールコンタクトかの判定は，速やかにシグナル

を示さなければならないので，判定は躊躇してはいけない。シグナルが遅れる
と選手がアピールをする原因となる。 

 
（３）イン，アウトの判定は，最初はボールを見て，ボールが床近くに来たらボー

ルから目を離し，ラインを見て判定をする。 
 

《図２》『ボールと床の接点』 ※ラインの右側がコート 

 
《図３》『コーナーのボールイン，ボールアウトの判定』 
 
               
               ⑥ 

⑤    ⑦ 
 
 
 
                  ④ 
                 ③ 
             ②  ① 
                  ⑧ 

 

 

ボール① Ｌ１，Ｌ２が判定（コーナー２ｍ以内） 

ボール② Ｌ１が判定 

ボール③ Ｌ２が判定 

ボール④ Ｌ２が判定 

ボール⑤ Ｌ３が判定 

ボール⑥ Ｌ３が判定 

ボール⑦ Ｌ２が判定 

ボール⑧ Ｌ１,Ｌ２が判定 

 

Ｌ１ 

Ｌ４ 

Ｌ３ 

Ｌ２ 

R1 

R2 
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２． ボールコンタクトの判定 
 

（１）ボールコンタクトを認めた場合は，フラッグをあごの下でやや高めに旗を立
てて旗の先を別の手で触れる。スパイクボールがコート内に落ちた場合は，ボ
ールインのフラッグシグナルを出す。 

 
（２）ラインジャッジの任務は，まずライン判定である。ブロックのボールコンタ

クトに集中しすぎることなく，ボールより先にラインに目をやり，正確に担
当ラインの判定を行う。 

 
（３）レシーバーにボールが触れコート外に出た場合は，担当ラインとレシービン

グサイドのラインジャッジがボールコンタクトを示す。 
 
（４）ボールがブロッカーに触れコート外に出たことが明らかな場合は，レシービ

ングサイドのラインジャッジと担当ラインのラインジャッジのみがボールコ
ンタクトを示す。またスライスタッチでブロッカーにボールが触れコート外
に出た場合は，ボールのコースによって，下記の要領で担当ラインジャッジ
がフラッグシグナルを示す。 

 
① ボールがブロッカーに触れてエンドライン外後方に出た場合 

  (a)  (b) L1    

L2                   （ａ）L1，L2，L3がボールコンタクトのフラッグシグナルを示す。 

                        

                    （ｂ）L1，L2，L3がボールコンタクトのフラッグシグナルを示す。 

L4   

L3 

   

② ボールがブロッカーに触れてサイドライン外後方に出た場合 

        L1    

L2            （ａ）L1, L2, L3がボールコンタクトのフラッグシグナルを示す。 

(a)        (b)   

             （ｂ）L1, L2, L3がボールコンタクトのフラッグシグナルを示す。 

                   L4   

L3 

 

③ ボールがブロッカーに触れてエンドライン外後方に出た場合 

     (a)      (b) L1   

  L2            （ａ）L1, L2, L4がボールコンタクトのフラッグシグナルを示す。 

              

              （ｂ）L1, L2, L4がボールコンタクトのフラッグシグナルを示す。 

          L4   

    L3 

● ● 

● ● 

● ● 

○ 

○ 

○ 
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④ ボールがブロッカーに触れてサイドライン外後方に出た場合 

             L1   

               (b)  （ａ）L1，L2，L3，L4がボールコンタクトのフラッグシグナルを示す。 

 (a)             

               (b)  （ｂ）L1，L2，L4がボールコンタクトのフラッグシグナルを示す。 

   

    L3               

  

⑤ コート中央からのボールがブロッカーに触れてコート外に出た場合 

    (b)   L1    

  L2             

  (c)                   （ａ）L1, L2, L4がボールコンタクトのフラッグシグナルを示す。 

          (a)   （ｂ）L1, L2, L3, L4がボールコンタクトのフラッグシグナルを示す。 

                      （ｃ）L1, L2, L3がボールコンタクトのフラッグシグナルを示す。 

L4    

    L3               

 

 

３． ボールが床に触れたかどうかの判定 
 

（１）パンケーキのプレーで，自コートの床にボールが触れたことが確認できた場

合は，ラインジャッジがシグナルを示す。 

 

（２）フラッグシグナルは，ボールインのフラッグシグナルではなく，身体の斜め

前で，２・３回床をたたくシグナルで示す。 

 

 

４． サーバーのフットフォルトの判定 
 

（１）サーブを打つ瞬間の足の位置，及びジャンプサーブなどで踏切る足の位置がサ

ービスゾーン外やコート内であれば反則となる。その判定はエンドライン担当

のラインジャッジが判定しサイドライン側であれば，サイドライン担当のライ

ンジャッジが判定をする。 

 

（２）フラッグシグナルは，頭上で旗を左右に１往復振り，片方の手でラインを指す。 

 

 

 

 

● ● ● 

● ● 

○ 

L4 

L2 
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５． アンテナ付近を通過したボールの判定 
 
アンテナ付近をボールが通過する場合は，そのコースに対応するラインジャッジ

が，判定をするのが望ましい。その際，自分が担当するラインの判定に支障のない
範囲（１，２歩）で動いて，ボールとアンテナの位置を確認し判定を行う。 

 

（１） 許容空間外（アンテナの外側または上方）を通過した場合 

① ボールがフリーゾーンやフリーゾーン外に落ちたとき。 

 

 

 

 

 

 

 

ａ：チームの１回目・２回目の接触後の場合 

ファーストレフェリー：落ちた瞬間にホイッスルをする。 

セカンドレフェリー： ホイッスルをしない。 

ラインジャッジ：   落ちた瞬間に「アウト」を示す。 

 

ｂ：サービスボールまたはチームの３回目の接触後の場合 

ファーストレフェリー：ネットの垂直面を通過した瞬間に 

           ホイッスルをする。 

セカンドレフェリー：       〃  

ラインジャッジ：ネットの垂直面を通過した瞬間に「アウト」を 

        示す。 

 

 

 

 

② Ａの選手がボールに触れたとき。   

ａ：許容空間外を通過してボールを取り戻したとき 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 
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ファーストレフェリー：ホイッスルをしないでラリーを続行する。 

セカンドレフェリー：      〃 

ラインジャッジ：フラッグシグナルは示さない。 

 

ｂ：ボールが許容空間内を通過したとき。また，ボールがアンテナの内 

  側のネットに触れたり，床に触れたりしたとき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファーストレフェリー：サイドライン上を完全に通過した瞬間に 

           ホイッスルをする。 

セカンドレフェリー：      〃 

ラインジャッジ：サイドライン上を完全に通過した瞬間に 

        フラッグを振る。（一往復） 

 

 

 ③ ボールがアンテナの真上や外側を通過してＢチームの選手に触れたとき。 

ａ：Ａチームの選手がボールを追いかけている場合，Ｂチームの選手のイ

ンターフェアとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファーストレフェリー：Ｂチームの選手がボールに触れた瞬間に 

           ホイッスルをする。 

セカンドレフェリー： ホイッスルをしない。 

ラインジャッジ：Ｂチームの選手がボールに触れた瞬間に 

        フラッグを振る。（一往復） 

Ａ Ｂ 

Ａ 

Ａ Ｂ 

Ａ  

Ｂ 
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ｂ：Ａチームの選手がボールを追いかけていない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファーストレフェリー：Ｂチームの選手がボールに触れた瞬間に 

           ホイッスルをして，Ａチームのアンテナ外 

           通過でボールアウト。 

セカンドレフェリー：         〃 

ラインジャッジ：フラッグを振る。（一往復） 

 

 

（２） Ａチームのフリーゾーンから許容空間外（アンテナ上方を含む）を通って

Ｂチームのコートに向かっていく場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファーストレフェリー：ネットの垂直面を通過した瞬間に 

           ホイッスルをする。 

セカンドレフェリー：       〃  

ラインジャッジ：ネットの垂直面を通過した瞬間に「アウト」を 

        示すか場合によっては，フラッグを振る。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

 

Ｂ 

Ｂ 
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（３） Ａチームのコートから許容空間を通過してＢチームのフリーゾーンに向か

って行く場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ：Ａチームの選手がボールに触れたとき。 

       ファーストレフェリー：触れた瞬間にホイッスルをする。 

       セカンドレフェリー：    〃 

ラインジャッジ：触れた瞬間にそのコースのラインジャッジが 

        フラッグを振る。（一往復） 

 

 

 

 

 

６． トレーニングマニュアル 
 
（１）レシーブボールが床に触れたかどうか 

 

① ファーストレフェリー・セカンドレフェリーのアシストをしなければいけ
ないので，低い姿勢でボールと床面との接点を見る。ボールが床面に触れた
瞬間にフラッグシグナルを出す。 

② タイミングが遅れ躊躇すると，選手のアピールのもとになるので十分注意す

ること。 

 
 
★ライン判定 
 
ａ サイド，エンドラインにぎりぎり

に打つ 
   
ｂ コーナー(1m 以内）に打つ 
   
ｃ 選手でボールが見えない時の判定 

 
 
 
 
 

Ｂ Ａ 

Ａ 

Ｌ２

Ｌ３

Ｌ４
Ｌ１

主

副
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★床に落ちたボールの判定 
ａ フェイントボール･tip playをフ

ライングレシーブで手の甲でボー
ルを上げる。 

             

         
ｂ ブロックカバーのプレーヤーの

陰になってプレーが見えないケー
ス。 

 
 

 

 

（２）アンテナ付近をボールが通過する場合について 
 

① 確認できたラインジャッジのみがシグナルを出す。 
② ネット幅１ｍの間のアンテナに当たった時は，一番見やすい位置にいるラ

インジャッジが判定すべきである。 
  

★ボールがアンテナに当たるケース 
★ブロッカーがアンテナに触れるケ
ース 

 
ａ 台上よりスパイクを打つ。 
 
ｂ アンテナぎりぎりに打つ。 

 

ｃ アンテナ外を通過するボール

を取り戻すケース 
 

 
★アンテナ外通過ボールを色々な角 
度から取り戻す。 
 
★ボールの角度によって，どのライン 
ジャッジがライン判定をおろそかに 
しないで，どのように動いたらいい 
のかを確認する。 

 

 
 
※ ラインジャッジの動きに十分注意すること。ボールのコースに入るため
に，極端に動いてライン判定がおろそかになったり，またコースに入らな
いで判定すると不信感をもたれたりするので動く範囲を十分に確認する必
要がある。 

※ 取り戻されたボールが許容空間内を通過した場合は，フラッグを左右に
振る。 

Ｌ２

Ｌ３

Ｌ４
Ｌ１

主副

主副

Ｌ２

Ｌ３

Ｌ４
Ｌ１

主副

主副

Ｌ２

Ｌ３

Ｌ４
Ｌ１

主副

主副
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（３）ブロッカーとレシーバーのボ－ルコンタクトについて 
 
① 特にブロッカーの上（指）をかすっていくケースや左右をかすっていくケ
ースは，ファーストレフェリー・セカンドレフェリーからは非常に見にくい
ケースもあるので，原則的にはレシーブ側の２人のラインジャッジがフラッ

グシグナルを送る。しかし４人のラインジャッジが明らかにボールコンタク
トを確認できた場合は確認したラインジャッジが，ボールコンタクトのフラ
ッグシグナルを送る。 

 
②  アンテナ付近，特にセカンドレフェリーサイドでのアタッカーが意識して

タッチアウトを狙うプレーのブロックのボールコンタクトはしっかりと見
る。 

 
③ スパイカーがボールをスパイクして，ブロックにはねかえったボールが，

そのスパイカーに当たった場合 
・特にファーストレフェリーサイドで起こるケースは，ファーストレフェ

リーの死角になるケースが多いので担当のラインジャッジはしっかりと見る

こと。 

 
 

★ブロッカーとレシーバーの 
ボールコンタクト 

 
ａ 台上よりスパイクを打つ。 

 
ｂ ボールがブロックの上をかすめ

るケースと左右をかするケース。 

 

ｃ ライン際のレシーバーのボール
コンタクトもファーストレフェリ
ーの死角になるケースがあるの
で，ライン判定も十分注意しながら，視野に入れてみることが大切である。 

 
 

Ｌ２

Ｌ３

Ｌ４
Ｌ１

主副

主副
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ビーチバレーボール補足資料  
（ 前 述 に 加 え ， ビ ー チ バ レ ー ボ ー ル 特 有 の 責 務 及 び 判 定 を 付 記 ）  

 

『ラインジャッジの責務』  

１．試合前  

（ １ ） 服 装  

①  レ フ ェ リ ー ウ ェ ア も し く は ， 支 給 さ れ た 大 会 ポ ロ シ ャ ツ ， キ ャ ッ プ ， ハ ー フ パ

ン ツ（ 支 給 が な い 場 合 は ，全 員 が 揃 う 服 装 が 望 ま し い が ，揃 わ な い 場 合 は ，同 系

色 の 服 装 で も 可 能 ） を 着 用 し ， 運 動 靴 と 靴 下 を 履 く 。  

②  サ ン グ ラ ス の 着 用 も 可 能 。  

  

（ ２ ） 第 １ 試 合 は ， 試 合 開 始 ２ ０ 分 前 に ， 事 前 に 指 示 さ れ た 場 所 に 集 合 す る 。  

 

（ ３ ） 第 ２ 試 合 以 降 は ， 前 の 試 合 の １ セ ッ ト 目 終 了 後 ， 事 前 に 指 示 さ れ た 場 所 に 集 合  

す る 。  

 

（ ４ ） 事 前 に フ ラ ッ グ と サ ン グ ラ ス 拭 き 用 の タ オ ル を 確 認 し ， マ ッ チ プ ロ コ ー ル 時 に は

タ オ ル を ハ ー フ パ ン ツ の 中（ 利 き 腕 と 反 対 側 ）に 目 立 つ よ う に つ け る 。（ ポ ケ ッ ト

の 中 に は し ま わ な い ）  

 

（ ５ ） マ ッ チ プ ロ ト コ ー ル 中 は ， ス コ ア ラ ー ズ テ ー ブ ル 前 に 整 列 す る 。 ≪ 図 １ 参 照 ≫  

（ ４ 人 の 場 合 は Ｌ １ ･Ｌ ２ ･フ ァ ー ス ト レ フ ェ リ ー ･セ カ ン ド レ フ ェ リ ー ･Ｌ ３ ･ 

Ｌ ４ と い う 位 置 で 整 列 す る 。）  

 

（ ６ ） 公 式 練 習 終 了 後 ， フ ァ ー ス ト レ フ ェ リ ー が レ フ ェ リ ー ス タ ン ド に 向 か う タ イ ミ ン

グ で 競 技 エ リ ア 内 の 所 定 の 位 置 に つ く 。  

   （ ４ 人 の 場 合 は ， Ｌ １ ･Ｌ ２ と Ｌ ３ ･Ｌ ４ が 一 列 に 並 ん で 所 定 の 位 置 に 向 か う 。）  

 

（ ７ ）サ ン ド レ ベ ラ ー が レ ー キ を か け た 後 に ，担 当 ラ イ ン 上 の 砂 を 落 と し ，ラ イ ン の 状

態 ， ア ン テ ナ ， サ イ ド バ ン ド に 歪 み が な い か 確 認 す る 。  

 

≪ 図 １ ≫  公 式 練 習 中 の 審 判 団 の 位 置  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
スコアラーズ
テーブルベンチ ベンチ

Ｌ１ 主審 副審 Ｌ２
L1  R1  R 2  L 2  

 

Ｒ １ ： フ ァ ー ス ト レ フ ェ リ ー  

Ｒ ２ ： セ カ ン ド レ フ ェ リ ー  

ｌ １ ： ラ イ ン ジ ャ ッ ジ １  

Ｌ ２ ： ラ イ ン ジ ャ ッ ジ ２  
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２．試合中  

（ １ ） イ ン プ レ ー 中 の ラ イ ン ジ ャ ッ ジ の 位 置  

  ①  ラ イ ン ジ ャ ッ ジ が ２ 人 の 場 合 ≪ 図 ２ 参 照 ≫  

・ フ ァ ー ス ト レ フ ェ リ ー と セ カ ン ド レ フ ェ リ ー の 右 側 コ ー ナ ー か ら ， １ ｍ 離 れ た  

対 角 線 の 位 置 に 立 つ 。  

・ そ れ ぞ れ 自 身 側 の エ ン ド ラ イ ン と サ イ ド ラ イ ン の 両 方 を 統 御 す る 。  

・ ボ ー ル が 向 か っ て く る 方 向 に よ っ て ， 位 置 を 変 え て 判 定 す る 。（ 左 右 1歩 程 度 ） 

エ ン ド ラ イ ン を 判 定 す る と き は ，aへ 移 動 し ，サ イ ド ラ イ ン を 判 定 す る と き は ，  

bへ 移 動 す る 。  

・ 自 身 側 か ら の 攻 撃 の 場 合 に は ， 原 則 と し て ｂ へ 移 動 し ， サ イ ド ラ イ ン の 判 定 を

中 心 に 行 う 。  

・ 自 身 側 チ ー ム の サ ー ビ ス の 際 に は ， ａ へ 移 動 し ， フ ッ ト フ ォ ル ト の 有 無 に 注 意

す る 。  

 

≪ 図 ２ ≫ 試 合 中 の ラ イ ン ジ ャ ッ ジ の 位 置  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  ラ イ ン ジ ャ ッ ジ が ４ 人 の 場 合 （ ６ 人 制 ・ ９ 人 制 と 同 じ ）  

・ 自 分 の 担 当 す る ラ イ ン の 想 像 延 長 線 上 で コ ー ト の 各 コ ー ナ ー か ら ２ ｍ 離 れ ， ラ

イ ン を 身 体 の 中 心 に 置 き ，視 線 は ラ イ ン 上 に 置 く よ う に し て フ リ ー ゾ ー ン 内 に

立 つ 。  

・ エ ン ド ラ イ ン は ラ イ ト サ イ ド の コ ー ナ ー か ら 「 Ｌ ２ 」・「 Ｌ ４ 」 が ， サ イ ド ラ イ

ン は レ フ ト サ イ ド の コ ー ナ ー か ら 「 Ｌ １ 」・「 Ｌ ３ 」 が 統 御 す る 。  

 

（ ２ ） ア ウ ト オ ブ プ レ ー 中 や 試 合 中 断 中 の 位 置 や 動 き  

   ・ ラ リ ー 終 了 時 に は ， 担 当 ラ イ ン の 歪 み や ラ イ ン に か か る 砂 の 凸 凹 を 確 認 し ， 必

要 に 応 じ て 素 早 く ラ イ ン 及 び 砂 の 状 態 を 修 正 す る 。  

   ・ 風 で ラ イ ン が 揺 れ る 場 合 に は ， ラ リ ー 終 了 時 に ラ イ ン 上 に 拳 大 の 砂 山 を 作 り ラ

イ ン の 揺 れ を 止 め る 。 も し く は ， 状 況 に 応 じ て 運 動 靴 で ラ イ ン の 上 を 左 右 に ス

ラ イ ド さ せ て ， ラ イ ン と 砂 (地 面 )と の 凸 凹 を 少 な く す る 。  

   ・ ア ウ ト オ ブ プ レ ー 中 に は ， 選 手 が サ ン グ ラ ス を 拭 く た め に ラ イ ン ジ ャ ッ ジ が 持

つ タ オ ル を 使 用 す る 場 合 が あ る た め ， 選 手 が 寄 っ て き た 際 に は ， 速 や か に タ オ

ル を ハ ー フ パ ン ツ か ら 取 り ， 選 手 に 渡 す 。  

主審

ベンチ
スコアラーズ
テーブル ベンチ

副審

Ｌ１
ａ

b

Ｌ２
a

b

 R 1   

 

 R 2   

 

Ｒ １ ： フ ァ ー ス ト レ フ ェ リ ー  

Ｒ ２ ： セ カ ン ド レ フ ェ リ ー  

ｌ １ ： ラ イ ン ジ ャ ッ ジ １  

Ｌ ２ ： ラ イ ン ジ ャ ッ ジ ２  
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   ・タ イ ム ア ウ ト や Ｔ Ｔ Ｏ ，セ ッ ト 間 は ，サ イ ド ラ イ ン 後 方 の フ リ ー ゾ ー ン 際 ま で

（ ラ イ ン の 歪 み 等 を 確 認 し な が ら ） コ ー ト 側 を 向 い た 状 態 で 下 が り ， 自 然 体 で

リ ラ ッ ク ス し た 姿 勢 で 待 つ 。（ 広 告 バ ナ ― が あ る 場 合 に は ，文 字 等 を 隠 さ な い よ

う バ ナ ー 間 に 立 つ ）そ の 際 ，水 分 補 給 を 行 う 場 合 に は ，フ リ ー ゾ ー ン コ ー ナ ー 外

側 に 置 い て あ る 各 自 の 飲 料 に て 速 や か に 水 分 補 給 を 行 う 。  

 ・ サ ン ド レ ベ ラ ー が ラ イ ン 上 に レ ー キ を か け た 後 は ， 各 コ ー ナ ー に 移 動 し ， ２ 人

の ラ イ ン ジ ャ ッ ジ で サ イ ド ラ イ ン 上 ， そ の 後 に そ れ ぞ れ が エ ン ド ラ イ ン 上 の 砂

を 落 と し ，ラ イ ン を 真 っ す ぐ に す る 。４ 人 の 場 合 に は ，「 Ｌ １ 」と「 Ｌ ４ 」，「 Ｌ

２ 」と「 Ｌ ３ 」で サ イ ド ラ イ ン 上 を ，次 い で「 Ｌ １ 」と「 Ｌ ２ 」，「 Ｌ ３ 」と「 Ｌ

４ 」で エ ン ド ラ イ ン 上 の 砂 を そ れ ぞ れ 同 時 に 落 と し ，ラ イ ン を 真 っ す ぐ に す る 。  

 

３．  試合後  

（ １ ）レ フ ェ リ ー ス タ ン ド の 左 右（ フ ァ ー ス ト レ フ ェ リ ー・セ カ ン ド レ フ ェ リ ー の 外 側 ）       

に 整 列 し ， 選 手 ・ 各 レ フ ェ リ ー と 握 手 を す る 。       

 

（ ２ ） フ ァ ー ス ト レ フ ェ リ ー ・ セ カ ン ド レ フ ェ リ ー の 後 に つ い て ス コ ア ラ ー ズ テ ー ブ ル

側 に 戻 り ， フ ラ ッ グ ， タ オ ル を た た み ， ス コ ア ラ ー ズ テ ー ブ ル に 置 く 。  

 

 

『ラインジャッジの判定の仕方』  

 

１．ラインに関する判定（ボールイン・ボールアウト）  

 

（ １ ） ２ 人 の 場 合 ， イ ン ， ア ウ ト の 判 定 は ラ イ ン 正 面 に 移 動 し て 行 う こ と が 望 ま し い 。

し か し な が ら ，ボ ー ル の 速 度 が 速 く ，ラ イ ン 付 近 に 落 下 す る 前 に 正 面 に 移 動 で き な

い 場 合 に は ，移 動 す る こ と よ り も 静 止 し て 判 定 す る こ と を 優 先 し ，イ ン ，ア ウ ト の

確 認 を 行 っ て か ら ， フ ラ ッ グ シ グ ナ ル を 行 う 際 に ， ラ イ ン 正 面 に 移 動 す る 。  

 

（ ２ ） ラ イ ン に ボ ー ル が 接 触 す れ ば ， ボ ー ル イ ン の 判 定 を す る 。  

 

（ ３ ） ラ リ ー 中 ， 風 や 選 手 の プ レ ー 中 の 動 き に よ っ て 正 常 で は な い 位 置 に ラ イ ン が 動 い

た 場 合 ， た と え 大 き く 曲 が っ て い て も ， ラ イ ン を 基 準 に ボ ー ル イ ン ・ ア ウ ト を 判

定 す る 。 ま た ， フ ァ ー ス ト レ フ ェ リ ー の 最 終 判 定 が 終 わ る ま で ラ イ ン の 修 正 は 行

わ な い 。  

 

（ ４ ）フ ァ ー ス ト レ フ ェ リ ー が ボ ー ル マ ー ク プ ロ ト コ ー ル を 宣 言 し た 時 は ，ラ イ ン に ボ

ー ル が 接 触 し た か ，接 触 し な か っ た か を 明 確 に 口 頭 で 伝 え ，フ ラ ッ グ 等 で ボ ー ル

の 落 ち た 位 置 を 指 さ な い 。※ フ ァ ー ス ト レ フ ェ リ ー が 最 終 判 定 を し た あ と ，フ ァ

ー ス ト レ フ ェ リ ー と ア イ コ ン タ ク ト を と り ボ ー ル マ ー ク を 消 す 。  
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２．ボールコンタクトの判定  

 

自 身 側 チ ー ム の ブ ロ ッ ク に お け る ボ ー ル コ ン タ ク ト（ 自 身 側 チ ー ム サ イ ド に ボ ー ル が

入 る 場 合 ）は ，確 実 に 見 え た 場 合 に 限 り ラ リ ー 中 も フ ァ ー ス ト レ フ ェ リ ー が 確 認 で き

る よ う に （ ２ 秒 程 度 ） フ ラ ッ グ シ グ ナ ル を 示 す 。  

 


